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1. なぜネパールを訪れるべきですか? 

ネパール！名前だけを聞くと、そびえ立つ山々、エベレスト、そして活気に満ちた文化

のイメージが思い浮かびます。  

そしてなんと、ネパールはその誇大宣伝に応えています。  

この素晴らしい国は、お金をかけずに世界 14 の最高峰のうち 8 

つを誇り、緑豊かな森林、静かな湖、山腹を流れ落ちる滝などの息を呑むような風景を

トレッキングするために世界中から冒険家を集めています。  

自然はこれ以上に良くなることはありません。 

 

  
 

しかし、ネパールはスリルを求める人だけのものではありません。その豊かな文化遺産

も同様に魅力的です。  

寺院、仏塔、宮殿がぎっしりと詰まった古代都市、そしてネパールの人々の温かさと真

のおもてなしが、完璧な休暇をもたらします。 

 

  
 

ネパールの最高の体験をしたくてうずうずしているなら、当社の Backpack and 

Snorkel パープル トラベル ガイドが役に立ちます。  ネパールの 2 

つの主要都市であるカトマンズとポカラの必見の観光スポットと体験、さらにそれらを

結ぶ道路沿いのハイライトに焦点を当てた 9 日間の旅程を作成しました。 

注意してください: このガイドはすべて都市とその周辺地域の探索に関するものです。 
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トレッキングの旅程は含まれません。 

 

  
 

  
 

完璧な旅行を計画できるよう、このガイドには写真、Google 

マップの場所へのリンク、追加のレビューが詰め込まれているので、興味を引くものを

簡単に見つけることができます。  一緒にネパールの魅力を発見しましょう! 

 

これはネパールの詳細なガイドではありません。  

大手旅行ガイド会社から詳細なネパールガイドを購入できます。  

私たちの目標は、リラックスしたネパール旅行で思い出に残る瞬間を作り、旅行に最適

な旅程を立てるお手伝いをすることです。  

その目的のために、私たちはあなたがどのような体験をするかを見て、これらの場所が

あなたに適しているかどうかを判断できるように、たくさんの写真を追加しました。 

Backpack and 

SnorkelWebサイトで他の魅力的な目的地や旅行ガイドもチェックしてください。 
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https://backpackandsnorkel.com/
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2.1 免責事項 

このガイドでは、最も正確な情報を提供するために最善を尽くしています。  

ただし、時間の経過とともに、料金、時間、アトラクションさえも変更される可能性が

あります。  

したがって、私とbackpackandsnorkel.comは、旅行中のユーザーの体験について責任

を負うことはできません。  

旅行計画を立てる際には、訪問予定の観光スポットを事前に書くか電話して確認するこ

とを強くお勧めします。 

また、周囲に注意を払い、持ち物に注意してください。   

スリやその他の犯罪者は、計画した最高の休暇でも簡単に台無しにしてしまいます。 
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2.2 著作権 

このウェブサイトおよびそのコンテンツの著作権は「Rudy at Backpack and 

Snorkel」にあります。  無断転載を禁じます。  

コンテンツの一部または全部をいかなる形式でも再配布または複製することは禁止され

ています。  当サイトの内容（写真含む）を「Rudy at Backpack and 

Snorkel」の書面による承諾なく販売、転載、営利目的で使用することはできません。  

当社の書面による明示的な許可がない限り、コンテンツを配布したり商業的に利用した

りすることはできません。  また、他の Web 

サイトや他の形式の電子検索システムに送信したり、保存したりすることはできません

。 
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一般的に、ネパール文化の美しい側面を体験するには、ティハール期間中にネパールを

訪れるのが良いでしょう。  

ほぼ全土が閉鎖される非常に重要なダサイン祭期間中とは異なり、ティハール期間中は

すべてではありませんが、ほとんどのアトラクションが営業します。 

ティハール期間中は、休暇中も営業していると謳っているいくつかの観光スポットが予

告なく閉鎖されることに注意してください。  その中には、ナラヤンヒティ宮殿博物

館、ゴルカ博物館、ゴルカ・ダルバールがあります。 

 
以下は、ネパールのカトマンズへの旅行で予想される気候です。 

  
 
以下は、ネパールのポカラへの旅行で予想される気候です。 
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• 2006年: 

2006年の民主革命は、ネパールを国家統一への道に導くための旧ネパール下院

の復活、七党同盟（SPA）につながり、最終的には国王から多くの権限を剥奪

することを議会が全会一致で可決する5月18日法に至る。  

毛沢東主義反乱軍も自由で公正な選挙の結果を尊重することに同意している 

• 2008年: 

ネパール議会は、君主制を廃止し、ネパールを連邦民主共和国に変える新憲法の

受諾を可決した。 

• 2015年：震源地約10メートル、マグニチュード7.8の地震。カトマンズの北西50

マイルがネパールを襲う。  ゴルカ地震とも呼ばれます。  

死者数は8,900人以上、数万人が負傷している。  

この地震により、特にカトマンズ盆地で建物、インフラ、文化遺産が広範囲に破

壊されました。ネパールは地震活動が活発な地域に位置し、過去に多くの壊滅的

な地震に見舞われてきましたが、2015年の地震は国のインフラ、文化遺産、経

済に深刻な影響を与えたため、最悪の地震の一つにランクされています。 
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3.4 ネパールでの移動方法 

ネパールの交通は混沌としています。車は多くのバイクと道路を共有しており、歩道が

ほとんどないことが多いため歩行者もいます。 

カトマンズやポカラなどの都市を移動する最良の方法は、パタオやインドライブなどの

ライドシェア サービスを利用することです。  Uber と Lyft はネパールでは運営されて

いません。  あるいは、多くのホテルには信頼できるドライバーがおり、個人旅行また

は丸一日レンタルすることができます。 

ネパールの都市間の移動に最適な方法は、飛行機、バス、または運転手付きの車を借り

るです。 
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3.4.4 ネパールをバスで旅行する 

ネパールにはローカルバスと観光バスの 2種類のバスがあります。 

ローカルバスは安いので、座席は小さくてほとんど機能しないプラスチックの椅子かも

しれません。  

そして、あなたは地元の農家が獣医に連れて行くヤギの隣に座っているかもしれません

。  

ローカルバス内では、開いた窓やドアからしか換気ができないため、ひどく暑くなるこ

とがあります。  これらのバスの中には、今にも壊れてしまいそうなものもあります。 

スーツケースをお持ちの場合は、上部にストラップで固定し、防水シートで覆うことが

多いでしょう。 

 

 
 
ただし、観光バスは少し高価で、高品質のバスです。  ローカルバスとは異なり、誰で

も乗車できる停留所はなく、通常はエアコンが付いています。  ただし、サイズや快適

さには幅広いバリエーションがあり、それがデラックス、スーパー デラックス、VIP 

デラックス (ソファ バス) などのチケット カテゴリに反映されています。 

チケットを予約する際は、多くの陸路、特にカトマンズとポカラの間の道路はひどいも

ので、穴がたくさんあることに注意してください。  したがって、チケットのカテゴリ

ーを予約する際は、快適さのレベルを考慮して賢明に選択してください。 

長距離ドライブの場合、例:ポカラまでの観光バスは、高級な食事処やトイレに停車し

ます。 

 
ホテルにバスの予約を依頼することもできますが、その手数料はヴィアトールや 12Go

アジアなどの予約サイトや地元の旅行代理店よりも高くなる可能性があることに注意し

てください。 

 

混雑した時間帯に来ない限り、バスが出発するバス停のいずれかに来て、バスのチケッ

トを購入することができます。  ただし、ネパールの陸路バスは早朝の午前 7 

時に一斉に出発することが多く、運転手は英語を話せない場合があることに注意してく

ださい。  そして、すべてのバスが予約でいっぱいになる可能性が常にあります。 
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https://www.viator.com/tours/Kathmandu/Kathmandu-to-Pokhara-Tourist-Bus-Ticket/d5109-152138P2?pid=P00094816&mcid=42383&medium=link&campaign=Nepal
https://12go.asia/en
https://12go.asia/en


ホテルまたは旅行代理店に適切なバス停を問い合わせるのが最善です。  陸上バスは、

ソーハクヒュッテ (地図) の近くのツーリスト バス パークと、ビル病院 (地図) から出発

することが多いです。 

チケットを持っていてバスの出発地がわかっている場合でも、目的地行きのバスは複数

ある可能性が高いため、すぐにバスが見つかるとは期待しないでください。  

バスの運転手か地元の人に助けを求めてください。 

ネパールには評判の良い陸上バス会社がいくつかありますが、残念ながらこの記事の執

筆時点ではどの会社もウェブサイトを持っておらず、オンラインで自分で座席を予約し

たり支払いをしたりするオプションはありません。 
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https://www.google.com/maps/place/Tourist+Bus+Stop/@27.7186096,85.3075214,194m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb19022390cd3b:0x628cd4e65f9d0fba!8m2!3d27.7186097!4d85.3083489!16s%2Fg%2F11c1s0g237?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDIxOS4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Bir+Hospital+Bus+Stop/@27.7057169,85.3127487,777m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb190005f7b631:0xf936d4438c755460!8m2!3d27.7057169!4d85.3142276!16s%2Fg%2F1tlbmkjt?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDIxOS4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


3.4.5 ネパールで運転手付きのレンタカーを借りる 

最も有名なドライバー レンタル サービスは、Smile Car (Webサイト) と Spark Car 

(Webサイト) です。 

通常、スパーク カーはスマイル カーよりも少し高価です。  スマイル カーは、セダン

または車高の高い SUV (ネパールでは通常ジープと呼ばれます) による都市間の移動を

提供しますが、スパーク カーは通常、ジープでの移動のみを提供します。 

スマイルカーは通常 3名以上の場合はジープを使用します。  カトマンズとポカラの間

の穴だらけの道路を旅行する場合は、たとえグループが 1 人か 2 人だけであっても、

ジープをレンタルすることをお勧めします。  乗り心地はまだ荒いですが、セダンに比

べてはるかにスムーズな乗り心地が得られます。 

 

 
 

両社の料金には、往復の運転費 (片道のみを予約した場合でも) 

が含まれており、場合によっては 1 

回以上のホテル滞在と運転手の食事も含まれることにご注意ください。  

往復旅行（例：カトマンズからポカラへの往復）を予約する場合、両方の代理店は、目

的地の都市（この場合はポカラ）の観光に運転手を使用するかどうかを尋ねます。  

これは非常に便利ですが、目的地の都市でパタオやインドライブの乗り物を個別に予約

するよりもかなり高価になります。 

ジープで陸路を丸一日ドライブする場合、1 日あたり約 200 米ドル 

(ネパール通貨ルピーで事前に現金でお支払いください) 

と計算し、目的地の都市で短時間ドライブする場合はそれ以下と計算してください。 
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https://nepalvehiclerental.com/
https://sparkcar.org/


3.5 ネパールのお金、クレジット カード、ATM 機 

ネパールで使用される通貨はネパール ルピー (Rs) です。  現在の為替レートここを確

認できます。 

ネパールでは現金が王様です。  ホテルや高級レストランではクレジット カード 

(Mastercard および VISA) が利用できる場合が多いですが、これらの施設では請求額に 

3 ～ 5% のクレジット カード手数料が追加される場合があります。 

カトマンズにはATMがたくさんあります。  カトマンズ空港の入国審査前に 1 台目の 

ATM 機があり、手荷物受取所エリアにさらに 2 台の ATM 機があります。 

 

タメル地区はカトマンズで最も観光客が多い地区なので、ATM 

機がたくさんあります。  

パタンやバクタプル、さらにはバンディプールやポカラなどの他の観光地にも、数は少

ないものの、それでもかなりの数が見つかります。  

ATMを探す必要がある場合は、Googleマップを確認するか、誰かに尋ねてください。 

私たちの ATM カードは VISA と互換性があり、ネパールの ATM 

で問題が発生したことはありません。 

 
 

3.6 それはネパール人ですか、それともネパール人ですか? 

ネパール料理、ネパール通貨、ネパール人と言いたくなるかもしれませんが、ネパール

という言葉は存在しません。  正しい単語はネパール語です。ネパール料理、ネパール

通貨、ネパール人です。 

 
 

3.7 ネパールの水道水 

ネパールでは水道水は決して安全に飲めるわけではありません。細菌汚染が含まれてい

る可能性が高く、病気を引き起こす可能性があります。  地元の人でさえ、煮沸した水

か、ワンウェイのペットボトルか 5 ガロンの水差しのボトル入りの水しか飲みませ

ん。 

ホテルでは通常、1 部屋あたり 1 日あたり 2 本のウォーターボトルを提供します。 

そうは言っても、ナイフが汚染されている可能性があるため、また、外国人観光客を定

期的に受け入れる会場にいる場合を除き、カットフルーツは食べるべきではありません

（大規模な工場でカットされた場合を除く）。 

殻付きの果物を食べる前に、必ずボトル入りの水と石鹸で徹底的に（!!!）洗い、表面に

付いている細菌をすべて取り除いてください。 

細菌に汚染されている可能性があるため、歯磨きにはボトル入りの水のみを使用してく

ださい。  歯磨きの際に誤って歯ぐきを傷つけてしまうと、水道水に含まれる細菌が血

流に入り、敗血症を引き起こす可能性があるので注意してください。 
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https://www.xe.com/currencyconverter/convert/?Amount=1&From=USD&To=NPR








4. ネパール訪問の旅程 
次の旅程は、カトマンズ、ポカラ、バンディプール、ゴルカ・ダルバールを含む 9 日間

のネパール観光旅行です。 

この旅程には観光旅行のため、トレッキングは含まれません。 

 
この旅程をそのまま使用することも、興味や旅行のスタイルに合わせて変更することも

できます。 

 

カトマンズとポカラの間を飛行し、バンディプールとゴルカ・ダルバールを省くことで

旅程を短縮できます。 

チトワン国立公園とルンビニを追加することで拡張できます。どちらもこのネパール 

パープル トラベル ガイドには含まれていません。 

ルンビニ (詳細情報) はゴータマ シッダールタ (仏陀) の発祥の地であり、世界中の国々

から集まった多くの仏教寺院や僧院の本拠地でもあります。 

チトワン国立公園 (詳細情報) は、絶滅危惧種のオツノサイや、運が良ければガイド付

きジャングル サファリで見ることができるベンガルトラなど、多様な野生動物で有名

です。 

 
ティハール島を訪れる場合は、タメル地区のセルフガイドツアーをティハール祭の 3 

日目 (牛の日 (ガイ ティハール) またはラクシュミー プジャと呼ばれる) に合わせて行う

ことを提案します。  その日は、子供たちが家から家を回り、少額のお金をもらって歌

います。これはネパールのハロウィーンに似ていますが、怖い衣装やお菓子はありませ

ん。 
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https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g424940-d320283-Reviews-Maya_Devi_Temple-Lumbini_Lumbini_Zone_Western_Region.html
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g1367591-d8409217-Reviews-Chitwan_National_Park-Sauraha_Chitwan_District_Narayani_Zone_Central_Region.html


 

日 昼間 夜 

1 カトマンズに到着;夕日のスワヤンブナート カトマンズ 

2 タメル地区(ガ・ヒティ・ストーン・スパウト、ビクラムシラ マ

ハビハ寺院、バグワティ バハル寺院、チュワサル・アジマ・スタ

ン、トリデヴィ寺院、チベット書店、ダルマ ダートゥ ストゥー

パ、シュリー・ガー・チャイティヤ、イカ ナラヤン寺院、ナルデ

ヴィ寺院、イェタカ・バハ、カトマンズのダルバール広場、アカ

シュ バイラブ寺院、セト・マチンドラ・ナート寺院、アサンダ

ブ、アサンバザール、アンナプルナ寺院、バル ゴパレシュワル) 

ディナー場所:デチェリン・ガーデン・レストランでのディナー 

カトマンズ 

3 ボダナート・ストゥーパエリア(南入口ゲート、ボダナート・ス

トゥーパ、ジャムチェン ラカン僧院、グル ラカン僧院) 

パタンエリア(ヤラ・ドゥワカ、ピンバハル プク、ジジビシャ カ

フェ アンド レストロ、ロカキルティ マハヴィハール、仏像、ナ

グバハル、ヒランヤ ヴァルナ マハヴィハール、クンベシュウォ

ル・ヒティとコンティ・プク・ヒティ、アショク仏塔、パタンの

ダルバール広場、ビショカルマ寺院、マハーブッダ寺院、オク・

バハル・ルドラ・ヴァルナ・マハヴィハル) 

ディナー場所:ボージャン・グリハ 

カトマンズ 

4 バクタプルエリア(ウマ マヘシュワール寺院とアナンタリンゲシ

ュワール寺院、バクタプルのダルバール広場、タウマディ広場、

ニャタポラ寺院、バイラブナス寺院、インスタイルカフェ、陶器

広場、裏通り) 

カトマンズ 

5 ナラヤンヒティ宮殿博物館;夢の庭園;チャンドラ ギリ ヒルズ;見

逃したアトラクションはありますか 

カトマンズ 

6 ポカラへの専用車送迎- で停止します:ゴルカ博物館;ゴルカ・ダル

バール 

ポカラ 

7 ペワ湖でボートをレンタルする;世界平和塔;シヴァ像のあるプム

ディコット宗教地域;タシリンのチベット人居住区; ZXQリンク

4ZXQ;デビズ フォールズ; ZXQリンク 6ZXQ; ZXQリンク 7ZXQ;

サランコット ビュー タワー;夕方ポカラ ディズニーランドグプテ

ショール マフデブ洞窟田んぼオールド ポカラ バザール 

ポカラ 

8 カトマンズへの専用車送迎-バンディプール(歩行者専用道路、パ

ドマ図書館、カドガ・デヴィ寺院、パンチャ・ブリチャ、トゥン

ディケル) 

カトマンズ 

9 カトマンズ出発  
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4.1 カトマンズの宿泊施設 

カトマンズには、地元で運営されている素朴な小さなホテルから、世界的な豪華ホテル

チェーンまで、ホテルに事欠きません。 

ほとんどの観光客、特に初めてネパールを訪れる人にとっては、タメルに滞在するのが

理にかなっています。  その理由は、タメル地区がカトマンズで最も観光客が多く、地

元の人も外国人に慣れているため、タメル地区では英語を話せる人、ATM、さまざま

な料理を提供するレストランを見つけるのが最も簡単だからです。  それに加えて、旅

程の丸 1日をタメルで過ごすことになります。 

ティハールの時期にタメルを訪れるなら、子供たちが家から家を訪問し、歌い、数ルピ

ーを集めるのを見るのに最適な場所でもあります。 

 
旅行中に利用できるカトマンズのホテルは次のとおりです。 

 
 
私たちは通常、地元のホテルに滞在することを好みます。タメルの素晴らしいホテルが

気に入りました。タメルのガイドなしウォーキング ツアーとデチェリング ガーデン レ

ストランのトリデヴィ寺院に非常に近い静かな脇道に位置しており、カトマンズで最初

のディナーを食べることをお勧めします。 

より高級な西洋スタイルのホテルをお好みの場合は、フェアフィールド マリオット (地

図、レビュー、エクスペディア、ブッキングドットコム) がすぐ隣にあります。 
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https://www.google.com/maps/place/Fairfield+by+Marriott+Kathmandu/@27.7154597,85.3117564,17z/data=!4m9!3m8!1s0x39eb18fd0392c67b:0x230ee6665b48c6d5!5m2!4m1!1i2!8m2!3d27.7154597!4d85.3143313!16s%2Fg%2F11c2mkps4g?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDUwNS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Fairfield+by+Marriott+Kathmandu/@27.7154597,85.3117564,17z/data=!4m9!3m8!1s0x39eb18fd0392c67b:0x230ee6665b48c6d5!5m2!4m1!1i2!8m2!3d27.7154597!4d85.3143313!16s%2Fg%2F11c2mkps4g?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDUwNS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Hotel_Review-g293890-d12182022-Reviews-Fairfield_by_Marriott_Kathmandu-Kathmandu_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Regio.html
https://expedia.stay22.com/bas/oNM3nMAtxd
https://booking.stay22.com/bas/Mq9zCCRvlq
https://www.stay22.com/embed/681ab6dc08ff82f8ddc29bdc


4.1.1 カトマンズのタメルにある素晴らしいホテル 

(地図、レビュー、エクスペディア、ブッキングドットコム) 

タメルのマグニフィセント ホテルは、大きな部屋を備えた手頃な価格の質の高いネパ

ール スタイルのホテルですが、家具は少ないです。  非常に良いデチェリング ガーデ

ン レストラン近くの静かな脇道に位置しており、ショップ、レストラン、ガイドなし

のタメル ウォーキング ツアー、夢の庭園やナラヤンヒティ宮殿博物館などの人気の観

光スポットに簡単にアクセスできる場所にあります。 

 
ホテルのマネージャーは日中常駐しており、とても上手な英語を話し、とても親切で、

話しやすい人です。  彼は喜んで交通手段の手配を手伝ってくれ、私たちのためにボー

ジャン・グリハで予約をしてくれて、ホテルのティハールの装飾について説明してくれ

ました。 

ホテル、部屋、バスルームは清潔で手入れが行き届いており、家具の状態も良好です。  

ホテルには無料の Wi-Fi、エアコン、無料の朝食が備わっています。  ビュッフェ式朝

食の品数は限られていますが、接客スタッフがオムレツや卵などのさまざまなスタイル

の料理を喜んで調理してくれます。 

ホテルにはエレベーターがありません。 

タメルのマグニフィセント ホテルは優れた価値を提供していることがわかり、スタッ

フ、特にホテルマネージャーのフレンドリーさを高く評価しました。 
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https://www.google.com/maps/place/Magnificent+Hotel/@27.7151055,85.3119597,17z/data=!3m1!4b1!4m9!3m8!1s0x39eb19954267f3f5:0x5a5703251c210223!5m2!4m1!1i2!8m2!3d27.7151055!4d85.3145346!16s%2Fg%2F11my2l3c51?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDUwNS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Hotel_Review-g293890-d1149644-Reviews-Magnificent_Hotel-Kathmandu_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html
https://expedia.stay22.com/bas/B9jl3xMD3j
https://booking.stay22.com/bas/Ke4Ktb_ijU
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4.2.1 ポカラのホテル ABC ブティック ホテル 

(地図、レビュー、本) 

ネパールのポカラにあるホテル ABC ブティック ホテルは、現在のオーナーが父親から

引き継いだ家族経営のホテルです。  オーナーは入り口のすぐ近くにオフィスがあり、

24時間 365日働いているようです。 

オーナーはとても素敵な人で、上手な英語を話し、交通手段の手配、観光活動、旅行全

般のアドバイスなど、いつでも喜んでお手伝いしてくれます。 

ホテルには手入れの行き届いた清潔な広い部屋があり、ペワ湖ボート乗り場 (徒歩 2 

分) の近くに位置し、多くのレストランやレイクサイド マーケット エリアにも近い便

利な場所にあります。 

ホテルのロビーに行くには、リラックスできる椅子のある美しく手入れされた小さな庭

園エリアを歩きます。 

ホテルには無料の Wi-Fi、エアコン、無料の朝食が備わっています。  ビュッフェ式朝

食の品数は限られていますが、ウェイターが喜んで料理を作ってくれます。 

ポカラのホテル ABC ブティック ホテルは非常にお得であることがわかり、スタッフ、

特にホテルマネージャーのフレンドリーさを高く評価しました。 
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https://www.google.com/maps/place/Hotel+ABC,+Boutique+hotel+in+Pokhara/@28.2092313,83.9548594,17z/data=!3m1!4b1!4m9!3m8!1s0x3995951e93daa781:0x6107f181fbfd94f8!5m2!4m1!1i2!8m2!3d28.2092313!4d83.9574343!16s%2Fg%2F1tdz7ttf?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDUwNS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Hotel_Review-g293891-d1418940-Reviews-Hotel_Abc-Pokhara_Gandaki_Zone_Western_Region.html
https://booking.stay22.com/bas/OzmJJ2kEU-




5. ネパールのセルフガイドツアー 

5.1 1 日目: カトマンズに到着し、夕食を楽しみ、夕日を見にスワヤンブナ

ートを訪れます。 
ネパールではほとんどすべてのことが他の多くの国よりも時間がかかるようです。 

カトマンズ初日に観光やショッピングの予定がある場合は、午後 1 時までに到着する

ようにしてください。そうすれば、夕食を食べたり、観光をしたりする時間ができま

す。 

 
 

5.1.1 カトマンズ国際空港到着ガイド 

(トリブバン国際空港、KTM) 

(地図、Webサイト) 

暗くなる前に観光をしたい場合は、午後 1 時までにカトマンズ空港に到着するように

計画してください。  空港を通過するのに約 90 分かかる可能性が高く、カトマンズの

混雑した交通機関を通ってホテルまで車で行くと、軽く 30 分から 1 時間かかる場合が

あります。 

 
飛行機を降りたら、パスポートコントロールと手荷物受取所への標識に従ってくださ

い。 

パスポートコントロールを通過する前に、到着ビザの資格のある外国人訪問者であると

仮定して、ビザの支払いを行う必要があります。 

到着日の 15 日前（またはそれ以内）にオンラインで取得した渡航認証をプリントアウ

トしたものを、パスポート コントロールと同じホールにあるビザ手数料徴収カウンタ

ーに持っていきます。 

 
 
ビザ料金は、米ドル、ユーロ、または渡航認証 Web サイトに記載されているその他の

一部の通貨で支払う必要があります。 

許可されている通貨をお持ちでない場合は、次の 2 つのオプションがあります。 

1. ビザ手数料徴収センターの近くに現金を引き出せる ATMがあります 
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https://www.google.com/maps/place/Tribhuvan+International+Airport/@27.6991915,85.3540995,777m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb1a266b342bc5:0x73bbfa829a89af1b!8m2!3d27.6991915!4d85.3566744!16zL20vMDdrZDU1?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDIxOS4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://tiairport.com.np/
https://nepaliport.immigration.gov.np/on-arrival/IO01






5.1.2 スワヤンブナートの夕日 

(地図、レビュー) 

スワヤンブナートに行く最善の方法は、パタオまたはインドライブを利用することで

す。  スワヤンブナートから街に戻るまでに時間がかかる場合があることに注意してく

ださい。  しかし、通常は出口でタクシーが待機しているか、inDrive でここまで来るの

に支払った金額より 50% または 100% 高い金額を提示して乗せてもらうこともできま

す。  現金で支払う必要があることに注意してください。 
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https://www.google.com/maps/place/SwayambhuNath+Temple/@27.7150499,85.2879246,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb190032969f65:0x7c23ea4c6dc3c129!8m2!3d27.7150499!4d85.2904995!16s%2Fg%2F11ldkztwbk?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDgyNy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g293890-d2018892-Reviews-Swayambhunath_Temple-Kathmandu_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html






この記事の執筆時点では、入場料は 1 人あたり 200 ルピーで、複合施設に続く階段の

入り口にある小さなブースで現金 (クレジット カードやデビット カードは不可) で支払

います。 

重要な宗教施設であることに加えて、ここに生息する多くの猿を見るために観光客がこ

こを訪れることを好みます。 

サルはかわいく見えますが、餌を与えたり、触れ合ったりすることは避けてください。  

彼らは野生動物であり、食べ物を盗むことで知られており、近づきすぎたり、食べ物を

放棄することに抵抗したりすると、重度の咬傷を引き起こす可能性があります。  した

がって、食べ物を持っている場合は、それを隠し、複合施設内では決して食べないでく

ださい。 

 
階段を上がると宗教施設の下部に到達します。ここでおそらく最初の猿と仏塔が目に入

るでしょう。  これは主要な複合施設や主要な仏塔ではないことに注意してください。 

仏塔にある目と眉は仏陀のもので、鼻はネパールのナンバープレートに見られるものと

同じように、ネパール文字で実際には 1番です。 

 
ここで数分間過ごした後、階段に戻ってメインの複合施設まで歩いていきます。  頂上

に到達すると、365 段の階段を登ったことになります。  頂上には大きな仏塔や様々な

寺院があり、カトマンズ渓谷の美しい景色を眺めることができます。 

 
ネパールのすべての仏塔と同様に、主要な金メッキの仏塔の目と眉は異なりますが、鼻

が異なります。  16世紀以来、仏塔には目と眉が描かれてきましたが、なぜこれが描か

れたのかは不明です。  これは仏陀の目ではなく、天の四方八方を監視する守護者を表

しているのではないかという憶測もありますが、人々はそれらを仏陀の目と呼ぶことを

好みます。 
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5.2 2 日目: タメルとカトマンズのダルバール広場のガイドなしウォーキン

グ ツアー 
今日はカトマンズでの最初の丸一日です。街の探索を始めましょう。 

 
カトマンズの中心部に位置するタメルは、ネパール観光の代名詞となっている活気に満

ちた地区です。  狭い通り、カラフルなショップ、賑やかなカフェ、何世紀もの歴史を

持つ寺院が活気に満ちたタメルには、古き良き魅力と現代的な利便性が独特に融合して

います。 

 
カトマンズ訪問をティハール祭に合わせて行う場合は、必ずティハール祭の 3 日目 (牛

の日 (ガイ ティハール) またはラクシュミ プージャと呼ばれる) にタメルのセルフ ツア

ーに参加してください。  その日は、子供たちが家から家を回り、少額のお金をもらっ

て歌います。これはネパールのハロウィーンに似ていますが、怖い衣装やお菓子はあり

ません。 

 

タメル地区はカトマンズで最も観光客が多い地区なので、ATM 

機やレストランがたくさんあります。 

 
タメルという名前は、歴史的にカトマンズ渓谷の先住民族によって話されていたネワー

ル語に由来すると考えられています。  正確な語源については議論が続いていますが、

一般的には、この地域が今日のようなにぎやかな観光の中心地になるずっと前から、こ

の地域が貿易商や旅行者の休憩場所として利用されていたことに関連していると考えら

れています。 

 
タメルで期待できること 

タメルは、バックパッカーや登山家が初めてネパールに集まり始めた 1970 年代以来、

カトマンズの観光の中心地としての役割を果たしてきました。  現在でも、冒険、文

化、利便性を求める海外からの旅行者が訪れる場所です。タメルの特別な点は次のとお

りです。 

• ショッピング: タメルの通りには、手作りのパシュミナや祈祷旗から、トレッキン

グ用品やチベットの骨董品に至るまで、あらゆるものを販売する店が並んでいま

す。 

• 料理: 伝統的なネパール料理レストランから各国料理のカフェまで、さまざまな飲

食店が立ち並ぶタメルは、グルメ愛好家にとっての天国です。 

• ナイトライフと音楽: この界隈は夜になると活気に満ち、ライブ音楽、屋上バー、

文化的パフォーマンスが楽しめます。 

• 旅行サービス: タメルはツアー オペレーター、トレッキング ガイド、旅行代理店、

外貨両替サービスを見つけるのに最適な場所であり、ヒマラヤの冒険を計画するの

に最適です。 
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5.2.1 タメル地区のガイドなしウォーキング ツアー 

私たちが今日歩いている道路の多くには歩道がないか、非常に狭くて平らでない歩道し

かありません。  ですから、他の人たちと同じように、道路をオートバイや車と共有

し、歩くときは注意してください。 

 
次の地図は、今日行くルートを示しています。カトマンズのダルバール広場のセルフガ

イド ウォーキング ツアー用の別の地図があります。 

 
1 = ZXQリンク 0ZXQガ・ヒティ・ストーン・スパウト 

2 = ZXQリンク 0ZXQビクラムシラ マハビハ寺院 

3 = ZXQリンク 0ZXQバグワティ バハル寺院 

4 = ZXQリンク 0ZXQチュワサル・アジマ・スタン 

5 = ZXQリンク 0ZXQトリデヴィ寺院 

6 = チベット書店 

7 = ダルマ ダートゥ ストゥーパ HYPERLINK  \l "i5217" 

8 = ZXQリンク 0ZXQシュリー・ガー・チャイティヤ 

9 = ZXQリンク 0ZXQイカ ナラヤン寺院 

10 = ZXQリンク 0ZXQナルデヴィ寺院 
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https://www.google.com/maps/dir/Ga+Hiti+Stone+Spouts/Bikramshila+Mahavihar+%E0%A4%AD%E0%A4%97%E0%A4%B5%E0%A4%BE%E0%A4%A8+%E0%A4%AC%E0%A4%B9%E0%A4%BE%E0%A4%B2,+Amrit+Marg,+Kathmandu,+Nepal/Bhagwati+Bahal+Temple+(+%E0%A4%AD%E0%A4%97%E0%A4%B5%E0%A4%A4%E0%A5%80+%E0%A4%AC%E0%A4%BE%E0%A4%B9%E0%A4%B2+%E0%A4%AE%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A6%E0%A4%BF%E0%A4%B0+)/Chhwasal+Ajima+Sthan+(%E0%A4%9B%E0%A5%8D%E0%A4%B5%E0%A4%BE%E0%A4%B8%E0%A4%B2+%E0%A4%85%E0%A4%9C%E0%A4%BF%E0%A4%AE%E0%A4%BE+%E0%A4%B8%E0%A5%8D%E0%A4%A5%E0%A4%BE%E0%A4%A8)/Tridevi+Temple/Dharmadhaatu+Stupa,+Kathmandu,+Nepal/Shree+Gha/Ikha+Narayan+Temple/Naradevi+Temple/Yetakha+Baha:/@27.7120133,85.3052431,16z/data=!4m62!4m61!1m5!1m1!1s0x39eb18e2b0fe5cd9:0xad217dff9c18601c!2m2!1d85.312751!2d27.717521!1m5!1m1!1s0x39eb18fd4389a07f:0xbf03b09acd820af!2m2!1d85.3126658!2d27.7155151!1m5!1m1!1s0x39eb19a44ac39fe3:0x61e97c4d6fe1a4db!2m2!1d85.3116022!2d27.7159886!1m5!1m1!1s0x39eb18fd04a824ef:0x75d6ed06a82a3589!2m2!1d85.3113502!2d27.714546!1m5!1m1!1s0x39eb19027e707e7d:0xc7ee7d047309b499!2m2!1d85.3139149!2d27.7138523!1m5!1m1!1s0x39eb18fe865458d5:0x23e2964e21d8efe3!2m2!1d85.3107446!2d27.7103627!1m5!1m1!1s0x39eb18fe91565215:0xec464dd3c7c648af!2m2!1d85.3097934!2d27.7096049!1m5!1m1!1s0x39eb18fee245950f:0x23e049561b943886!2m2!1d85.3101902!2d27.7080765!1m5!1m1!1s0x39eb18f8dfadd157:0xaef36f2d08e90c5e!2m2!1d85.3072551!2d27.7077213!1m5!1m1!1s0x39eb18f8ed884803:0xb38c43896e82dcbc!2m2!1d85.3065935!2d27.7066935!3e2?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwMi4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
10 = ZXQリンク 0ZXQナルデヴィ寺院 

11 = ZXQリンク 0ZXQイェタカ・バハ 

12 = ZXQリンク 0ZXQカトマンズのダルバール広場 

13 = ZXQリンク 0ZXQアカシュ バイラブ寺院 

14 = ZXQリンク 0ZXQセト・マチンドラ・ナート寺院 

15 = ZXQリンク 0ZXQアサンダブ 

16 = ZXQリンク 0ZXQアサンバザール 

17 = ZXQリンク 0ZXQアンナプルナ寺院 

18 = ZXQリンク 0ZXQバル ゴパレシュワル 
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https://www.google.com/maps/dir/Yetakha+Baha:,+Gangalal+Marg,+Kathmandu+44600,+Nepal/Durbar+Square,+Kathmandu,+Nepal/Akash+Bhairab+Temple,+Kathmandu,+Nepal/Seto+Machhindra+Nath+Temple,+P846%2BM3H,+Siddhidas+Marg,+Kathmandu+44600,+Nepal/Asan+Dabu,+Siddhidas+Marg,+Kathmandu,+Nepal/Ason+Bazaar+Dot+Com+Pvt.+Ltd.,+Tole,+Kathmandu,+Nepal/Annapurna+Temple,+P846%2BWW7,+Kathmandu+44600,+Nepal/Bal+Gopaleshwar+(Yamaleshwar)+Mahadev,+Kanti+Path,+Kathmandu,+Nepal/@27.7059771,85.3113332,17z/data=!4m50!4m49!1m5!1m1!1s0x39eb18f8ed884803:0xb38c43896e82dcbc!2m2!1d85.3065935!2d27.7066935!1m5!1m1!1s0x39eb1857d1f77871:0xc5b0391005a641fd!2m2!1d85.307463!2d27.7042737!1m5!1m1!1s0x39eb18ff438d15b9:0x78a3cebd5ad11060!2m2!1d85.3094803!2d27.7060234!1m5!1m1!1s0x39eb18ff12be0b27:0xb83d92dd78421bb0!2m2!1d85.3102246!2d27.7066835!1m5!1m1!1s0x39eb19a444b01d0d:0x2dd27c16813fe3dd!2m2!1d85.3121621!2d27.7074554!1m5!1m1!1s0x39eb18fe5aa29b25:0x45f70600065a0a94!2m2!1d85.3119426!2d27.707726!1m5!1m1!1s0x39eb19edd9f6f609:0xe6ad768f3ff59192!2m2!1d85.3122569!2d27.7072509!1m5!1m1!1s0x39eb19004e9c59b7:0x1fe880808e15ca73!2m2!1d85.3153751!2d27.7077916!3e2?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwMi4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




ー教徒は、バギラートという名前の王がガンジス川を天から地上に降ろしたと信じてい

ます。  そのため、注ぎ口から水が出る場所の真下にバギラートの像が彫られている

か、置かれているのをよく見かけます。 

メイン注ぎ口の上部にはヴィシュヌ神の偶像があり、その左側にはウマ マヘシュウォ

ル (神聖なカップルであるシヴァ (マヘシュワラ) とパールヴァティ (ウマ) が一緒に座

っている様子を示す、ヒンズー教の美術や彫刻で人気のテーマ) の偶像があり、右側に

はロケシュウォル (仏教の重要人物。すべての生きとし生けるものに対する慈悲の積極

的な具現化を表す。「ロケシュウォル」とはサンスクリット語で次のように訳されます) 

の偶像があります。 「世界の主」）。 

 
今日のガ・ヒティ 

19 世紀に近代的な水道システムがカトマンズ渓谷に導入されて以降、多くの伝統的な

石造りの吐水口は都市化と地下水面の変化により荒廃し、干上がったり、破壊されたり

しました。  2019年には、元の 573個の石の注ぎ口のうち 94個が破壊または紛失し、

まだ水が出ているのは 224個だけであると報告されています。  1 日あたりの水の生産

量は約 240 万リットル (0.64 mio gal) でした。 

興味深いことに、そのうち 43 社は、元の天然水源ではなく市の水道から水を供給して

いました。 

ガ ヒティは、現在でも年間を通じて機能する 224 の施設のうちの 1 つです。  地元コ

ミュニティと文化遺産保護団体の努力により、この遺跡や他の遺跡の保存と水の流れの

維持が助けられてきました。 

現在もガ ヒティは近隣の住民にサービスを提供し続けています。観光名所として設計

されたものではないため、敬意を持ってご利用ください。 

 
訪問のヒント 

• 入場は無料です。 

• 訪問に最適な時間帯: この場所は一日中アクセスできますが、地元の人々が体を洗

ったり、歯を磨いたり、洗濯をしたりするために注ぎ口を使用しているのを見るに

は午前中が最適です。 

• エチケット: ここは現在も機能水源であるため、地元住民が使用することに注意し

てください。 
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5.2.1.3 バグワティ バハル寺院 

(地図、レビュー) 

バグワティ バハル寺院は、「サンカテシュウォル バガワティ」または「バグワティ」

としても知られています。 

マンディール』。 

「サンカテシュウォル・バガワティ」という名前には、精神的な象徴性が染み込んでい

ます。 「サンカット」はサンスクリット語で「危険」または「危機」を意味し、「イシ

ュウォル」は「主」または「神聖な存在」を意味します。組み合わせると、「サンカテ

シュウォル」は「困難の時の神の守護者」として理解できます。 

「バガワティ」は女神ドゥルガーの強力な姿であり、女性の強さと保護の化身として崇

拝されています。 

この名前は、障害を取り除き、信者を危険から守る女神を意味します。 

 

    

歴史的および文化的意義 

サンカテシュウォル・バガワティ寺院は真鍮屋根の平屋建ての小さな寺院で、その起源

は中世のマーラ時代にまで遡ると考えられていますが、残念ながらその建設に関する詳

細は不明です。  寺院の建築には、複雑な彫刻が施された木工品、金属の装飾、女神バ

グワティの像を安置する中央神殿など、伝統的なネワール族の職人技が反映されていま

す。 

何世紀にもわたって、地元の信者は病気、自然災害、個人的な苦難の際にサンカテシュ

ウォル・バガワティに保護を求めてきました。  彼女は、ネパール最大のヒンズー教の

祭りであるダサインの期間中に特に崇拝され、この寺院は彼女を讃えて特別な法会、供

物、動物の犠牲が捧げられる活動の中心地となります。 

 
今日の神殿 

現在、バグワティ バハル寺院は、地元の人々が祈りをささげたり、香を焚いたり、宗

教的な祭りに参加したりするために訪れる活発なスピリチュアルな場所です。 
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https://www.google.com/maps/place/Bhagwati+Bahal+Temple+(+%E0%A4%AD%E0%A4%97%E0%A4%B5%E0%A4%A4%E0%A5%80+%E0%A4%AC%E0%A4%BE%E0%A4%B9%E0%A4%B2+%E0%A4%AE%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A6%E0%A4%BF%E0%A4%B0+)/@27.7159886,85.3090273,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19a44ac39fe3:0x61e97c4d6fe1a4db!8m2!3d27.7159886!4d85.3116022!16s%2Fg%2F11j4dzfsp_?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDgyNy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Bhagwati+Bahal+Temple+(+%E0%A4%AD%E0%A4%97%E0%A4%B5%E0%A4%A4%E0%A5%80+%E0%A4%AC%E0%A4%BE%E0%A4%B9%E0%A4%B2+%E0%A4%AE%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A6%E0%A4%BF%E0%A4%B0+)/@27.7143419,85.3150559,16z/data=!4m8!3m7!1s0x39eb19a44ac39fe3:0x61e97c4d6fe1a4db!8m2!3d27.7159886!4d85.3116022!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11j4dzfsp_?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwMi4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
 
訪問のヒント 

• 入場は無料です。 

• エチケット：控えめな服装をお勧めします。訪問者は中庭を探索したり、儀式を観

察したり、敬意を持って写真を撮ったりすることができます。 
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5.2.1.4 チュワサル・アジマ・スタン 

(地図、レビュー) 

「チュワサル・アジマ・スタン」という名前は 3つの部分に分解できます。 「チュワ

サル」とは、寺院があるカトマンズの地区を指します。  「アジマ」とは、ネワール文

化で祖母のような女神を表すために使用される用語で、神聖な女性性の多くの地元の現

れの 1 つであり、多くの場合、激しい保護、知恵、守護と関連付けられています。  

「スタン」とはサンスクリット語で「場所」または「現場」を意味します。  合わせて

その名前は「チワサルのアジマの聖地」を意味します。 

アジマの女神は都市の重要な守護者であり、各地域には伝統的に独自のアジマ神社があ

り、カトマンズ渓谷全体に精神的な防衛ネットワークを形成しています。 
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https://www.google.com/maps/place/Chhwasal+Ajima+Sthan+(%E0%A4%9B%E0%A5%8D%E0%A4%B5%E0%A4%BE%E0%A4%B8%E0%A4%B2+%E0%A4%85%E0%A4%9C%E0%A4%BF%E0%A4%AE%E0%A4%BE+%E0%A4%B8%E0%A5%8D%E0%A4%A5%E0%A4%BE%E0%A4%A8)/@27.714546,85.3087753,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb18fd04a824ef:0x75d6ed06a82a3589!8m2!3d27.714546!4d85.3113502!16s%2Fg%2F11b6gp46zk?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDgyNy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Chhwasal+Ajima+Sthan+(%E0%A4%9B%E0%A5%8D%E0%A4%B5%E0%A4%BE%E0%A4%B8%E0%A4%B2+%E0%A4%85%E0%A4%9C%E0%A4%BF%E0%A4%AE%E0%A4%BE+%E0%A4%B8%E0%A5%8D%E0%A4%A5%E0%A4%BE%E0%A4%A8)/@27.7145263,85.311264,17z/data=!4m17!1m8!3m7!1s0x39eb18fd04a824ef:0x75d6ed06a82a3589!2zQ2hod2FzYWwgQWppbWEgU3RoYW4gKOCkm-CljeCkteCkvuCkuOCksiDgpIXgpJzgpL_gpK7gpL4g4KS44KWN4KSl4KS-4KSoKQ!8m2!3d27.714546!4d85.3113502!10e5!16s%2Fg%2F11b6gp46zk!3m7!1s0x39eb18fd04a824ef:0x75d6ed06a82a3589!8m2!3d27.714546!4d85.3113502!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11b6gp46zk?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDgyNy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D






    
 
歴史的および文化的意義 

トリデヴィ寺院は、この Backpack and Snorkel ネパール パープル トラベル ガイドに

記載されている旅程に従っている場合、おそらく昨夜訪れたであろうデチェリング ガ

ーデン レストランの近くにあるトリデヴィ サダク複合施設の一部です。 

この寺院は、おそらく 1800 年代初頭に、強力な戦士バダ カジ アマル シン タパの息

子、ランダワジ タパによって建てられたと考えられています。 

美しく彫刻された木製のドア、階段状の屋根、活気に満ちた宗教的な図像など、伝統的

なネパールの建築が反映されています。 

3 人の女神はそれぞれ寺院の境内に独自の神殿を持っており、知識、幸運、精神的な強

さの祝福を求める信者によって定期的に崇拝されています。  この寺院は、ヒンズー教

の祭り、特にサラスワティ プージャ、ラクシュミ プージャ、ティージの期間中、儀

式、供物、地元のお祝いで場所が活気に満ちるときに重要な役割を果たします。 

 
今日の神殿 

現在でも、トリデヴィ寺院はカトマンズの宗教生活の重要な部分であり、特に神の導き

を求めて訪れる学生、起業家、家族にとって重要な場所となっています。  繁華街の繁

華街にありながら、静かで落ち着いた雰囲気が漂うお寺です。 

 
訪問のヒント 

• 入場は無料です。 

• エチケット：控えめな服装をお勧めします。訪問者は祈りをささげたり、儀式を観

察したり、敬意を込めて写真を撮ったりすることができます。 
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5.2.1.7 ダルマ ダートゥ ストゥーパ 

(地図、レビュー) 

「ダルマ ダートゥ」という名前は、サンスクリット語と仏教哲学に由来しています。  

「ダルマ」は普遍的な真理または仏陀の教えを指し、「ダートゥ」は「要素」または

「領域」を意味します。  ダルマ ダートゥは、合わせて「真実の領域」または「究極の

現実の領域」を意味します。 

ストゥーパは悟りを象徴する伝統的な仏教建造物で、多くの場合神聖な遺物が納められ

たり、瞑想の場所として機能します。 

したがって、Dharma Dhaatu Stupa という名前は、精神的な洞察力と心の平和の象徴

として、「ダルマの領域を表す仏塔」として解釈できます。 

 

  
 

  
 
歴史的および文化的意義 

仏塔自体は伝統的なチベット様式で設計されており、輝く白いドーム、金色の尖塔、そ

して四方を見つめる仏陀の全能の目などが特徴です。  特別なのは、上部に通常の 13 

層の傘の層が 11 層しかないという事実です。 
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https://www.google.com/maps/place/Dharmadhaatu+Stupa/@27.7103627,85.3081697,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb18fe865458d5:0x23e2964e21d8efe3!8m2!3d27.7103627!4d85.3107446!16s%2Fg%2F1tgnvmwv?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDgyNy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g293890-d17763201-Reviews-Dharmadhaatu_Stupa-Kathmandu_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html
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歴史的および文化的意義 

その中心にあるのは、17 世紀、プラタップ マーラ王の治世中に建てられたカーテ スワ

ヤンブ シュリー ガー チャイティヤ仏塔です。  これはカトマンズで最も魅力的で歴史

的に豊かな仏教記念碑の 1 つです。  この仏塔は、オリジナルのスワヤンブナート仏塔

のレプリカと言われているため、「ミニ スワヤンブナート」とも呼ばれます。  特に丘

の上にある有名なスワヤンブナート仏塔に行くことができない人にとっては、宗教的、

文化的に計り知れない価値があります。 

 
カーテ・スワヤンブ・シュリー・ガー・チャイティヤという名前の意味は何ですか？ 

• 「カーテ」とはネパール語で「木造」または「小さい」を意味しますが、この文脈

ではその大きさではなく市内中心部の場所を指します。 

• 「スワヤンブ」とは、古代に自然発生的に出現したと信じられている独立した仏塔

を指します。 

• 「シュリー・ガー」とは、神聖な中庭または宗教的な場所を意味するネワール語で

す。 
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5.2.1.9 イカ・ナラヤン寺院 

(地図、レビュー) 

「イカ・ナラヤン」という名前は、ネワール語とヒンズー教の伝統に根ざしています。 

• 「イカ」とは、カトマンズの古代都市の配置内で寺院がある特定の地区またはトー

ルを指します。 

• 「ナラヤン」は、ヒンズー教の三位一体の維持者であり保護者であるヴィシュヌ神

の多くの名前の 1 つです。 

合わせて、イカ ナラヤンはイカ地区にあるヴィシュヌ寺院を指します。 
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https://www.google.com/maps/place/Ikha+Narayan+Temple/@27.7081698,85.3076416,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb18fee245950f:0x23e049561b943886!8m2!3d27.7081698!4d85.3102165!16s%2Fg%2F11b6hkmtbx?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDgyNy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Ikha+Narayan+Temple/@27.7081698,85.3076416,17z/data=!4m8!3m7!1s0x39eb18fee245950f:0x23e049561b943886!8m2!3d27.7081698!4d85.3102165!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11b6hkmtbx?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDgyNy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D








この寺院はクマリの伝統にとって特に重要です。カトマンズの生ける女神が特定の祭り

の時期にナルデヴィ寺院を訪れるため、寺院の精神的な重みと文化的関連性がさらに高

まります。 

 
地元の伝統に組み込まれている神話があり、ナルデヴィ寺院の創設と初期の伝統に関す

るいくつかの歴史的年代記で引用されています。 

伝説によると、隣国パタンの王が狩猟遠征で当時カンティプール（現在のカトマンズ）

だった荒野に足を踏み入れたところ、思いがけず道に迷ってしまったという。  現在キ

ラガルとして知られる地域の近くで、危険が襲いました。野生の象が容赦なく突進して

きたため、王は逃亡を余儀なくされました。  必死の逃亡の末、彼は現在のナルデヴィ

神殿の近くにたどり着き、そこで巨大な木に抱かれて避難しました。  疲労と恐怖が彼

らの犠牲となり、王は意識を失いました。 

目覚めると、物語は深い出会いを語ります。  女神スウェタカリ（翻訳：ホワイト・カ

ーリー、スウェタカリは生命と保護を与える強力な女神カーリーの白（穏やかで慈悲深

い）側面の現れである）自身が彼の前に現れ、彼女の存在は希望の光であると言われて

いる。  シンプルだが力強い命の授けである彼女の言葉は、「生きてもいいよ」と響い

た。  この神の介入に深く感動し、感謝した王は、パタンの王国に戻りました。  しか

し、その出会いの記憶はいつまでも残り続け、彼は自分が受けた命を救う恵みを記念せ

ざるを得ませんでした。  こうして、ナルデヴィ寺院は、彼が聖域を見つけたまさにそ

の場所に建てられました。 

興味深いことに、この神聖な場所の影響は、最初の設立を超えて広がりました。  その

後、強力なバクタプル王国の二人の王も、同じ慈悲深い女神の幻覚を体験したと言われ

ています。  これらの出会いは寺院の重要性を確固たるものにし、バクタプルの支配者

たちにその保存に積極的に貢献するよう促しました。彼らは、捧げ物としてのギーラン

プの儀式的な点灯や、寺院の敷地内で羊を犠牲にするという重要な行為など、今日まで

続く伝統を始めました。  この特別な儀式は、近くの町ティミのクマレ陶工によって独

自に行われ、女神を讃える方法として世代を超えて受け継がれてきた伝統です。 

この不朽の物語にさらなる層を加えているのは、「ビャチェン」と呼ばれる女神の元々

の住居をめぐる地元の信念です。  寺院の近くに位置するこれは、女神の装飾品や衣服

が注意深く保護されている神聖な保管庫であり、コミュニティを見守り続ける神の存在

との具体的なつながりであると考えられています。 

 
この寺院は、カトマンズ (当時はカンティプールとして知られていた) を設立したタク

リの統治者グナカマデヴァ (西暦 949 ～ 994 年) によって 9 世紀に設立されたと考えら

れています。 

 
儀式と祭りにおける役割 

ナルデヴィ寺院は、カトマンズ最大規模のストリート フェスティバルの 1 つであるイ

ンドラ ジャトラの開催期間の重要な場所です。インドラ ジャトラは 8 日間続き、通常 

9 月に開催されますが、太陰暦に基づいて開催されるため、正確な日付は異なります。  

この祭りは主にヒンドゥー教の雨の神であり天の王であるインドラ神に捧げられ、その
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目的は農業と豊作に不可欠なモンスーンの雨に感謝することです。  主なアトラクショ

ンの 1 つは、生きた女神クマリの戦車行列であるクマリ ジャトラです。  女神タレジュ

の化身と考えられているネワール族の少女クマリが、美しく装飾された戦車に乗ってカ

トマンズの古代の通りを通って連れて行かれます。彼女はガネーシュとバイラフの代表

者を乗せた戦車を伴っている。 

パレードはナルデヴィを含むさまざまな寺院に立ち寄り、敬意を表します。  この寺院

では、特に女神の加護や健康と繁栄の祝福を求める地元住民による定期的なプージャ 

(儀式) も開催されます。 

 
寺院を訪れると中に入ることはできませんが、正面玄関から覗いて、ドアの両側にある

色鮮やかに描かれた 2 人の神話上の人物と一緒に写真を撮ることができます。 

 
エチケット: 柵を尊重し、柵を越えて寺院内に手を伸ばさないでください。 
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5.2.1.11 イエタカ・バハ 

(地図) 

「イェタカ・バハ」という名前はネワール語に由来しており、「イェタ」は「上部」、

「カ」は水源または噴水を意味し、「バハ」は修道院の中庭を意味します。  この名前

は、おそらく、伝統的なネワール族の集落における精神的および実用的な理由の両方で

重要な特徴である、水の注ぎ口または池の近くの高い場所にあることを指していると考

えられます。 

他のバハと同様に、イエタカ バハは歴史的に、バジュラヤナ仏教の実践、瞑想、ヴァ

ジラチャリャとして知られるネワール族の僧侶が率いるコミュニティ儀式の中心地でし

た。 

時が経つにつれ、イエタカ バハは典型的な僧院のレイアウトを失い、現在は住宅に囲

まれた広い中庭の中央にある大きな仏塔 (有名なスワヤンブナート仏塔を彷彿とさせる) 

だけが残っています。 
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https://www.google.com/maps/place/Yetakha+Baha:,+Gangalal+Marg,+Kathmandu+44600,+Nepal/@27.7069976,85.3065776,18z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb18f8ed884803:0xb38c43896e82dcbc!8m2!3d27.7066935!4d85.3065935!16s%2Fg%2F11b8t9tls2?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDgyNy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


  
 
アーキテクチャとレイアウト 

イエタカ バハは中央の中庭を中心に構成されており、周囲には神殿、マニ車、複雑な

彫刻が施された仏塔が並んでいます。  本殿は最近の改修によるものですが、木製の

「虎穴」（独立した装飾的な門）はおそらく 12 世紀に遡り、扉の上に 7 体の仏像が描

かれているのは珍しいことです。 

建築は古典的なネワール仏教のデザインを反映しており、ヒンズー教と仏教のモチーフ

が調和して融合しています。  石造りのチャイティヤ (ミニチュア仏塔)、祈りの旗、伝

統的な窓が敷地を飾ります。 

ここに展示されている Newar のデザインが気に入りました。  それはこのバハだけで

なく、通りのどこに行っても見ることができます。ネワールのデザインの複雑な芸術性

とその普遍的な美しさは、街の構造そのものに刻まれています。それは、一目見ただけ

で魅了されることを意味します。 

 
文化的および宗教的使用 

今日でも、イェタカ バハは生きた修道院として機能しており、毎日の祈り、儀式、共

同集会が行われています。  ブッダ ジャヤンティなどの仏教の祭りでは重要な場所であ

り、ネワール族の仏教徒が命名儀式やシュラッダ（先祖祭祀）などの通過儀礼を行う場

所としても機能します。 

 
訪問のヒント 

• 入場は無料です。 

• 柵を尊重してください: 中庭には立ち入らないでください。 
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A =ガディ・バイハク 

B =トライロキヤ モハン ナラヤン寺院 

C = ZXQリンク 0ZXQマジュ・デガ寺

院 

D = ZXQリンク 0ZXQマジョ パールヴ

ァティ寺院 

E =タゴ・ガン・ベル 

F = ZXQリンク 0ZXQ石造りのヴィシ

ュヌ寺院 

G =サラスウォティ寺院 

H =チャシリム・デガ 

I =プラタップ マラ王柱 

J =ジャガンナート寺院 

K =インドラプール寺院 

L = ZXQリンク 0ZXQマハ ヴィシュヌ

寺院 

M =シヴァ寺院 

N =シュリー カール バイラブ寺院 

O =カーゲスワー・マハデヴ寺院 

P =タレジュ バワニ寺院 

Q =マカン・マハデヴ寺院 

R = ZXQリンク 0ZXQニル・バラヒ寺

院 

S =コティリンゲシュワル マハデヴ寺院 

T =シュリー ブヴァネシュウォル マハ

デヴ寺院 

U =クマリ・ガー 

V =ハヌマン ドーカ宮殿 
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現在でも、その建築上の独自性と歴史的役割の両方において重要な記念碑として残って

います。  インドラ ジャトラなどの祭りの期間中は、要人や来賓がバルコニーから祝賀

行事を見学する注目のスポットとなります。 
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5.2.1.12.B トライロキヤ モハン ナラヤン寺院 

(地図、レビュー) 

振り返ると、高い階段が続く壇の上に建てられた 2 つの寺院が見えます。  左側にある

寺院。その前の高さ 2 ～ 3 フィート (70 ～ 78 cm) の壇は、トライロキヤ モハン ナラ

ヤン寺院です。 

 

    
 
カトマンズのダルバール広場にあるトライロキヤ モハン ナラヤン寺院は、ヴィシュヌ

神を祀る 17 世紀のパゴダ形式の寺院です。緻密なネワール様式の建築と精神的な重要

性で知られるこの寺院は、ネパールの首都の中心部にある神聖な保存と文化遺産の象徴

として立っています。 

 
「トライロキヤ・モハン・ナラヤン」という名前には深い精神的な意味が込められてい

ます。  サンスクリット語で、Trailokya は「3 つの世界」(天、地、冥界) を指し、

Mohan は「魅惑的な人」または「魅力的な人」を意味します。  ナラヤンは、ヒンドゥ

ー教の守護神であるヴィシュヌ神の多くの名前の 1 つです。  したがって、フルネーム

は「三世界の魅惑者ヴィシュヌ」と訳せます。 

この名前は、存在のすべての領域にわたって宇宙のバランスと秩序を維持するというヴ

ィシュヌ神の神聖な役割を反映しています。 

 
歴史的意義と用途 

この寺院は元々、芸術と建築の後援で知られるカトマンズの最も著名なマーラ王の 1 

人であるプラタップ マーラ王によって 17 世紀に建てられました。  この寺院はヴィシ

ュヌ神を讃えるために建設され、時が経つにつれて、特にクリシュナ ジャンマシュタ

ミなどの宗教的な祭りの際に人気の礼拝場所になりました。 

2015 年の地震により建物は完全に破壊されましたが、現在見られるのは 2024 年に完

了した再建の結果です。 
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https://www.google.com/maps/place/Trailokya+Mohan+Narayan+Temple/@27.7039899,85.3061435,56m/data=!3m1!1e3!4m16!1m9!3m8!1s0x39eb18563af68c95:0xf0f663f1e7893a94!2sGaddi+Baithak!8m2!3d27.7039986!4d85.3067169!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1hm1s0178!3m5!1s0x39eb1857ccbad083:0x4fa03db988a89081!8m2!3d27.7039301!4d85.3062934!16s%2Fg%2F11bbwmpv9q?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Trailokya+Mohan+Narayan+Temple/@27.7039899,85.3061435,56m/data=!3m1!1e3!4m18!1m9!3m8!1s0x39eb18563af68c95:0xf0f663f1e7893a94!2sGaddi+Baithak!8m2!3d27.7039986!4d85.3067169!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1hm1s0178!3m7!1s0x39eb1857ccbad083:0x4fa03db988a89081!8m2!3d27.7039301!4d85.3062934!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11bbwmpv9q?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


寺院の内部にはヴィシュヌ神の石像が安置されており、支柱や窓に施された複雑な木彫

りは、当時のネワール族の職人の芸術的熟練を反映しています。 

 
この寺院は訪問者には公開されていませんが、通常、その階段はカトマンズのダルバー

ル広場の探索中に休憩しようとする人々でいっぱいです。 

 
正面の演台は、特にティハール祭やその他の宗教的な祭りの際に、パフォーマーによっ

てよく使用されます。  以前は別の神社に彼女が立っていたが、2015年の地震で倒壊

した。  再建されるかどうか、いつ再建されるかは不明です。 

 
あなたが立っている場所から、トライロキヤ・モハン・ナラヤン寺院のすぐ後ろに像が

あります。  こちらはガルーダの像です。  ヒンドゥー教の神話では、ガルーダは神聖

な鷲のような存在であり、ヴィシュヌ神 (ナラヤン) のヴァハナ (乗り物または乗り物) 

です。 

ヴィシュヌ神を祀った寺院の前でガルーダ像を見つけるのはよくあることですが、あな

たは今その後ろに立っているのです。 

この特別なガルーダ像は、精緻な職人技で特に有名で、1689 年にニリペンドラ マーラ

王の未亡人であるリディ ラクシュミによって設置され、寺院に向かって祈りを捧げる

姿勢でひざまずくガルーダが描かれています。 
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5.2.1.12.D マジョ・パールヴァティー寺院 

(地図、レビュー) 

マジュ・デガ寺院のすぐ北には、別の寺院、マジョ パールヴァティー寺院がありま

す。 

 
カトマンズのダルバール広場にあるマジョ パールヴァティー寺院は、文化的重要性、

伝統的なネワール建築、地元の宗教生活における積極的な役割で知られるパールヴァテ

ィー女神を祀る神聖なヒンズー教の寺院です。 

 

  
 

 
 
マディオ・パールヴァティという名前は「中央パールヴァティ」または「中間パールヴ

ァティ」と訳され、マディオはサンスクリット語で「中央」または「中央」を意味し、

パールヴァティはシヴァ神の配偶者であるヒンズー教の女神パールヴァティを指しま

す。  愛、献身、豊饒の女神として、パールヴァティはヒンドゥー神話の中で重要な役

割を果たしています。  この寺院の名前は、おそらくダルバール広場の複雑な配置の中

でのパールヴァティー崇拝における中心的な役割を反映していると考えられます。 

 
歴史的および宗教的意義 

マディオ パールヴァティー寺院は、カトマンズのダルバール広場にあるいくつかの大

きな寺院ほどそびえ立っているわけでも、装飾が施されているわけでもないものの、パ
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https://www.google.com/maps/place/Madyo+Parvati+Temple/@27.7042918,85.3061425,85m/data=!3m1!1e3!4m12!1m5!3m4!2zMjfCsDQyJzE1LjYiTiA4NcKwMTgnMjMuMiJF!8m2!3d27.7043194!4d85.3064444!3m5!1s0x39eb19af3ea88697:0x131c08b8b8ccae3e!8m2!3d27.7043619!4d85.3065114!16s%2Fg%2F11fjbkt1r6?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Madyo+Parvati+Temple/@27.7042918,85.3061425,85m/data=!3m1!1e3!4m14!1m5!3m4!2zMjfCsDQyJzE1LjYiTiA4NcKwMTgnMjMuMiJF!8m2!3d27.7043194!4d85.3064444!3m7!1s0x39eb19af3ea88697:0x131c08b8b8ccae3e!8m2!3d27.7043619!4d85.3065114!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11fjbkt1r6?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


ールヴァティー女神への捧げ物として尊敬されています。ハヌマン ドーカ宮殿複合施

設に近いことから、かつては王室の礼拝所として機能していた可能性があることがわか

ります。 

この寺院はネワール様式の建築の一例であり、複雑な彫刻が施された木工品と、ネパー

ルの女性神を祀る神社に典型的な階層構造が特徴です。そのデザインはカトマンズ渓谷

の職人の芸術的熟練を反映しており、美学と精神的な象徴性を組み合わせています。 

 
日常生活と祭りの生活における役割 

この寺院は、特にパールヴァティに捧げられる祭りであるティージの期間中、活発な礼

拝の場として利用されています。  この時期、女性たちは夫婦の幸福と家族の幸福を祈

るためにネパール中の寺院に集まり、マディオ パールヴァティが信仰の中心となりま

す。花や線香、紅粉などが供えられ、寺院内は活気に満ちます。 

 
寺院は訪問者には開放されていません。 

 
マジョ パールヴァティ寺院の前にある 2 頭のライオンの像は、サンスクリット語で

「ライオン」を意味するシムハスとして知られています。  これらは伝統的な守護像で

あり、南アジアやヒマラヤ各地のヒンズー教寺院や仏教寺院の入り口の両側によく見ら

れます。 

それらの重要性の概要は次のとおりです。 

 
ガーディアンフィギュア: 

• シムハは寺院とその神聖な空間の強力な守護者と考えられています。 

• 悪霊やネガティブなエネルギーを追い払うと信じられています。 

• それらは強さ、勇気、威厳を象徴しています。 

 
象徴的な重要性: 

• ライオンは多くの文化において、長い間王族や神聖な力と結びついてきました。 

• ヒンドゥー教の神話では、ドゥルガー (ヒンドゥー教の主要な女神で、平和と正義

を脅かす悪と悪魔の力と戦う戦士の女神) やパールヴァティー (シヴァ神の重要な女

神であり妻であり、しばしば神聖な母として見られ、育成、愛、思いやりの特質を

体現する) などの女神と関連付けられており、その保護的役割が強化されていま

す。 

• 寺院の入り口に彼らが存在することは、その場所の重要性と神聖さを表していま

す。 

 
建築要素: 

• シムハは、伝統的な寺院のデザインによく見られる建築要素です。 

• 入り口にそれらを配置すると、出入り口が縁取られ、壮大さと畏敬の念が生まれま

す。 

• 多くの場合、石で作られていますが、他の材料で作ることもできます。 
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文化的背景: 

• マジョ パールヴァティ寺院との関連では、これらのライオン像は、ネパールの寺院

の入り口に守護像を置くという広範な伝統の一部です。 

• それらは神の保護力を視覚的に表現したものです。 
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5.2.1.12.G サラスウォティ寺院 

(地図) 

石造りのヴィシュヌ寺院の真後ろ (北) にサラスウォティ寺院があります。 

 
カトマンズのダルバール広場にあるサラスウォティ寺院は、ヒンズー教の知恵と学習

の女神を祀る尊敬される神社です。 

 

 
 
この寺院は、ヒンズー教の学習、音楽、言語、創造性の女神サラスワティにちなんで名

付けられました。  彼女の名前は、サンスクリット語の「流れ」を意味する「サラス」

と「持つ者」を意味する「ワティ」に由来しており、知識と雄弁の流れる流れを象徴し

ています。  創造神であるブラフマー（ヴィシュヌ、シヴァ、ブラフマーからなるヒン

ズー教の三位一体であるトリムルティ内）の配偶者として、サラスワティは、新しい学

術的取り組みや芸術的探求の始まりにしばしば呼び出されます。 

 
歴史的および文化的意義 

カトマンズのダルバール広場にあるサラスウォティ寺院は、規模は控えめですが、目的

は重要です。  正確な建設時期は不明ですが、他の重要な宗教的建造物や王室建造物の

近くにその存在があることは、知的で文化的なインスピレーションの精神的な中心地と

して長い間機能してきたことを示唆しています。 

寺院の建築には伝統的なネワール族の職人技が反映されています。 

 
現代での使用 

サラスウォティ寺院は、特にあらゆる年齢の学生が女神の祝福を求めて集まる祝祭であ

るサラスワティ プージャ (シュリー パンチャミとしても知られる) の期間中、活発な礼

拝の場として残っています。子供たちは教科書を持って女神の前に置かれ、神の導きの

下での学問の旅の始まりを象徴しています。 

毎年恒例の祭り以外にも、この寺院にはクリエイティブな分野や教育に携わる人々、そ

してその穏やかで思慮深い雰囲気に惹かれた旅行者が頻繁に訪れます。 
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https://www.google.com/maps/place/27%C2%B042'16.7%22N+85%C2%B018'24.5%22E/@27.704636,85.3061713,194m/data=!3m2!1e3!4b1!4m4!3m3!8m2!3d27.704636!4d85.306815?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.2.1.12.H シアシリム・デガ 

(地図、レビュー) 

すぐ後ろ (北) にあり、2015 年の地震で建物が破壊された後、現在再建中のフェンスで

囲まれたいくつかの建物を通過すると、チャシリム デガに到着します。 

カトマンズのダルバール広場にあるチャシリム デガは、ネワールの豊かな建築遺産と

マラ時代の精神的伝統を反映し、美しく復元された八角形の寺院です。  エレガントな

多層塔の建築と高い壇を備えたチャシリム デガは、カトマンズのダルバール広場の中

心部にある歴史的に重要な寺院です。 

 

  
 
「チャシリム・デガ」という名前はネワール語に由来しています。 「チャシリム」は

「八角」を意味し、この寺院のユニークな八角形の基部を指しており、この地域の他の

正方形または長方形の寺院とは一線を画しています。  「デガ」とは寺院や神社を意味

します。この名前を組み合わせると、本質的に「八角の寺院」を意味し、その珍しくエ

レガントな建築形態を際立たせています。 

 
歴史的意義と用途 

チャシリム・デガはマッラ時代、おそらく 17 世紀か 18 世紀に建てられたと考えられ

ていますが、その建設に関する正確な記録はほとんどありません。  広場にある多くの

寺院と同様、この寺院も芸術への深い献身と寛大な後援で知られるマーラ王族によって

建設されました。 

この寺院は、広く知られている単一の神を祀っているわけではありませんが、タントラ

崇拝や祖先崇拝を含むさまざまな儀式目的に使用されており、より広範なネワールの精

神的伝統と関連付けられており、そのような寺院はしばしば複数の儀式的役割を果たし

ています。 

寺院の高台は見晴らしの良い場所として人気があり、階段があるため休憩場所としても

人気があります。 
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https://www.google.com/maps/place/Cyasilim+Dega+(Krishna+Temple)/@27.7045838,85.3065545,85m/data=!3m1!1e3!4m12!1m5!3m4!2zMjfCsDQyJzE2LjQiTiA4NcKwMTgnMjQuNSJF!8m2!3d27.7045639!4d85.3068056!3m5!1s0x39eb185620d2246f:0x62ca60c4d78c2fe4!8m2!3d27.7047431!4d85.3068601!16s%2Fg%2F11csb3hvlm?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Cyasilim+Dega+(Krishna+Temple)/@27.7045838,85.3065545,85m/data=!3m1!1e3!4m14!1m5!3m4!2zMjfCsDQyJzE2LjQiTiA4NcKwMTgnMjQuNSJF!8m2!3d27.7045639!4d85.3068056!3m7!1s0x39eb185620d2246f:0x62ca60c4d78c2fe4!8m2!3d27.7047431!4d85.3068601!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11csb3hvlm?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D








5.2.1.12.J ジャガンナート寺院 

(地図、レビュー) 

プラタップ マラ王柱の後ろには 1 つの大きな寺院があり、その左側 (北) には 3 つの小

さな寺院があります。  4 つの寺院すべての屋根には数百羽のハトが訪れます。  4 つの

寺院の中で最大のジャガンナート寺院が次の目的地です。 

 

 
 
カトマンズのダルバール広場にあるジャガンナート寺院は、ジャガンナート神に捧げ

られた 16 世紀のヒンズー教寺院です。  広場内で最も古く、最も芸術的に豊かな寺院

の 1 つとして、そのユニークな木彫りと精神的な重要性で知られています。 

 
この寺院は、特にインド東部とネパールで崇拝されるヴィシュヌ神の一種であるジャガ

ンナート神に捧げられています。 

「ジャガンナート」という名前は、「宇宙の主」を意味するサンスクリット語に由来し

ています（ジャガット = 世界/宇宙、ナート = 主）。  この文脈では、この神は宇宙秩序

の保護者および維持者とみなされており、寺院はヴァイシュナビ派の信者にとって精神

的に重要な場所となっています。 

 
歴史と建築 

ジャガンナート寺院の歴史は 16 世紀にまで遡り、1560 年から 1574 年まで統治したマ

ーラ王朝の著名な統治者の 1 人であるマヘンドラ マーラ王の治世中に建てられまし

た。ダルバール広場で最も古い建造物の 1 つであり、何世紀にもわたる自然災害や政

治的混乱に耐えてきました。 

建築的には、この寺院は、さまざまな象徴的人物や神話上の人物が描かれた、複雑に彫

刻されたエロティックな木の支柱で有名です。  これらの彫刻は、創造、神性、豊饒の

関係についての伝統的な信仰を反映しています。  この寺院は、ネワール寺院の設計に

よく見られる 2 段の塔のスタイルを踏襲しており、レンガの基部と美しく精緻な木工

品で支えられた段屋根が特徴です。 

 
ジャガンナート寺院は訪問者には公開されていません。 
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https://www.google.com/maps/place/King+Pratap+Malla+Column/@27.7046806,85.3044468,777m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb1946b8a1d9cd:0xa113c7a64dcfa2a1!8m2!3d27.7046806!4d85.3070217!16s%2Fg%2F11fnb5mqcl?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/King+Pratap+Malla+Column/@27.7046806,85.3044468,777m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb1946b8a1d9cd:0xa113c7a64dcfa2a1!8m2!3d27.7046806!4d85.3070217!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11fnb5mqcl?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
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5.2.1.12.K インドラプール寺院 

(地図) 

ジャガンナート寺院の左側 (北) には、3 つの小さな寺院があります。  まずは左側

（西）の寺院、インドラプール寺院から始めます。 

 
カトマンズのダルバール広場にあるインドラプール寺院は、ヴェーダの雨と天の神で

あるインドラ神を祀る、小さいながらも文化的に豊かな寺院です。毎年恒例のインド

ラ ジャトラ祭りでの役割で知られるこの寺院は、ネワール族の精神的遺産と建築様式

を反映しています。 

 

 
 
寺院の名前であるインドラプールは、文字通り「インドラの場所または都市」を意味し

ます。  ヒンドゥー教の神話では、インドラは神々の王であり、スヴァルガ ロカ (天上

の王国) の統治者です。彼は雨と嵐をもたらす者として崇拝されており、古代ネパール

のような農耕社会では重要な神となっています。  この寺院のインドラへの献身は、宗

教的な献身と、良好な天候と農業の繁栄に対する実際的な訴えの両方を反映していま

す。 

 
建築上の特徴 

インドラプール寺院は規模が控えめで、周囲にそびえ立つ塔の影に隠れがちですが、伝

統的なネワール寺院建築の好例として残っています。  階段状の屋根を備えた一段高い

プラットフォーム上に建てられたこの寺院は、彫刻が施された木製の支柱、レンガ造

り、そしてインドラ神の象徴的な表現を祀る中央の神殿を特徴としています。通常は一

般公開されていませんが、広場にその存在があると、この文化の交差点に共存する多く

の崇拝の層を静かに思い出させてくれます。 

 
文化的意義と利用 

インドラプール寺院は、カトマンズで最も活気のある祭典の 1 つである毎年恒例のイ

ンドラ ジャトラ祭で重要な役割を果たします。  この祭りはインドラ神を讃え、数日間

にわたる行列、伝統的な踊り、儀式が行われます。  寺院は象徴的なアンカーポイント

となり、神話の過去と街の生きた伝統を結びつけます。 
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https://www.google.com/maps/place/P834%2BWWQ,+Kathmandu+44600,+Nepal/@27.7047435,85.3070527,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb18561fa7eee3:0x986776aac0f1aeb4!8m2!3d27.7048188!4d85.30726!16s%2Fg%2F11mk8pkrzf?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
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5.2.1.12.M シヴァ寺院 

(地図) 

マハ ヴィシュヌ寺院の後ろ (東) には、シヴァ寺院と呼ばれる別の小さな寺院がありま

す。 

 
カトマンズのダルバール広場にあるシヴァ寺院は、マハ ヴィシュヌ寺院のすぐ東に位

置し、美しく保存された三層の塔です。この塔は、ヒンドゥー教の主要神の 1 つであ

るシヴァ神に捧げられたものであるとよく考えられています。シヴァ神は、ブラフマー

神とヴィシュヌ神と並ぶ聖三位一体 (トリムルティ) 内の破壊者および変革者として知

られています。  標識や歴史的言及は最小限であり、ヒンドゥー教の宇宙論における神

の力の象徴的な三柱を形成するヴィシュヌ神とインドラ神を祀る寺院と並んで位置する

ことから、シヴァ神への献身が想定されています。 

 

  
 
建築上の特徴 

近隣の建造物であるインドラプール寺院やマハ ヴィシュヌ寺院と同様に、シヴァ寺院

は古典的なネワール様式の塔建築を踏襲しており、三層の屋根と優雅に彫刻された木製

の支柱が備わっています。  そのデザインは他の 2 つの寺院を反映しており、それぞれ

が異なる神を祀った視覚的に調和のとれた神聖な建物の列を作り出しています。 

寺院のコンパクトな敷地面積と対称的なプロポーションは、精神的なバランスと建築上

の統一性を強調したマラ時代の寺院デザインの好例となっています。 
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https://www.google.com/maps/place/King+Pratap+Malla+Column/@27.7046806,85.3044468,777m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb1946b8a1d9cd:0xa113c7a64dcfa2a1!8m2!3d27.7046806!4d85.3070217!16s%2Fg%2F11fnb5mqcl?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D






5.2.1.12.O カゲスワール・マハデヴ寺院（ブヴァネーシュワラ） 

(地図、レビュー) 

シュリー カール バイラブ寺院から白い屋根の寺院を目指して北へ歩き続けます。  こ

こはカゲスウォル・マハデヴ寺院、別名ブヴァネーシュワラです。 

 

 
 
この寺院の二重名は、その豊かな精神的なアイデンティティを反映しています。  

「Kageswor」は「Kaga」（カラスを意味する）と「Ishwor」（神の用語）を組み合わせ

たもので、鳥、特にシヴァ神と祖先の世界によく関連付けられているシンボルであるカ

ラスとの神聖なつながりを示唆しています。  別名である「ブヴァネーシュワラ」は

「世界の主」を意味し、すべてを包み込む宇宙的な姿をしたシヴァ神の壮大な称号で

す。これらの名前は、寺院の精神的な広がりと深い文化的象徴性を強調しています。 

 
アーキテクチャと設定 

規模は控えめですが、この寺院には伝統的なネワールのレンガ造り、階段状の屋根、そ

してマッラ時代の芸術遺産を物語る複雑な木彫りが特徴です。 

 
カトマンズのダルバール広場にあるカゲスウォル・マハデヴ寺院（ブヴァネーシュワ

ラ）の白い屋根は、この地域の他の寺院でよく見られる赤または黒っぽい瓦屋根とは一

線を画す珍しい特徴です。  歴史文書に記録されている唯一の決定的な説明はありませ

んが、いくつかの解釈が導き出されます。 

• 象徴的な意味ヒンドゥー教の図像では、白は純粋さ、平和、神性を象徴することが

よくあります。  シヴァ神は世俗的な執着を超越した瞑想的で禁欲的な神とみなさ

れているため、白い屋根は彼の純粋さと宇宙の知恵を表しているのかもしれませ

ん。  この白さは、シヴァ神と彼の神話上の雪に覆われた住居であるカイラス山と

の結びつきも反映している可能性があり、白との神聖なつながりをさらに強化して

います。 

 

• ブヴァネーシュワラの形式との関連 この寺院はブヴァネーシュワラ、または「世界

の主」としても知られているため、白い屋根は普遍的な純粋さまたは天上のつなが

りを象徴し、あらゆる領域を超越する神にふさわしい神聖で空のような外観を与え
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https://www.google.com/maps/place/Kageswor+Mahadev+Temple+(Bhuvaneswara)/@27.7048232,85.3072044,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb18f8a0a63c79:0xe62ee38527a08de6!8m2!3d27.7049613!4d85.3074532!16s%2Fg%2F1tq6hh5v?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Kageswor+Mahadev+Temple+(Bhuvaneswara)/@27.7048232,85.3072044,49m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb18f8a0a63c79:0xe62ee38527a08de6!8m2!3d27.7049613!4d85.3074532!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tq6hh5v?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


ている可能性があります。 

 
寺院は訪問者には開放されていません。 
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5.2.1.12.P タレジュ バワニ寺院 

(地図、レビュー) 

カーゲスワー・マハデヴ寺院の後ろに、2 つの小さな神社と門が見えます。  その門の

後ろにタレジュ・バワニ寺院があります。 

 
タレジュ バワニ寺院は、カトマンズのダルバール広場で最も尊敬されるランドマーク

の 1 つです。  この神聖な寺院は、強力な保護の女神であり、何世紀にもわたってカト

マンズ渓谷を統治したマーラ王の王室の神であるタレジュ バワニを祀っています。 

 

    
 

 
 
タレジュという名前は、王と王国の守護者として悪と戦い、ダルマ (宇宙秩序) を守

る、獰猛で保護的な神であるヒンドゥー教の女神ドゥルガーに由来しています。  タレ

ジュは多くの場合、剣、トライデント、円盤などの武器を持ち、ライオンの上に座った

り、悪魔の上に立ったりする多腕の戦士の女神として描かれます。彼女は悪を破壊し、

正義と秩序を維持する力を表しています。 

「バワニ」はサンスクリット語で「女神」または「神聖な母」を意味します。 
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https://www.google.com/maps/place/Taleju+Bhawani+Temple/@27.7048571,85.3077033,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb1856025cc86b:0x25c94a661e5bf981!8m2!3d27.7049154!4d85.3080467!16s%2Fg%2F1tdvhl5v?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Taleju+Bhawani+Temple/@27.7048571,85.3077033,49m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb1856025cc86b:0x25c94a661e5bf981!8m2!3d27.7049154!4d85.3080467!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tdvhl5v?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
伝説によると、女神タレジュは 16 世紀にマヘンドラ マーラ王の夢に現れました。  彼

女は、王族と選ばれた少数の司祭のみがアクセスできる、公衆の目から隠されることを

条件に、彼女に捧げられた寺院を建設するように彼に指示しました。  その代わりに、

彼女は彼の王国を守るだろう。 

できあがったタレジュ・バワニ寺院はマーラ王朝、のちにネパール統一後も崇拝を続け

たシャー王朝の王立寺院となった。 

この寺院は 1564 年に建てられ、今でもカトマンズのダルバール広場で最も高い建造物

です。 

 
もう一つの興味深いつながりは、カトマンズの生きた女神、クマリの伝統であり、タレ

ジュ自身がインスピレーションを得たと信じられています。 

伝説によれば、ジャヤプラカシュ・マーラ王は密かにタレジュとサイコロで遊んでいた

という。  ある夜、不適切な発言をして女神の怒りを買ってしまう。  彼女は姿を消

し、思春期前の少女の姿で崇拝されない限り二度と戻らないと約束した。  こうしてロ

イヤル・クマリの伝統が始まりました。 

同じくダルバール広場にあるクマリ ハウス (クマリ ガル)はタレジュ崇拝と直接結びつ

いており、生きた女神は今でも年に一度、ダサイン期間中にタレジュ寺院に連れてこら

れます。 

 
建築と象徴主義 

タレジュ寺院は、ネワール建築の見事な一例で、三重塔のスタイルで建てられ、巨大な

台座の上にそびえ立っています。  それは広場にある他のすべての建物よりも高くそび

え立っており、街に対する女神の神聖な権威を象徴しています。  寺院は複雑な木彫

り、神話上の生き物の彫像、金色のフィニアルで飾られており、その神聖な地位を強調

しています。 

 
寺院へのアクセスと利用方法 

寺院は年間を通じて一般公開されていません。  ダサイン祭の期間中、特にダサイン 9 

日目のマハ ナワミに年に 1 回だけ開きます。  ダサインはネパールで最も重要な宗教的

な祭りで、悪に対するドゥルガーの勝利を祝います。  この日（マハ ナワミ）には、王

室のメンバー（ネパールがまだ君主制だった時代）と信者（現在は信者のみ）が手の込

んだ犠牲と祈りを捧げます。 

儀式は、多くの場合、特定の世襲家族の出身である、特別に任命されたネワール族の司

祭によって主導されます。 

訪問者は寺院に入ることができませんが、カトマンズのダルバール広場内の門の外から

寺院を鑑賞することができます。 
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5.2.1.12.R ニル・バラヒ寺院 

(地図、レビュー) 

向きを変えて、白い屋根のあるカーゲスワー・マハデヴ寺院に向かって歩きます。  右

側（西側）に 2つの寺院が見えます。  1 つ目は小さい方ですが、ニル バラヒ寺院で

す。 

 

 
 
ニル・バラヒという名前は、家の守護者および強さの化身として崇拝されている強力な

ヒンズー教の女神ドゥルガーの一形態である女神バラヒに由来しています。  「ニル」

という言葉はネパール語で「青」を意味し、特徴的な青い顔の女神の描写を指します。  

ニル・バラヒは、カトマンズのネワール族コミュニティで特に尊敬されているバラヒの

形態の 1 つです。 

 
建築上の特徴 

ニル バラヒ寺院は、複雑な彫刻が施された木製の窓と美しく細部まで施された屋根の

支柱を備えた伝統的なパゴダ スタイルで建てられています。  広場にある他の著名な寺

院と比べるとその規模は控えめですが、神々や動物の華麗な彫刻は、細部に注意を払う

人にとっては建築のハイライトとなっています。 

 
寺院は訪問者には開放されていません。 
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https://www.google.com/maps/place/Nil+Barahi+Temple+%E0%A4%A8%E0%A4%BF%E0%A4%B2+%E0%A4%AC%E0%A4%BE%E0%A4%B0%E0%A4%BE%E0%A4%B9%E0%A5%80+%E0%A4%AE%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A6%E0%A4%BF%E0%A4%B0/@27.7053576,85.3073726,97m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb190078947a95:0x59425fff794525d6!8m2!3d27.7052309!4d85.3072789!16s%2Fg%2F11y5cm4_9q?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Nil+Barahi+Temple+%E0%A4%A8%E0%A4%BF%E0%A4%B2+%E0%A4%AC%E0%A4%BE%E0%A4%B0%E0%A4%BE%E0%A4%B9%E0%A5%80+%E0%A4%AE%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A6%E0%A4%BF%E0%A4%B0/@27.7053576,85.3073726,97m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb190078947a95:0x59425fff794525d6!8m2!3d27.7052309!4d85.3072789!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11y5cm4_9q?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.2.1.12.S コティリンゲシュワル マハデヴ寺院 

(地図、レビュー) 

ニル・バラヒ寺院のすぐ後ろ (南) に、見た目は似ていますが、少し大きい寺院があり

ます。  こちらはコティリンゲシュワル・マハデヴ寺院です。 

 

  
 
コティリンゲシュワルという名前は、2 つのサンスクリット語に由来しています。

「100 万」を意味する「コティ」と、シヴァ神を指す「リンゲシュワル」（シヴァ リン

ガム（寺院でよく見られるシヴァ神の抽象的または象徴的な表現）で表される神、リン

ゲシュワルとしても知られています）です。この名前は、多数のシヴァ リンガムの存

在を示唆しています。これは、シヴァ神を祀る寺院によく見られる特徴であり、単一の

寺院の敷地内に数百、場合によっては数千のリンガムが安置されることがよくありま

す。  寺院のリンガは神の無限の性質とシヴァ神の無限の存在を表していると信じられ

ています。 

 
建築上の特徴 

コティリンゲシュワル マハデヴ寺院は古典的なパゴダ スタイルで建てられており、こ

の地域の寺院に特有の多層屋根と複雑な木彫りが特徴です。  寺院にはいくつかのシヴ

ァ リンガムがあり、それぞれが建物の周囲の小さな隙間に注意深く配置されていま

す。  中央の神殿には、ほとんどの崇拝の焦点である主要なシヴァ リンガムが納められ

ています。 

 
寺院は訪問者には開放されていません。 
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https://www.google.com/maps/place/Kotilingeshwar+Mahadev+Temple/@27.7049444,85.3072005,112m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb18562071c6d9:0xb32f306aef07062c!8m2!3d27.705156!4d85.3072127!16s%2Fg%2F11c561vfhn?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Kotilingeshwar+Mahadev+Temple/@27.7049444,85.3072005,112m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb18562071c6d9:0xb32f306aef07062c!8m2!3d27.705156!4d85.3072127!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11c561vfhn?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




 
ドーム屋根を持つシュリー ブヴァネシュウォル マハデヴ寺院は、カトマンズ渓谷でよ

く見られるパゴダやシカラ様式からの興味深い建築的逸脱です。  この寺院がなぜこれ

ほど異なって見えるのかはわかりませんが、考えられる理由は次のとおりです。 

• 象徴的な意味ドーム型の屋根には、天のドームや宇宙球を表す象徴的な意味があ

り、ブヴァネーシュウォル = 宇宙の主という名前と一致します。 

 
• ムガール帝国の影響ドーム型の屋根は、中世から近世にかけてインド亜大陸に影響

を与えたムガール帝国建築の顕著な特徴です。  このスタイルは寺院のデザインに

直接的または間接的に何らかの影響を与えた可能性があります。 

 
• 改修と再建ドーム型の屋根は、元のデザインが変更された後の改修の結果である可

能性があります。 
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5.2.1.12.U クマリ ガル 

(地図、レビュー) 

次に、カトマンズのダルバール広場のツアーを開始した白いガディ・バイハク建物まで

歩いて戻り、道が急に左に曲がって広場に変わるまでさらに数フィート歩き続けます。  

目の前の建物はクマリ・ガルです。 

クマリ ガルは単なる建物ではなく、カトマンズの精神的なアイデンティティを定義し

続ける何世紀にもわたる伝統の生きた中心です。 

 

  
 

    
 
「クマリ・ガー」という名前は文字通りネパール語で「クマリの家」を意味します。  

「クマリ」とは、ネワール・シャキャ族のカーストから、生きた女神になるために厳格

な選考プロセスを経て選ばれた処女の少女を指します。  「ガー」とは単に「家」を意

味します。  この建物は彼女の家兼寺院として機能しており、彼女はそこで半隠遁生活

を送り、司祭や信者から毎日礼拝を受けています。 

生きた女神を崇拝する伝統は何世紀も前からあり、その起源は 17 世紀のジェイ プラカ

シュ マーラ王の治世に遡り、女神タレジュとの出会いをきっかけにこの習慣が確立さ
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https://www.google.com/maps/place/Kumari+Ghar/@27.703939,85.3065589,112m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb18563743a4cf:0x13f814dd7f12d7ad!8m2!3d27.7037217!4d85.3064717!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1vd6_r8z?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


れたと言われています。  現在のクマリ ガルは 1757 年にジャヤ プラカシュ マーラ王

によって建てられ、その建築には伝統的なネワール族の職人技の複雑な美しさが反映さ

れています。 

数駅前に、クマリとタレジュ バワニ寺院の関係について学びました。 

 
クマリについてさらに詳しく 

クマリは、ネパール、特にカトマンズ盆地におけるユニークで非常に重要な伝統です。

主要な側面の内訳は次のとおりです。 

生きている女神 

• クマリは、ヒンズー教の女神ドゥルガーまたはタレジュの生きた化身として崇拝さ

れている思春期前の若い女の子です。 

• 彼女は生きた神、神聖な女性のエネルギーの現れであると考えられています。 

選択 

• クマリは伝統的にネワール仏教コミュニティの釈迦族から選ばれています。 

• 選考プロセスは厳格であり、厳しい基準と審査が行われます。 

• これらの基準には、身体的な完璧さ、占星術的な適合性、テスト中に冷静さを保つ

能力が含まれます。 

役割と人生 

• クマリはカトマンズの宮殿、クマリ・ガルに住んでいます。 

• 彼女はヒンズー教徒と仏教徒の両方から尊敬されています。 

• 彼女は足を地面につけることを許されず、駕籠（縦に長い棒を使って人間の肩に担

ぐ箱のような構造物）で運ばれます。 

• 彼女は特定の宗教的な祭りや儀式の際に姿を現します。 

• クマリは思春期を迎えると普通の女の子に戻ります。 

文化的意義 

• クマリの伝統は、ヒンズー教と仏教の信仰が独特に融合したものです。 

• それはネパール文化における女性の神性の重要性を強調しています。 

• それは深く尊敬され、尊敬される伝統です。 

起源 

• クマリの伝統の起源に関する伝説は、カトマンズのマーラ王に関連していることが

よくあります。 

 
建築上の特徴 

クマリ ガルは、赤レンガで建てられた 3 階建ての中庭の建物で、精巧な彫刻が施され

た木製の窓とバルコニーで装飾されています。  ダルバール広場に面したファサードは

特に印象的で、細かく精巧に作られた格子窓と彫刻が施された出入り口が並んでいま

す。  中庭には訪問者がアクセスでき、運が良ければ、時折窓から見下ろすクマリの一

瞬の姿を目撃できるかもしれませんが、その際の写真撮影は固く禁止されています。 

この建築はマラ時代の宮殿デザインの好例であり、宗教的象徴性と住宅空間を融合させ

ています。 
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5.2.1.12.V ハヌマン ドーカ宮殿 

(地図、レビュー) 

ガディ・バイハクの白塗りの壁の直後、オレンジと赤レンガのハヌマン ドーカ宮殿が

左手に見えるまで、左 (東) に歩き続けます。 

 

  
 
ハヌマン ドーカ宮殿は、ネパールで最も重要な歴史的建造物の 1 つです。この広大な

宮殿複合施設は、マッラ王とその後のシャー王朝の支配者の王宮として機能し、何世

紀にもわたって政治と儀式の権力の中心地となりました。 

 
ハヌマン・ドーカという名前は、次の 2 つの単語から来ています。 

• ハヌマーン: ヒンズー教の神話に登場する尊敬される猿の神で、揺るぎない献身

と強さで知られています。 

• Dhoka：ネパール語で「門」を意味します。 

この名前は、1672 年にプラタップ マーラ王によって宮殿の入り口に置かれたハヌマー

ンの像を指します。  宮殿を悪から守ると信じられていたこの風雨にさらされた偶像

は、保護力として崇拝する崇拝者たちによって赤い布に包まれ、朱が塗られて今も立っ

ています。 

 
歴史的および文化的意義 

ハヌマーン ドーカ宮殿はもともと 4 世紀に建設されましたが、現在見られるものの多

くは、16 世紀から 18 世紀のマーラ時代に遡ります。統治者が新しい翼、中庭、寺院

を追加するにつれて、この複合施設は規模と壮大さが増大しました。  シャー王がネパ

ールを統一したときも、19 世紀後半まで戴冠式や王室の儀式のために宮殿を使用し続

けました。 

宮殿複合施設内には、ネーサル チョーク、マル チョーク、バサンタプル ダルバールな

ど、美しくデザインされた一連の中庭 (チョーク) があります。  これらのスペースは、

王室の儀式から国家会議に至るまで、あらゆる用途に使用されました。  神殿、玉座の

間、居住区のほか、王室の工芸品、歴史的な写真、儀式用のレガリアを展示する博物館

もあります。 
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https://www.google.com/maps/place/Hanuman+Dhoka/@27.7042795,85.3070559,112m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb185619e147a5:0x5be3be61d1d41749!8m2!3d27.7043676!4d85.3073523!16s%2Fm%2F0bbzj25?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Hanuman+Dhoka/@27.7042795,85.3070559,112m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb185619e147a5:0x5be3be61d1d41749!8m2!3d27.7043676!4d85.3073523!9m1!1b1!16s%2Fm%2F0bbzj25?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


建築 

ハヌマン ドーカの建築は、ヒンドゥー教と仏教のモチーフを融合させた、ネワール族

の職人技の輝きを反映しています。  この宮殿には、複雑な木製の窓、階段状の屋根、

華やかな出入り口が特徴で、カトマンズ渓谷の芸術的かつ文化的な豊かさを表していま

す。  2015 年の地震による被害にもかかわらず、宮殿の大部分は修復され、保存努力

が続けられています。 

 
最新の使用法と訪問者のエクスペリエンス 

現在、ハヌマン ドーカは博物館複合施設として機能しており、訪問者はネパール王室

の歴史、建築、精神的遺産を深く知ることができます。 

 
オレンジと赤のレンガ造りのハヌマン ドーカ宮殿の前に立つと、2 つの特徴が突出し

ていることがわかります。 

• 左手に高い塔型の建物。  これは九階建ての宮殿です。 

• 中央やや右にある豪華な木の装飾が施された扉。  ドアの名前はハヌマン・ドー

カ 

 
九階建ての宮殿 

(地図、レビュー) 

カトマンズのダルバール広場の歴史的中心部にそびえる 9 階建ての宮殿は、バサンタ

プル タワーとしても知られ、カトマンズ渓谷で最も象徴的なランドマークの 1 つで

す。  そびえ立つ構造と優雅なネワール建築により、かつてはネパールのマーラ王朝と

シャー王朝時代に王室の監視塔として、また君主権力の象徴としての役割を果たしてい

ました。 

 
「九階建て宮殿」の名前の由来 

ナイン ストーリー パレスという名前は、建物の元の高さを直接表しています。注目す

べき 9 階建てで、カトマンズのダルバール広場で 2 番目に高い建物となっています。

これより高いのはタレジュ バワニ寺院だけです。  地元では、ナウ・トール・ダルバー

ルと呼ばれています（「ナウ」は 9を意味し、「トール」は階または階を意味します）。  

別名バサンタプル タワーは、宮殿があるバサンタプルのダルバール複合施設に由来し

ています。 

この印象的な建造物は、18 世紀にカトマンズ渓谷を統一した後、プリトヴィ ナラヤン 

シャー王によって発注されました。  正確な年は明確に記録されていませんが、一般的

には 1769 年頃に完成したカトマンズ渓谷の統一直後に建設されたと考えられていま

す。この塔はハヌマン ドーカ宮殿の複合施設に追加され、シャー王朝のビジョンと権

力を象徴しており、市街と周囲の丘陵を一望できます。 

したがって、合理的な推定では、9 階建ての宮殿の建設は 1770 年代、おそらく 1770 

年から 1780 年の間であると考えられます。 

 
歴史的および文化的利用 

9 階建ての宮殿は次のように使用されました。 
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• 特に軍事時代には王室の監視所として使用されました。 

• 下の広場で開催される祭りや公共イベントを見学することができます。 

• プライベートな王室儀式や瞑想のための空間として。 

• 重要な政府機関や裁判所の機能を収容します。 

その高さと雄大さは、谷のスカイラインに対する王家の優位性を主張するという象徴的

な目的も果たしました。 

 
建築とデザイン 

この塔はネワール建築の好例であり、豊かな彫刻が施された木製の窓、レンガの格子、

塔のような階段状の屋根が特徴です。  その高さにも関わらず、ネワールの職人の創意

工夫を反映し、伝統的な材料と技術をすべて使用して建てられています。 

内部には狭い階段、木の梁、展望台があります。  9 階建ての宮殿の上層部は 2015 年

の地震で崩壊しましたが、外観は 2023 年に再建されました。内部の修復作業は現在進

行中です。 

 
 
訪問者情報 

ユネスコ世界遺産に登録されているカトマンズのダルバール広場の一部である 9 階建

ての宮殿は、ネパールの歴史、建築、王室遺産に興味がある人に人気の観光スポットで

す。  現在進行中の構造修復のため、上層階へのアクセスは制限されています。 

 
現在、ハヌマン ドーカ宮殿複合施設を訪れると、次の場所を目にする可能性が高くな

ります。 

• ハヌマン・ドーカ 

• 鼻チョーク 

• ナーグ・ポカリ 

• キング マヘンドラ ジープ 

• 王宮プライベートクォーターズとビラースマンディル前の広場 
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王宮プライベートクォーターズとビラースマンディル前の広場 

(地図) 

17 世紀半ば、マーラ王の治世中に建設されたモハン チョークは王宮内の中庭で、主に

王宮、国家儀式、そして場合によっては教育や文化の集会に使用される建物に囲まれて

います。 

この建物は、ビラース マンディールやその他の寺院内部の空間へのアクセスを提供し

ます。 

この記事の執筆時点では、モハン チョークとその周囲の建物を訪れることはできませ

んが、その前の広場にはアクセスできる可能性があります。  広場にはガラス越しにい

くつかの興味深い展示物があり、見ることができます。 

興味深いのは、広場を囲む建物が伝統的なネワール様式と白塗りのラナ時代の影響を受

けた様式であることです。  シャーの後にネパールを統治したラナ首相は、ハヌマン・

ドーカ複合施設に大幅な変更を加えました。 

白塗りの建物の中にひっそりと佇む丸い塔：ビラース・マンディル 
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https://www.google.com/maps/@27.7043886,85.3072715,112m/data=!3m1!1e3?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
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5.2.1.13 アカシュ バイラブ寺院 

(地図、レビュー) 

「アカシュ バイラブ」という名前は、2 つのサンスクリット語を組み合わせたもので

す。 

• 「アカシュ」は空またはエーテルを意味し、 

• 「バイラブ」とは、シヴァ神の獰猛な守護者の姿をした強力な姿を指します。 

アカシュ バイラブは、無限の宇宙エネルギーと上からの神の保護を象徴するバイラブ

の空の形として解釈されることがよくあります。  ネワール族の伝統では、彼は伝説の

戦士王であり、紀元前 7 世紀または 8 世紀にアビル王朝を破った後のキラート王朝の

最初の王であるヤランバル王とも関連付けられています。  彼はネパール（カトマンズ

盆地とその周辺地域）の初代王であると考えられています。 

銀の冠と獰猛な目で飾られたアカシュ バイラブの青い顔は、主要な祭りの際に目立つ

ように展示され、神の番兵のように寺院のバルコニーから群衆を見守っています。  普

段は顔が隠れている。 

 

 
 
文化的および宗教的意義 

アカシュ バイラブはカトマンズの守護神と考えられており、貿易の成功と事業の保護

を祈るネワール商人にとっては特に重要な存在です。  彼はまた、不幸や自然災害から

街を守るとも信じられています。 

この寺院は、毎年恒例のインドラ ジャトラ祭りで中心的な役割を果たします。この祭

りでは、アカシュ バイラブの巨大な像が展示され、供物、音楽、儀式で讃えられま

す。 

3 層の寺院には、豊かなネワール族の木彫り、伝統的なトラナ、金色の金属細工が特徴

です。 
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5.2.1.14 セト マチンドラ ナート寺院 

(地図、レビュー) 

「セト・マチンドラナート」という名前は、ネパール語で「白いマチンドラナート」を

意味します。 

• セトとは白を意味し、神の顔の色を指します。 

• マチンドラナートは、尊敬されるタントラ ヨーガ行者であり、ヒンズー教徒 (シ
ヴァ神の化身として) と仏教徒 (観音菩薩、慈悲の菩薩の化身として) の両方によ
って崇拝される神であるマチェンドラナートに由来しています。 

セト マチンドラ ナート寺院では、セト マチンドラ ナートは雨の神であり慈悲深い守

護者として讃えられ、健康、繁栄、平和のためにあらゆる背景の人々から崇拝されてい

ます。 
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https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g293890-d310718-Reviews-Seto_Machindranath_Temple-Kathmandu_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html


















5.2.1.18 バル ゴパレシュワル 

(地図、レビュー) 

カトマンズの中心部の歴史的なラニ ポカリ (女王の池) の中に佇む、静かなバル ゴパレ

シュワール寺院は、この街の豊かな文化と宗教のタペストリーの魅惑的な証拠として立

っています。  地元ではヤマレシュワル マハデブと呼ばれることが多いこのユニークな

神社は、訪問者に魅力的な伝統を垣間見ることができます。 

しかし、なぜ二つの名前があるのでしょうか？  本来の祭神はゴパーレシュワル・マハ

デヴ神です。 

「Bal Gopaleshwar」という名前は 3 つの部分に分かれています。 

• Bal：サンスクリット語で「子供」を意味し、 

• ゴパール：若いクリシュナ神の名前で、「牛の守護者」を意味します。 

• イシュワル：「神」または「主」を意味します。 

バル ゴパレーシュワールは、その無邪気さ、いたずら心、純粋さで尊敬される神の子

クリシュナを指します。  このクリシュナの姿はヒンズー教の伝統の中で特に愛されて

おり、子供に見せるのと同じ優しさで崇拝されることがよくあります。 

 

  
 
しかし、この寺院は特別な意味を持ち、その別名ヤマレシュワル マハデヴは、毎年 1 

日だけ、ティハール祭の 5 日目であるバイ ティカに特別な意味を持ちます。 

「ヤマレシュワル・マハデヴ・ゴパレシュワル」という名前は 3 つの部分に分かれて

います。 

• ヤマ: ヒンズー教の信仰では、ヤマは死の神であり、死者の魂を裁く責任を負う死

後の世界の支配者です。 

• イシュワル (またはイシュワラ): 「主」または「至高の存在」を意味するサンスク

リット語。 

• マハデヴ：「偉大な神」を意味するシヴァの通称。 

 
バイ ティカにこの寺院が特別に開かれたことは、非常に象徴的です。  この日は兄弟姉

妹の絆を祝う日であり、この寺院での崇拝は、特に兄弟に保護、長寿、精神的な強さを

もたらすと信じられています。 
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https://www.google.com/maps/place/Bal+Gopaleshwar+(Yamaleshwar)+Mahadev/@27.7077916,85.3128002,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19004e9c59b7:0x1fe880808e15ca73!8m2!3d27.7077916!4d85.3153751!16s%2Fg%2F11b6dwfs5m?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwMi4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Bal+Gopaleshwar+(Yamaleshwar)+Mahadev/@27.7077916,85.3128002,17z/data=!4m8!3m7!1s0x39eb19004e9c59b7:0x1fe880808e15ca73!8m2!3d27.7077916!4d85.3153751!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11b6dwfs5m?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwMi4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


毎年恒例のオープニングでは、信者がバル・ゴパール（子供のクリシュナ）とマハデヴ

（死の主ヤマレシュワールとしてのシヴァ）を崇拝するために集まります。  生と死、

遊び心と力を象徴する神々の二重の存在により、この場所は訪れるべき非常に精神的で

文化的に豊かな場所となっています。 
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西暦 1667 年にプラタップ マーラ王によってラニ ポカリの中心部に建設された、白い

シカラ様式の寺院は、土手道を通ってアクセスできる絵のように美しい建造物です。  

周囲の池は寺院の優美な姿を反映しており、静かな雰囲気を高めています。  訪問者は

池の端から寺院の建築と周囲の美しさを一年中鑑賞できますが、バル ゴパレシュワー

ルの真の文化の中心地は、バイ ティカのこの日だけ鼓動します。 
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5.2.1.19 ガーデン・オブ・ジョイでのディナー - デチェリン・ガーデン・レストラン 

(地図、レビュー、Webサイト、メニュー) 

デチェリン ガーデン レストラン (別名ガーデン オブ ジョイ) は、賑やかなトリデヴィ 

サダク (道路) の静かな脇道にひっそりと佇んでいます。  フェアフィールド・バイ・マ

リオット・カトマンズ・ホテルとマグニフィセント ホテルからわずか数メートルの距

離にあります。 

この魅力的なガーデン レストランでは、高品質のチベット料理、ブータン料理、ネパ

ール料理を提供しており、豊富な種類のアルコール飲料とノンアルコール飲料を取り揃

えています。 

サービスはとても良くて気が利いていて、食事の品質と味は素晴らしいです。 

初めてネパールのレストランを訪れる人は、ネパールでは（ここに限らずどこでも）食

事は一から調理され、提供されるまでに時間がかかることに気づくでしょう。 

レストランではクレジットカードをご利用いただけます。 

ぜひお勧めします。 
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https://www.google.com/maps/place/Dechenling+Garden+Restaurant/@27.714892,85.3136531,18.4z/data=!4m6!3m5!1s0x39eb19029cab6f6b:0x99ae03ed89abd859!8m2!3d27.7147224!4d85.3139532!16s%2Fg%2F1xtd__03?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDIxOS4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Restaurant_Review-g293890-d1154238-Reviews-Dechenling_Garden_Restaurant-Kathmandu_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Regi.html
https://www.instagram.com/dechenling.garden/
https://drive.google.com/file/d/1KnkdGW_pDv0Z29J97lB-QMNRzmAfPFqN/view
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5.3 3 日目: ボダナート ストゥーパ エリア、パタン、パタンのダルバール

広場のガイドなしウォーキング ツアー 
今日はもう一つの有名な仏塔、ボダナートから一日を始めます。  その後、パタン(別名

ラリトプール) とパタンのダルバール広場を探索します。  一日の終わりには、ボージ

ャン・グリハで楽しいディナーを楽しみます。  売り切れの場合もあるため、Bhojan 

Grihaではディナーを予約することをお勧めします。  ホテルに電話して予約してもら

えるよう依頼してください。 

 

5.3.1 ボダナート・ストゥーパエリアの探索 

(地図、レビュー) 

カトマンズ北東部の屋根の上にそびえ立つ壮大なボダナート ストゥーパ (ボダナート 

ストゥーパ、ボダ ストゥーパとも綴られます) は、世界最大の球形のストゥーパの 1 

つであり、チベット国外で最も神聖なチベット仏教の地の 1 つです。  巨大な白いドー

ム、象徴的なすべてを見通す仏陀の目、祈りの旗と巡礼者が絶え間なく渦巻くボダナー

トは、精神的な探求者と好奇心旺盛な旅行者の両方を引き付ける、静かでありながら活

気に満ちた雰囲気を提供します。 

ボダナート ストゥーパはカトマンズの中心部から北東に 7 km (4 マイル) 強の場所にあ

ります。ホテルからタクシーまたはパタオを利用してアクセスしてください。 

この記事の執筆時点では、入場料はネパール人以外の訪問者 1 人あたり 400 ルピー

で、現金で支払いました。  面白いことに、南から入る場合はブースで入場料を払わな

ければなりません。  北側の入り口は警備がされていないので、そこに行けば無料で入

場できる可能性があります。 
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https://www.google.com/maps/place/Buddha+Stupa/@27.7214694,85.3594601,777m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb1bda4a951f0f:0x3ddabb234891c3bd!8m2!3d27.7214694!4d85.362035!16zL20vMGRyNHBm?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g293890-d1963559-Reviews-Boudhanath_Stupa-Kathmandu_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html














 
 
目的と宗教的役割 

この僧院は、1985 年にチョブゲ トリチェン リンポチェによって設立されました。彼

はチベット仏教サキャ派で最も尊敬されるラマ僧の 1 人であり、サキャ族の伝統の長

である第 41 代サキャ トリジンを務めました。  チョブゲ・トリチェン・リンポチェは

ダライ・ラマの精神的な教師であり側近でもありました。 

 
ジャムチェン・ラカン僧院は以下の役割を果たしています。 

• 仏教教育と精神修行のセンター、 

• 僧侶たちの住居で、その多くはチベット難民またはチベットの伝統を信奉するネ

パール人です。 

• また、地元の信者が祈り、教え、宗教的な祭りのために集まるコミュニティ ス

ペースでもあります。 

この僧院は、特にチベット暦の重要な日には、訪問者に開かれた祈りの儀式、法会、瞑

想の実践にも積極的な役割を果たしています。 

 
ジャムチェン・ラカンの見どころ 

• チベットの伝統的な芸術作品、彫像、色とりどりの祈祷旗で飾られた金色の屋

根の寺院。 

• 高さ 12 m (40 フィート) の金箔を施した弥勒仏像。未来の仏陀としても知られ

ています。  この印象的な人物は、複雑な装飾と伝統的なチベット仏教の図像で

飾られた、僧院の主要な祈り場の中心となっています。  この像は、仏法を刷新

し、将来の世代に啓発をもたらすために待望の弥勒菩薩の到来を表しています。 

• 美しいカラフルな壁画とアイドル 

• 入口近くの美しく装飾された別室にある大きなマニ車 (高さ 5 m 以上) は自分で

回すことができます。  マニ車はチベット仏教の実践に不可欠であり、マニ車を

回すことは、マニ車に刻まれたマントラを口頭で唱えることと同等であるという

信念を体現しています。この行為は、知恵と功徳（良いカルマ）を蓄積し、否定

的なものを浄化すると考えられています。 
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7 = ZXQリンク 0ZXQクンベシュウォル・ヒティとコンティ・プク・ヒティ 

8 = ZXQリンク 0ZXQアショク仏塔 

9 = ZXQリンク 0ZXQパタンのダルバール広場 

 

 
9 = ZXQリンク 0ZXQパタンのダルバール広場 

10 = ZXQリンク 0ZXQビショカルマ寺院 

11 = ZXQリンク 0ZXQマハーブッダ寺院 

12 = ZXQリンク 0ZXQオク・バハル・ルドラ・ヴァルナ・マハヴィハル 
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https://www.google.com/maps/dir/Patan+Durbar+Square,+Lalitpur,+Nepal/Bishokarma+Temple+(%E0%A4%B5%E0%A4%BF%E0%A4%B6%E0%A5%8D%E0%A4%B5%E0%A4%95%E0%A4%B0%E0%A5%8D%E0%A4%AE%E0%A4%BE+%E0%A4%A6%E0%A5%8D%E0%A4%AF%E0%A5%87:%E0%A4%97),+Tichhu+galli,+Lalitpur,+Nepal/Mahabouddha+Temple,+Lalitpur,+Nepal/Oku+Bahal+Rudra+Varna+Mahavihar,+Lalitpur,+Nepal/@27.6705778,85.3232401,778m/data=!3m2!1e3!4b1!4m26!4m25!1m5!1m1!1s0x39eb19c50daa2fb1:0x6f197fa38097b530!2m2!1d85.3253211!2d27.6726981!1m5!1m1!1s0x39eb19e01f2abb8d:0x4270f503a12ad430!2m2!1d85.3242042!2d27.6720587!1m5!1m1!1s0x39eb19db17b28aff:0x4ca5e79d4d50ffd3!2m2!1d85.3271105!2d27.6689586!1m5!1m1!1s0x39eb19db05ba1a45:0x918d0c910e0d1ee!2m2!1d85.3271945!2d27.6682072!3e2?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




門」と訳されます。歴史的に、この門は城壁都市パタンの南の入り口を示し、商人、巡

礼者、王族をカトマンズ渓谷で最も芸術的に活気のある都市の 1 つに導きました。 
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ピンバハル プクという名前はネワール語に由来しており、「プク」は「池」を意味し、

「ピンバハル」は周囲の地域を指します。  「ピンバハル」自体は、火や暖かさに関連

する用語「ピム」に由来すると考えられており、おそらく歴史的な火災事件、またはか

つて近くで崇拝されていた火の神を指していると考えられています。  まとめると、ピ

ンバハル プクとは単に「ピンバハルの池」を意味します。 

 
実用性、美、そして儀式の場 

ピンバハル プクの歴史は数世紀に遡り、その存在を通じてさまざまな目的を果たして

きました。  元々は伝統的な貯水池として建設され、おそらく 14 世紀に建設されたこ

の池は、家庭用、農業用、特に祭りや寺院の行事の際の儀式の浄化に水を供給するのに

役立ちました。 

時間が経つにつれ、ピンバハル プクはコミュニティの拠点へと進化し、地元の人々が

リラックスしたり、魚に餌をあげたり、都会の混乱から逃れるためにやって来ます。  

その穏やかな水面には、湖の中にあるピンバハル ポカリ クリシュナ寺院が映り、スピ

リチュアルな雰囲気を高めています。 

 
池にまつわる伝説 

ピンバハル プクの建設にまつわる興味深い伝説があります。  最も人気のある 2 つの伝

説を次に示します。 

• ラーキー家の伝説: ネパールの民間伝承によると、現在池がある場所は、かつて

はいたずら好きのラーキー (悪魔の一種) が出没する空き地でした。これらのラ

キーは毎晩騒ぎを起こし、子供たちを怖がらせたり、家に侵入したりしまし

た。彼らのふざけた態度に腹を立てた、魔法の力を持っていたガヤ・バジェと

いう名前の地元住民が介入することに決めました。彼はその力を使ってラクヘ

イ家を支配し、彼らに池を掘るように命じた。地面が存在する限り、ラーキー

家は破壊的な行動を続けるが、地面が水で満たされたら立ち去るだろうと信じ

られていた。したがって、ガヤ・バジェの支配下にあるラクヘイ家がピンバハ

ル・プクを建設したと言われている。 

• ラーキーの愛: 別の伝説では、より心温まる物語が伝えられています。当時ラリ

トプルには池がなく、蛇口が枯れてしまうため、ラキーさんの妻は冬の間、水
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3) カドチェリ 

カドチェリ (カチェリまたはカドチェリとも綴られます) は、慈悲の菩薩として知られ

る仏教の神、観世音菩薩の一形態です。  この特定の現れでは、カドチェリは四腕の観

音菩薩 (Chaturbhuja Avalokitesvara) として表され、カトマンズ渓谷のネワール仏教

の伝統で特に崇拝されています。 

カドチェリという名前は、チベット仏教またはネワール仏教の文脈に由来しており、そ

こではこの形が保護者および慈悲の象徴として一般に崇拝されています。 

 
カドチェリの図像 

カドチェリは通常、4 本の腕を持って描かれ、それぞれが象徴的な物体を保持していま

す。 

• 片方の手はアンジャリ ムドラ (祈りのしぐさ) で心臓で結ばれます。 

• 片手にはロザリオ（数珠）を持ち、継続的な祈りを象徴しています。 

• もう一方は、純粋さと精神的な目覚めを表す蓮の花を持っています。 

この平和で穏やかな姿は慈悲の心を行動で体現することを意図しており、マントラ、特

に有名な「オム マニ パドメ フム」の暗唱と関連付けられることがよくあります。 

 
ネワール仏教における役割 

ネワール金剛乗仏教の伝統において、カドチェリは日々の献身と儀式生活において中心

的な位置を占めています。  カドチェリの像や彫像は、カトマンズ渓谷の多くのマハヴ

ィハール (仏教僧院)、特にパタンとバクタプルで見ることができます。 
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5.3.2.4 仏像 

(地図、レビュー) 

ニャカチョクはパタンにある広場で、美しい仏像、いくつかのミニ仏塔、マニ車、いく

つかの宗教的な神社があります。 

 
記録された歴史的文書はないようです。この広場はただ存在しており、探索するのを待

っています。 
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https://www.google.com/maps/place/Buddha+Statue/@27.6765483,85.3201304,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19c8b6064661:0x2053a5f002240e08!8m2!3d27.6765483!4d85.3227053!16s%2Fg%2F1tdwt2cg?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Buddha+Statue/@27.6765483,85.3227053,778m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb19c8b6064661:0x2053a5f002240e08!8m2!3d27.6765483!4d85.3227053!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tdwt2cg?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.3.2.5 ナグバハル 

(地図、レビュー) 

ナグバハルは歴史的な仏教僧院の中庭で、その起源はおそらく 8 世紀にまで遡りま

す。  壁の後ろに隠された典型的な修道院とは異なり、ナグバハルはオープンで活発な

コミュニティ スペースです。修道院はとうの昔に消滅し、豪華なネワール建築に取っ

て代わられています。 
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https://www.google.com/maps/place/Ilanani/@27.6753337,85.3242684,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb19003a1d06b5:0x122f9d11a3e6e6c8!8m2!3d27.6753346!4d85.3243732!16s%2Fg%2F11vm85sgjc?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Ilanani/@27.6753337,85.3242684,49m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb19003a1d06b5:0x122f9d11a3e6e6c8!8m2!3d27.6753346!4d85.3243732!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11vm85sgjc?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
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ヒランヤ ヴァルナ マハヴィハールという名前はサンスクリット語に由来しています。 

• ヒランヤは「金」を意味します 

• ヴァルナは「色」または「外観」を意味します 

• マハヴィハールとは「偉大な修道院」を意味する 

この名前は全体的に「黄金色の大修道院」と訳せますが、これは寺院の輝く黄金の外観

を直接指しており、渓谷の他の伝統的な中庭とは一線を画しています。 

 
深いルーツを持つ生きた修道院 

12 世紀におそらくバスカール ヴァルマン王によって建てられたと考えられているヒラ

ンヤ ヴァルナ マハーヴィハールは、1000 年近くにわたってネワール金剛乗仏教の重

要な中心地であり続けています。  古いものにもかかわらず、この僧院は今も活動して

おり、地元のサンガ (仏教共同体) によって維持管理されており、毎日の儀式、世話、

儀式の義務が厳格に守られています。 

 
地元の伝説によると、ヒランヤ ヴァルナ マハヴィハールの場所が選ばれたのは、ネズ

ミが猫を追いかけているのが目撃された場所だったためです。これは自然の通常の順序

の逆転です。 

この奇妙な光景は、当時の精神的指導者によって、カルマの逆転、自然の階層構造の克

服、そして不可能が可能になる場所を象徴する強力な前兆として解釈されました。  仏

教哲学では、このような現象は深い霊的エネルギーの現れ、または原因と結果の通常の

サイクルの断絶として見なされ、その場所が祝福されていた、または霊的に強力であっ

たことを示唆しています。 

その結果、ここはマハーヴィハール（大僧院）を設立するのに縁起の良い場所とみなさ

れました。  その後、まさにその場所に寺院が建てられ、何世紀にもわたって金剛乗仏

教の中心地として崇拝されるようになりました。 

この伝説に従って、寺院ではネズミに餌が与えられました。この習慣は、起源の物語へ

の敬意としてだけでなく、慈悲と非暴力という仏教の価値観に沿って、すべての生き物

に対する敬意の表れとして、1990 年代後半まで続きました。  ネズミやその糞は見ら

れませんでしたが、この習慣が今でも守られているかどうかはわかりません。 
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5.3.2.7 クンベシュウォル ヒティとコンティ プク ヒティ 

(クンベシュワーウォーターストーン注ぎ口：地図、レビュー) 

(コンティ・プク・ヒティ:地図、レビュー) 

Kumbheshwor Hiti と Konti Pukhu Hiti は、通り (Kwalakhu Road) の向かい側にあ

る 2 つの伝統的な石造りの噴水口です。 

 

  
 

  
 
クンベシュウォル ヒティは、ヒマラヤの聖なる湖ゴサインクンダにつながっていると

信じられている神聖な泉で、カトマンズ渓谷で最も霊的に重要な石の噴出口の 1 つと

なっています。 

 
クンベシュウォルという名前は、サンスクリット語で水壺を意味する「クンバ」と、シ

ヴァ神を指す神または主を意味する「イシュウォル」に由来しています。  この石の注

ぎ口は、カトマンズ渓谷でシヴァ神を祀る最古の寺院の 1 つであるクンベシュウォル 

マハデヴ寺院の敷地内にあります。  地元の信仰によれば、注ぎ口を流れる水は神聖で

あり、シヴァ神と深い関わりのある氷河湖であるゴサインクンダの神聖なエネルギーを

運んでいるそうです。 

 
他の伝統的なヒティと同様に、ネワール族の神々や宗教的シンボルを描いた石の吐水口

を飾る精巧な彫刻を鑑賞してください。 
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https://www.google.com/maps/place/Kumbheshwor+water+stone+spout/@27.6767539,85.3255645,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb195d9d632cc5:0x58603bcd8121ba4b!8m2!3d27.6767383!4d85.3257238!16s%2Fg%2F11nwxc5xgn?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Kumbheshwor+water+stone+spout/@27.6767539,85.3255645,49m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb195d9d632cc5:0x58603bcd8121ba4b!8m2!3d27.6767383!4d85.3257238!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11nwxc5xgn?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/%E0%A4%95%E0%A5%8D%E0%A4%B5%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A4%E0%A5%80+%E0%A4%AA%E0%A5%81%E0%A4%96%E0%A5%82%E0%A4%83+%E0%A4%B9%E0%A4%BF%E0%A4%9F%E0%A5%80+Konti+Pukhu+Hiti/@27.6767024,85.3258056,85m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb19430d55c1c1:0xb4772cb76e8a38c9!8m2!3d27.6767168!4d85.3260547!16s%2Fg%2F11vbcpqwwr?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/%E0%A4%95%E0%A5%8D%E0%A4%B5%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A4%E0%A5%80+%E0%A4%AA%E0%A5%81%E0%A4%96%E0%A5%82%E0%A4%83+%E0%A4%B9%E0%A4%BF%E0%A4%9F%E0%A5%80+Konti+Pukhu+Hiti/@27.6767024,85.3258056,85m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb19430d55c1c1:0xb4772cb76e8a38c9!8m2!3d27.6767168!4d85.3260547!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11vbcpqwwr?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




5.3.2.8 アショク仏塔 

(地図、レビュー) 

アショーカ王仏塔の名前は、紀元前 3 世紀のインドのマウリヤ朝の統治者であり、南

アジア全域に仏教を広める上で重要な役割を果たしたアショーカ王に由来しています。

地元の伝統によると、アショーカ王は紀元前 250 年に娘のチャルマティとともにカト

マンズ渓谷を訪れ、滞在中にこの地域における仏教の存在を示すためにパタンの要衝と

パタンの中心に 5 つの仏塔を建立しました。 
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https://www.google.com/maps/place/Ashok+Stupa+,North+(Ibahi:Thur)/@27.6770837,85.3249715,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19c69757c64d:0x7c1c9100b158f554!8m2!3d27.6770837!4d85.3275464!16s%2Fg%2F1tlbgztb?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Ashok+Stupa+,North+(Ibahi:Thur)/@27.6770837,85.3249715,17z/data=!4m8!3m7!1s0x39eb19c69757c64d:0x7c1c9100b158f554!8m2!3d27.6770837!4d85.3275464!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tlbgztb?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
 
混乱を避けるために、現在アショーカ王塔と呼ばれている仏塔は、パタンにある 5 つ

のアショカ王塔のうちの 1 つである北アショカ王塔です。 

パタン（ラリトプル）の 5 つのアショーカ王の仏塔は次のとおりです。 

1. テタ (東仏塔) –グワルコにあります。 

2. プルチョーク(西仏塔) – プルチョークにあります。 

3. ラガンケル(南仏塔) – ラガンケルにあります。 

4. イバヒ (北仏塔) –テタバヒエリアにあり、しばしばアショク仏塔と呼ばれます。 

5. パタンのダルバール広場 (中央仏塔) – この仏塔はもう存在しない可能性があり

ます。  一部の学者は、現在失われたか再建された仏塔が、ヒランヤ ヴァルナ 

マハヴィハールまたはパタンの別の中心点の近くまたはその場所に存在していた

と信じています。 

 
礼拝と平和の場所 

ボダナート・ストゥーパやスワヤンブナートほど壮大でも華やかでもありませんが、ア

ショク仏塔は地元の人々の心の中で特別な場所を占めています。  住宅や小さな神社に

囲まれたこの場所は、生きた記念碑として残っており、今でもコミュニティによって祈

り、瞑想、小規模な儀式に使用されています。  信者は仏塔の周りを時計回りに歩き回

り、マニ車を回したりマントラを唱えたりすることがよくあります。 

 
歴史的および文化的意義 

この仏塔は紀元前 3 世紀頃に建てられたと考えられていますが、現在の形状は何世紀

にもわたる定期的な修復を反映しています。  シンプルな半球形のドーム、四角いハル

ミカ、中央の尖塔は伝統的な仏教建築様式に従っています。この場所は精神的に重要で

あるだけでなく、ネパールとインド仏教の伝統との初期のつながりの象徴としても機能

します。 
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https://www.google.com/maps/place/Ashoka+Stupa,+East+(Tetathur)/@27.6653253,85.333308,778m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19e736b59793:0xe98cad4e6a913592!8m2!3d27.6653253!4d85.3358829!16s%2Fg%2F1td1hdcz?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Ashok+Stupa+West+(Pucho:+Thur)/@27.6771339,85.3134413,778m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19cb7436e0e7:0x9d1d4a2e7b06c94!8m2!3d27.6771339!4d85.3160162!16s%2Fm%2F0472hht?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Ashok+Stupa+,+South+(Lagan:Thur)+Lagankhel+%E0%A4%85%E0%A4%B6%E0%A5%8B%E0%A4%95+%E0%A4%B8%E0%A5%8D%E0%A4%A4%E0%A5%82%E0%A4%AA+,+%E0%A4%A6%E0%A4%95%E0%A5%8D%E0%A4%B7%E0%A4%BF%E0%A4%A3+(%E0%A4%B2%E0%A4%97%E0%A4%A8:%E0%A4%A5%E0%A5%82%E0%A4%B0)+%E0%A4%B2%E0%A4%97%E0%A4%A8%E0%A4%96%E0%A5%87%E0%A4%B2/@27.6648908,85.3184435,778m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19d0ae027e03:0xaeda34d9ca6d9710!8m2!3d27.6648909!4d85.3233144!16s%2Fg%2F11cs1scwzy?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Ashok+Stupa+,North+(Ibahi:Thur)/@27.6770837,85.3249715,778m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19c69757c64d:0x7c1c9100b158f554!8m2!3d27.6770837!4d85.3275464!16s%2Fg%2F1tlbgztb?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




一部の建物は訪問者に公開されています。  営業時間は店舗によって異なりますが、通

常は午前 9時から午後 6時まで営業しています。 

 
 
 
次の地図は、パタンのダルバール広場の観光スポットを示しています。 

 
A =ビムセン・マンディル 

B =ヴィシュワナート寺院 

C =マニマンダプ D =マンガ・ヒティ 

E =マニ・チャイティヤ 

F = ZXQリンク 0ZXQクリシュナ マン

ディル 

G =パタン博物館 

H =チャール ナラヤン寺院 

I =シッディ ナルシン マーラ王像 

J =ヨグナレンドラ・マーラ王像 

K =タレジュ・ベル 

L = ZXQリンク 0ZXQマル・チョーク 

M =ガネーシャ像 

N =ナルシンハとハヌマーンの像 

O =マハラニ・ヒティ 

P =チャシン・デワル 
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5.3.2.9.B ヴィシュワナート寺院 

(地図、レビュー) 

ヴィシュワナート寺院の名前の由来 

「ヴィシュワナート」という名前は、「宇宙の主」を意味するサンスクリット語に由来

しており、この称号は宇宙の姿をしたシヴァ神によく関連付けられています。  この寺

院は、インドのバラナシにある有名なヴィシュワナート寺院にちなんで名付けられ、シ

ヴァ神への広範な信仰とネパールとインド亜大陸の間の文化的なつながりを反映してい

ます。 

 

 
 
ヴィシュワナート寺院の歴史と建築 

パタンのヴィシュワナート寺院は、1627 年のシッディ ナルシン マーラ王の治世中に

建設されました。この時代は、この地域における芸術的および建築的偉業が顕著でし

た。  古典的なネワール パゴダ スタイルで建てられたこの寺院は、2 層の屋根、精巧な

彫刻が施された木製の支柱、ドアや窓を飾る複雑な金属細工が特徴です。 

一対の石の象が入り口を守っており、重要な寺院の典型的な特徴であり、強さと保護を

象徴しています。  寺院の外観には、瞑想中のシヴァ神や宇宙のダンサーであるナタラ

ージャの姿など、シヴァ神の詳細な描写が展示されています。 

 
ヴィシュワナート寺院の宗教的および文化的重要性 

ヴィシュワナート寺院は、ヒンズー教の信者、特にシャイヴィズムに熱心な信者の活発

な礼拝の場として機能しています。  神社では定期的に花や米、線香などが供えられま

す。  マハ シヴァラートリなどの重要な祭りの期間中、この寺院には市内各地から多く

の参拝者が集まります。 
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https://www.google.com/maps/place/Vishwanath+Temple/@27.6735205,85.324983,74m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb19c59ece99a9:0x748fd7a1231a873c!8m2!3d27.6736383!4d85.3250864!16s%2Fg%2F1vwlmk1r?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Vishwanath+Temple/@27.6735205,85.324983,74m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb19c59ece99a9:0x748fd7a1231a873c!8m2!3d27.6736383!4d85.3250864!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1vwlmk1r?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.3.2.9.C マニマンダプ 

(地図) 

ヴィシュワナート寺院の通りを挟んだ東側に、マニ マンダパまたはジュエル パビリオ

ンとして知られる 2 つの同一のパビリオンがあります。 

これらの建造物はヨガナレンドラ マーラ王の治世中に建設されたと考えられており、

その起源は 1758 年頃であると碑文に記されています。 

古代には、このようなマンダパは王室の戴冠式、一般謁見、宗教儀式に使用され、主要

な行事の際に王や司祭が人々と交流できる公開パビリオンとして機能しました。 

 

  
 
マニマンダプの名前の由来 

「マニマンダプ」という名前はサンスクリット語に由来しています。 

• 「マニ」とは宝石、貴重品という意味です。 

• 「マンダプ」とはパビリオンや儀式場を指します。 

マニマンダプを合わせて「宝石パビリオン」と解釈できます。 

マニマンダプには地元の興味深い伝説があります。かつてこれらのパビリオンの天井か

ら貴重な宝石が落ち、「宝石パビリオン」という名前が生まれたと言われています。  

残念ながら今日は宝石は落ちませんが、この物語はパビリオンに神秘的な雰囲気を加え

ています。 

 
マニマンダプの建築上の特徴 

この構造は、周囲にそびえ立つ塔とは対照的に、盛り上がった石の基礎、木の柱、平ら

な屋根を特徴としています。  形のシンプルさは、ネワールの職人技の特徴である木彫

りや装飾モチーフの細かいディテールによってバランスが取れています。 

 
現在、どちらのマニマンダプ パビリオンも、地元の人々にも観光客にも同様に人気の

休憩スポットとなっており、人々はここに座ってリラックスしたり、広場の日常生活を

観察したり、周囲の記念碑の眺めを楽しんだりすることがよくあります。 
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https://www.google.com/maps/place/27%C2%B040'25.1%22N+85%C2%B019'31.0%22E/@27.673639,85.3246413,194m/data=!3m2!1e3!4b1!4m4!3m3!8m2!3d27.673639!4d85.325285?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.3.2.9.D マンガ・ヒティ 

(地図、レビュー) 

マンガ ヒティは、カトマンズ渓谷で最も古く、最も美しく保存されている石の噴出口 

(ヒティ) の 1 つです。  この歴史的な噴水は単なる実用的な水源ではなく、何世紀にも

わたるネワールの工学、芸術、都市計画を反映しています。 

 

  
 

 
 
マンガ・ヒティの名前の由来 

「マンガ ヒティ」という名前は、次の 2 つのネパール語から来ています。 

• 「マンガ」とは、地元の地域、またはその建設に関係した寄付者や高官を指す可能

性があります。 

• 「ヒチ」とは、渓谷にある古代の公共水道システムの一部である石の水の注ぎ口を

意味します。 

この名前は、何百年もパタンの住民にサービスを提供してきた地域の水源を指します。 
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https://www.google.com/maps/place/Manga+Hiti+%F0%91%90%A9%F0%91%90%92%F0%91%91%82%F0%91%90%90%F0%91%91%85+%F0%91%90%B4%F0%91%90%B6%F0%91%90%9F%F0%91%90%B6+%E0%A4%AE%E0%A4%99%E0%A5%8D%E0%A4%97%E0%A4%83+%E0%A4%B9%E0%A4%BF%E0%A4%A4%E0%A4%BF/@27.673639,85.3246413,194m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb193fab554aa7:0xad128f4a51de6149!8m2!3d27.6736232!4d85.3254327!16s%2Fg%2F11t7mv0b0n?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Manga+Hiti+%F0%91%90%A9%F0%91%90%92%F0%91%91%82%F0%91%90%90%F0%91%91%85+%F0%91%90%B4%F0%91%90%B6%F0%91%90%9F%F0%91%90%B6+%E0%A4%AE%E0%A4%99%E0%A5%8D%E0%A4%97%E0%A4%83+%E0%A4%B9%E0%A4%BF%E0%A4%A4%E0%A4%BF/@27.673639,85.3246413,194m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb193fab554aa7:0xad128f4a51de6149!8m2!3d27.6736232!4d85.3254327!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11t7mv0b0n?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




5.3.2.9.E マニ・チャイティヤ 

(地図、レビュー) 

マンガ・ヒティのすぐ後ろに、白いミニ仏塔、チャイティヤが見えます。 

マニ チャイティヤは、4 つの黄金のマニ車 (マニ ホイールとして知られています) を収

容する仏教の仏塔です。 

 

 
 
マニ・チャイティヤの名前の由来 

「マニ」という用語は車輪に刻まれたマントラまたは神聖な言葉を指し、「チャイティ

ヤ」は仏舎利塔、仏陀の遺物やその他の神聖な品物を収めた記念碑を指します。  マニ

車は伝統的に巡礼者によって献身的な実践の一環として回転されており、回転するたび

にポジティブなエネルギーと精神的な祝福が送られると信じられています。 

「マニ」には「宝石」や「宝石」という意味もあることを指摘しなければなりません。

マニ・チャイティヤの場合、それは特にマントラやマニ車の神聖な音節の碑文を指しま

す。 

 
マニ・チャイティヤの歴史 

パタンのダルバール広場にあるマニ チャイティヤはリチャヴィの起源であると考えら

れており、その起源はおそらく西暦 6 世紀または 7 世紀にまで遡ります。  カトマンズ

渓谷の多くの古代遺跡と同様、パタンが仏教芸術と建築の中心地であったマラ時代に改

修または強化されたと考えられます。 
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https://www.google.com/maps/place/Mani+Chaitya+(%E0%A4%AE%E0%A4%A3%E0%A4%BF+%E0%A4%9A%E0%A5%88%E0%A4%A4%E0%A5%8D%E0%A4%AF)/@27.6736944,85.3253173,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb190aa13394c3:0xb679562ce3290dc5!8m2!3d27.6735677!4d85.3254951!16s%2Fg%2F11j2w7cgd6?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Mani+Chaitya+(%E0%A4%AE%E0%A4%A3%E0%A4%BF+%E0%A4%9A%E0%A5%88%E0%A4%A4%E0%A5%8D%E0%A4%AF)/@27.6736944,85.3253173,49m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb190aa13394c3:0xb679562ce3290dc5!8m2!3d27.6735677!4d85.3254951!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11j2w7cgd6?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.3.2.9.F クリシュナ・マンディール 

(地図、レビュー) 

パタンのダルバール広場にある多くの歴史的な寺院の中でも、クリシュナ マンディル

は、そのユニークな建築、複雑な彫刻、そして深い宗教的意義で際立っています。  17 

世紀初頭に完全に石で建てられたこの寺院は、ネパールのシカラ様式の寺院建築の最も

優れた例の 1 つであり、それ以外の場合は階段状の塔の建造物が大半を占める渓谷で

は珍しいものです。 
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https://www.google.com/maps/place/Krishna+Mandir/@27.6735569,85.3249561,85m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb19c59efe8fe7:0xd8b03b0a1809bbfb!8m2!3d27.673565!4d85.3249533!16s%2Fg%2F1tj99dtz?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Krishna+Mandir/@27.6735569,85.3249561,85m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb19c59efe8fe7:0xd8b03b0a1809bbfb!8m2!3d27.673565!4d85.3249533!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tj99dtz?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
 
クリシュナ・マンディールの名前の由来 

クリシュナ マンディールという名前は「クリシュナの寺院」を意味し、マハーバーラ

タの知恵、魅力、英雄的な功績で知られる最愛のヒンズー教の神、クリシュナ神を讃え

ています。  マハーバーラタは、古代インドの二大サンスクリット叙事詩のうちの一つ

で、もう一つはラーマーヤナです。  マハーバーラタの核心は、クール氏族が統治する

王国、ハスティナプラの王位をめぐる王朝闘争の物語です。  この紛争は、パーンダヴ

ァ家（5 人の兄弟）とカウラヴァ家（100 人の兄弟）という 2 つのいとこグループの間

で行われています。  この闘争は、大規模で壊滅的な戦いであるクルクシェートラ戦争

で最高潮に達します。  『マハーバーラタ』には、幅広い哲学的、宗教的教え、神話、

伝説、道徳的ジレンマが含まれています。  ダルマ（義務、正義）、カルマ、そして人

間性の複雑さのテーマを探求します。 

 
地元の伝統によると、シッディ ナルシン マーラ王 (在位 1619 ～ 1661 年) は、夢の中

でクリシュナとその配偶者ラダが現在寺院が建っているまさにその場所に立っているの

を見た後、この寺院を建設するように命じました。 

 
クリシュナ マンディールのユニークな建築と象徴性 

1637 年に建設された (一部の資料によると 1667 年ではない) クリシュナ マンディール

は、すべて精巧な彫刻が施された石で建てられており、北インドのシカラ様式に倣い、

周囲のネワール様式の建物とはっきりと対照を成すそびえ立つデザインとなっていま

す。  この寺院には 3 つの物語があり、それぞれが異なる神々に捧げられています。 

• 1 階はクリシュナ神を讃え、マハーバーラタの場面を描いた石のフリーズが飾られ

ています。 

• 2階はシヴァ神に捧げられています。 

• 3 階にはロケシュワール (観音菩薩) が祀られており、カトマンズ渓谷のヒンドゥー

教と仏教の伝統の調和した融合を反映しています。 
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壁や柱は複雑な彫刻で飾られ、熟練の職人技が光り、ヒンズー教の叙事詩の物語が描か

れています。 

 
 
クリシュナ マンディール - 生きた礼拝の場 

クリシュナ マンディールは単なる史跡ではありません。今でも現役の寺院です。  クリ

シュナの誕生を祝う毎年恒例の祝典「クリシュナ ジャンマシュタミ」の期間中は、何

千人もの信者が集まり、夜遅くまで祈りを捧げ、賛美歌を唱えます。 
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5.3.2.9.G パタン博物館 

(地図、レビュー) 

パタン博物館は、ネパールの豊かな芸術、宗教、建築遺産を生き生きと蘇らせる文化

の宝です。美しく修復されたかつてのマッラ王の王宮内にあるこの博物館は、ヒンド

ゥー教と仏教の芸術、伝統的な職人技、カトマンズ渓谷の歴史に興味のある旅行者に

とって必見の場所です。 

 

  
 

    
 

188

https://www.google.com/maps/place/Patan+Museum/@27.6734464,85.3252088,97m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb19c5a747fba5:0x8422c2c36932c5b!8m2!3d27.6733773!4d85.3253361!16s%2Fm%2F04cdb88?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g315764-d310829-Reviews-Patan_Museum-Patan_Lalitpur_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html








5.3.2.9.I シッディ ナルシン マーラ王像 

(地図) 

シッディ ナルシン マーラ王の像は、街で最も影響力のある統治者の 1 人に敬意を表し

て立っています。  マーラ王朝の黄金時代の重要人物であるシッディ ナルシン マーラ

は 1619 年から 1661 年まで統治し、並外れた芸術、建築、精神的な後援という遺産を

残しました。 

 

  
 
シッディ・ナルシン・マーラ王とは誰ですか? 

シッディ ナルシン マーラは敬虔なヒンズー教の王であり、パタンを宗教と文化の繁栄

の中心地に変えた先見の明のある建設者でした。  彼の最も有名な建築上の功績は、

1637 年に完全に石で建てられたランドマーク寺院、クリシュナ マンディールです。こ

れは、一般にレンガと木材が好まれるネパールの寺院建築では珍しいものです。 

彼は芸術的後援だけでなく、精神的な献身、外交、そしてカトマンズ盆地のネワール文

明の発展への貢献でも記憶されています。 

 
シッディ ナルシン マーラ王の像は、座って祈りの姿勢をとっている王を描いており、

彼の深い信仰心と謙虚さを象徴しています。 

クリシュナ マンディルや彼の治世に起因するとされるその他の建造物の近くにその遺

跡が配置されていることから、パタンの中心部における彼の永続的な存在を思い出させ

ることができます。 
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https://www.google.com/maps/place/27%C2%B040'24.8%22N+85%C2%B019'30.2%22E/@27.673568,85.3244143,194m/data=!3m2!1e3!4b1!4m4!3m3!8m2!3d27.673568!4d85.325058?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.3.2.9.J ヨグナレンドラ・マーラ王像 

(地図、レビュー) 

パタンのダルバール広場の中心部にある高い石柱に優雅にそびえ立つヨグ ナレンドラ 

マーラ王の像は、広場で最も象徴的な記念碑の 1 つです。  このエレガントなブロンズ

像は 18 世紀初頭に作られ、その治世 (1684 ～ 1705 年) がパタンの文化的および建築

的輝かしい時代を特徴づけた、愛されるマーラ王を讃えています。 

 

    
 
ヨグナレンドラ・マーラ王像 - 青銅で不滅の王 

この像は、王の死のわずか 5 年前の 1700 年に建てられました。  この作品には、マー

ラ王の王の神である神聖なタレジュ寺院に向かって、ひざまずいて祈りの姿勢をとって

いるヨグ・ナレンドラ・マーラ王が描かれています。  彫像の精緻な職人技は、王室の

威厳と精神的な献身、つまりマッラ王朝に深く根ざした価値観の両方を反映していま

す。 

ヨグ・ナレンドラという名前は、精神的な規律や結合を示唆する「ヨグ」と、精神的に

導かれた君主としての彼の役割を反映した王または支配者を意味する「ナレンドラ」を

組み合わせたものです。 

 
ヨグナレンドラ・マッラ王像 - 伝説が詰まった柱 

この像は高い一枚岩の柱の上に鎮座しており、その上部には地元の伝説の重要な部分で

あるコブラと小鳥が飾られています。  伝統によれば、コブラは王の魂を守るために置

かれ、この鳥が像の上に留まる限り、王の魂はパタンを見守り続けると言われていま

す。 
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https://www.google.com/maps/place/King+Yognarendra+Malla%E2%80%99s+statue,+%E0%A4%AF%E0%A5%8B%E0%A4%97%E0%A4%A8%E0%A4%B0%E0%A5%87%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A6%E0%A5%8D%E0%A4%B0+%E0%A4%AE%E0%A4%B2%E0%A5%8D%E0%A4%B2+%E0%A4%B8%E0%A5%8D%E0%A4%A4%E0%A4%82%E0%A4%AD/@27.6735394,85.3244172,194m/data=!3m1!1e3!4m16!1m9!3m8!1s0x39eb19f9d1a269bf:0xe26ae64e89faa2c!2sGaruda+statue+column!8m2!3d27.6735394!4d85.3250609!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11h5k2nqzs!3m5!1s0x39eb1990829f2bbd:0x36740936b65f02df!8m2!3d27.6732526!4d85.3250435!16s%2Fg%2F11h58fwhx3?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/King+Yognarendra+Malla%E2%80%99s+statue,+%E0%A4%AF%E0%A5%8B%E0%A4%97%E0%A4%A8%E0%A4%B0%E0%A5%87%E0%A4%A8%E0%A5%8D%E0%A4%A6%E0%A5%8D%E0%A4%B0+%E0%A4%AE%E0%A4%B2%E0%A5%8D%E0%A4%B2+%E0%A4%B8%E0%A5%8D%E0%A4%A4%E0%A4%82%E0%A4%AD/@27.6735394,85.3244172,194m/data=!3m1!1e3!4m18!1m9!3m8!1s0x39eb19f9d1a269bf:0xe26ae64e89faa2c!2sGaruda+statue+column!8m2!3d27.6735394!4d85.3250609!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11h5k2nqzs!3m7!1s0x39eb1990829f2bbd:0x36740936b65f02df!8m2!3d27.6732526!4d85.3250435!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11h58fwhx3?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D






5.3.2.9.L マル・チョーク 

(地図、レビュー) 

パタンのダルバール広場、ムル チョークは、旧王宮マラ宮殿で最大かつ最も重要な中

庭です。 

 

  
 

  
 
マル・チョークの名前の由来 

「ムルチョーク」という名前は、ネパール語で「メインの中庭」を意味します。  ここ

はパタンのマラ王宮の中心空間として機能し、宗教儀式、王室儀式、重要な宮廷行事が

開催されました。  「ムル」という言葉が示すように、この中庭は管理面でも精神面で

も宮殿生活の中心でした。 
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https://www.google.com/maps/place/Mul+Chowk/@27.6730129,85.3249099,74m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb19c57343c909:0xd533aed63bc05d5d!8m2!3d27.6729158!4d85.3251921!16s%2Fg%2F1td9nypm?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Mul+Chowk/@27.6730129,85.3249099,74m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb19c57343c909:0xd533aed63bc05d5d!8m2!3d27.6729158!4d85.3251921!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1td9nypm?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


マルチョークの歴史と建築と使用 

マル チョークはマラ時代、おそらく 17 世紀に建設されました。  正確な建設時期は明

確に記録されていませんが、歴史的および建築的証拠は、シッディ ナルシン マーラ王 

(在位 1619 ～ 1661 年) がその発展に貢献したことを示唆しています。 

ムル チョークはネワール建築の見事な一例で、複雑な彫刻が施された木製の支柱、

窓、ドアが中庭の四方を囲んでいます。  その中心には、マーラ王の守護女神タレジュ 

バワニを祀った小さな寺院があります。 

 
2015 年の地震で深刻な被害を受けた中庭は、その後大規模な修復が行われ、現在はほ

ぼ完成しています。 
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ガネーシャとシッディ： 

• ガネーシャは障害を取り除く神、始まりの神として広く知られています。  彼とシ

ッディ（超自然的な力）との関わりは、信者が成功への道にある身体的、精神的、

精神的な障害を取り除くのを助ける彼の能力に由来しており、それはシッディの一

形態と見なすことができます。  さらに、ガネーシャは配偶者としてシッディとブ

ッディ（知性）と関連付けられることが多く、物質的および知的達成の両方の完了

を象徴しています。 

ハヌマーンとシッディ： 

• ハヌマーンはその計り知れない強さ、速さ、献身的なことで有名であり、それらは

すべてシッディの形態であると考えられています。  ラーマ卿への彼の献身は、こ

うした力の獲得と関係していることが多く、ラーマーヤナにおける彼の行動の多く

（海を飛んだり、山を担いだりするなど）は彼のシッディを反映しています。  ハ

ヌマーン像は彼の力を称賛し、彼の超自然的な能力を強調しています。 

ナラシンハとシッディ： 

• ヴィシュヌ神の半人、半ライオンの化身であるナラシンハは、乗り越えられない障

害（魔王ヒラニャカシプを倒すなど）を克服することに関係しています。  ナラシ

ンハは通常、直接シッディを与える神としては描かれていませんが、彼の力と保護

は悪を克服し秩序を回復する神の力の象徴であり、より比喩的な意味で宇宙的なシ

ッディの一形態とみなすことができます。 
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ハヌマーンの重要性：献身的な守護者 

近くには、揺るぎない忠誠心と体力を象徴するハヌマーン像があります。猿の神であり

ラーマ神の忠実な信者であるハヌマーンは、ネパールでもインドでも同様に愛されてい

ます。  崇拝者は、特に旅を始める前や困難に直面する前に、勇気、保護、成功の祝福

を求めてこの像に近づきます。 

パタンのダルバール広場にあるハヌマーン像は、信者が供物として塗った赤い朱色の粉

（シンドゥールまたはアビール）を何層にも重ねて身に着けていることがよくありま

す。 

朱色は神への敬意の表れとして捧げられます。  それを適用することは、神の存在と力

を認識する象徴的な方法です。  信者は朱を塗ることで神のイメージを目覚めさせた

り、エネルギーを与えたりしていると信じています。  この文脈において、それはもは

や単なる彫像ではありません。  朱色の鮮やかな赤色は、神聖な女性のエネルギーまた

は生命力であるシャクティを表しています。  ヒンズー教の信仰では、赤は強さ、純粋

さ、保護と関連付けられており、そのため寺院や儀式でよく使用されます。 

宮殿の入り口や寺院にハヌマーン像が設置されるのは、守護者としての彼の伝統的な役

割を反映しています。 

 
ハヌマーン像の歴史 

スンダリ・チョークの入り口近くにあるパタンのダルバール広場にあるハヌマーン像

は、1696 年から 1722 年まで統治していたブパティンドラ・マーラ王の治世中に設置

されました。設置された正確な年は不明ですが、一般に 18 世紀初頭に設置されたもの

と考えられており、この時期のブパティンドラ・マーラの芸術と建築への積極的な後援

と一致しています。 

  
ガネーシュ、ナラシンハ、ハヌマーン、そしてシッディの概念 

この像は、ガネーシュ、ナラシンハ、ハヌマーンという 3 つの神の一部です。 

ヒンドゥー教とタントラの伝統の文脈の中で、3 つの神と「完璧」、「達成」、または

「超自然的な力」を意味する「シッディ」の概念との間には重要な関係があります。 

タントラの実践は、これらの神々の力を利用して、精神的および物質的な両方で並外れ

た力や成果を達成または所有することを目的としています。 

したがって、この三神が一緒に配置されることは、霊力が豊かな場所であると言えま

す。 
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ガネーシャとシッディ： 

• ガネーシャは障害を取り除く神、始まりの神として広く知られています。  彼とシ

ッディ（超自然的な力）との関わりは、信者が成功への道にある身体的、精神的、

精神的な障害を取り除くのを助ける彼の能力に由来しており、それはシッディの一

形態と見なすことができます。  さらに、ガネーシャは配偶者としてシッディとブ

ッディ（知性）と関連付けられることが多く、物質的および知的達成の両方の完了

を象徴しています。 

ハヌマーンとシッディ： 

• ハヌマーンはその計り知れない強さ、速さ、献身的なことで有名であり、それらは

すべてシッディの形態であると考えられています。  ラーマ卿への彼の献身は、こ

うした力の獲得と関係していることが多く、ラーマーヤナにおける彼の行動の多く

（海を飛んだり、山を担いだりするなど）は彼のシッディを反映しています。  ハ

ヌマーン像は彼の力を称賛し、彼の超自然的な能力を強調しています。 

ナラシンハとシッディ： 

• ヴィシュヌ神の半人、半ライオンの化身であるナラシンハは、乗り越えられない障

害（魔王ヒラニャカシプを倒すなど）を克服することに関係しています。  ナラシ

ンハは通常、直接シッディを与える神としては描かれていませんが、彼の力と保護

は悪を克服し秩序を回復する神の力の象徴であり、より比喩的な意味で宇宙的なシ

ッディの一形態とみなすことができます。 
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5.3.2.9.P チャシン・デワル 

(地図、レビュー) 

チャシン・デワル：パタン・ダルバール広場の八角形のクリシュナ寺院 

ユニークな八角形の形と白いドームを持つチャシン デワルは、周囲の赤レンガとダー

クウッドの建築物と美しいコントラストを見せています。 

このエレガントな建造物は、ヒンドゥー教で愛される神、クリシュナ神に捧げられてい

ます。クリシュナ神は、マハーバーラタにおける聖なる恋人、いたずらっ子、賢い御者

としての役割で知られています。 

 

 
 
チャシン・デワルの名前の由来 

チャシン・デワルの名前は、ネパール語で「8角形」または「八角形」を意味する

「Chyasa」に由来しています。  デワルとは寺院や神社を指します。  つまり、名前は

単に「八面の寺院」を意味します。 

 
チャシン・デワルの建築 

チャシン デワルは、芸術、建築、宗教的記念碑への貢献で知られるパタンの著名なマ

ーラ王、シッディ ナルシン マーラ王の治世中に 1637 年から 1647 年にかけて建設さ

れました。 

チャシン デワルは、インドのムガル建築の影響を反映しており、特にそのドームとア

ーチ型の窓は、伝統的なネワール寺院の設計では珍しい特徴です。 

このデザインは、クリシュナ神に対する国王の献身と、ムガール帝国の要素を含む多様

な建築的影響を寺院に取り入れることに対する国王の寛容さを示しています。 

 
この寺院は、クリシュナの誕生を祝う毎年恒例の祭りであるクリシュナ ジャンマシュ

タミの期間中、地元の人々によって使用され続けています。 

 
 
これでパタンのダルバール広場のセルフガイド ウォーキング ツアーは終了です。  次

の目的地、ビショカルマ寺院はパタンのダルバール広場の外にあり、パタンのセルフガ

イド ウォーキング ツアーの一部です。 

204

https://www.google.com/maps/place/Chyasin+Dega/@27.672917,85.3247845,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb19c57110377b:0x828f2dd2937780b0!8m2!3d27.672804!4d85.3248416!16s%2Fg%2F1wbfyts9?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g315764-d15685341-Reviews-Patan_Durbar_Square-Patan_Lalitpur_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html
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5.3.2.10 ビショカルマ寺院 

(地図、レビュー) 

この寺院に入る必要はありません。美しく彫刻された石造りのファサードに驚くだけで

す。 

 
ビショカルマ寺院は、神の建築家であり技術者であるヒンズー教の神ヴィシュワカルマ

を祀っています。  カトマンズ盆地にはさまざまなビショカルマ寺院が存在しますが、

ここが主要なものです。 

 

 
 
「ビショカルマ」という名前は、ヒンズー教の神話の中で創造、職人技、エンジニアリ

ングの神として知られる尊敬される人物、ヴィシュワカルマのネパール語の発音です。

ヴィシュワカルマは、天界に神々の宮殿、神聖な武器、さらには都市全体を建設したと

言われています。  彼の名前は、サンスクリット語の「ヴィシュワ」（宇宙）と「カル

マ」（創造者）を組み合わせたもので、「宇宙の創造者」を象徴しています。 

 
文化的意義 

ビショカルマ寺院は、神を守護者として崇拝する職人、金属細工師、鍛冶屋、職人の精

神的な拠点として機能します。  毎年、通常 9 月に開催されるビシュワカルマ プージャ

の期間中、寺院は活気に満ちた活動の中心地となります。信者は祝福を受けるために道

具、乗り物、機械を持ち込んで、神の加護と仕事の成功を求めます。 
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https://www.google.com/maps/place/Bishokarma+Temple+(%E0%A4%B5%E0%A4%BF%E0%A4%B6%E0%A5%8D%E0%A4%B5%E0%A4%95%E0%A4%B0%E0%A5%8D%E0%A4%AE%E0%A4%BE+%E0%A4%A6%E0%A5%8D%E0%A4%AF%E0%A5%87:%E0%A4%97)/@27.6721148,85.321561,780m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19e01f2abb8d:0x4270f503a12ad430!8m2!3d27.6721148!4d85.3241359!16s%2Fg%2F11gx_w00jz?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Bishokarma+Temple+(%E0%A4%B5%E0%A4%BF%E0%A4%B6%E0%A5%8D%E0%A4%B5%E0%A4%95%E0%A4%B0%E0%A5%8D%E0%A4%AE%E0%A4%BE+%E0%A4%A6%E0%A5%8D%E0%A4%AF%E0%A5%87:%E0%A4%97)/@27.6720457,85.3241963,778m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb19e01f2abb8d:0x4270f503a12ad430!8m2!3d27.6720457!4d85.3241963!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11gx_w00jz?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.3.2.11 マハーブッダ寺院 

(地図、レビュー) 

「千の仏陀の寺院」とも呼ばれるマハーブッダ寺院は、絶対に訪れる価値のある仏教

寺院です。 

近くのオク・バハル・ルドラ・ヴァルナ・マハヴィハルも訪れることができる、1 人あ

たり 50 ルピーの入場料があると読みましたが、料金を請求する人は見たことがありま

せん。 
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https://www.google.com/maps/place/Mahabodhi+Temple/@27.6689501,85.3245292,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19db17b28aff:0x4ca5e79d4d50ffd3!8m2!3d27.6689501!4d85.3271041!16s%2Fg%2F11n7jx4y9b?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g315764-d310827-Reviews-Mahaboudha_Temple-Patan_Lalitpur_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html






 
歴史的および文化的意義 

マハーブッダ寺院の建設は、アバヤ ラージ シャキャという献身的な僧侶が率いて、マ

ヘンドラ マーラ王の王室許可を得て 1564 年頃に始まりました。  彼はゴータマ・シッ

ダールタが悟りを開いた聖地であるインドのブッダガヤへの巡礼にインスピレーション

を受けました。 

この経験に感動した彼は、ブッダガヤの大菩提寺のデザインと精神的な重要性を反映し

た寺院をネパールに建設することを構想しました。 

残念ながら、アバヤ・ラージ氏は基礎部分を完成させただけで亡くなりました。  父親

のビジョンを尊重することを決意し、5 人の息子が交代でプロジェクトを継続しまし

た。  しかし、神殿が完成する前に、最年少を除く全員が亡くなりました。  五男が努

力を放棄しようとしたそのとき、ビジョンに女神が現れ、五男に頑張れと励まされたと

言われています。  この神聖な出会いに触発されて、彼は 1610 年に神殿を完成させま

した。 

 
元の建物は何世紀にもわたって地震によって何度も被害を受けましたが、今日見られる

寺院は 1934 年のネパール・インド間地震後に再建されたものです。 

 
他の寺院ほど巨大ではありませんが、見事なレンガ造りと何千もの仏像が際立ってお

り、印象的な視覚体験を生み出します。 

訪問者は美しい中庭を探索したり、寺院の素晴らしい職人技を鑑賞したり、祈りを捧げ

る僧侶を観察したりすることもできます。 

9,000体の仏像の数が聞こえてくるかもしれません。  9,000 という数字は寺院を構成

するテラコッタ レンガの数を指している可能性が高いため、これは不正確です。  これ

らのレンガの多くには仏像が納められていますが、仏像の数はおそらく 9,000 体より

もはるかに少ないでしょう。 

 
マナー：敷地の神聖さを尊重し、中庭に入る前に靴を脱いでください。また、参拝者

の写真撮影は避けてください。 
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5.3.2.12 奥バハル ルドラ ヴァルナ マハヴィハル 

(地図、レビュー) 

マハーブッダ寺院からわずか数メートルの距離にあるオク バハル ルドラ ヴァルナ マ

ハヴィハールも、絶対に訪れる価値のある寺院の 1 つです。 

近くのマハーブッダ寺院も訪れることができる、1 人あたり 50 ルピーの入場料がある

と読みましたが、料金を請求する人は見たことがありません。 
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https://www.google.com/maps/place/Oku+Bahal+Rudra+Varna+Mahavihar/@27.6682072,85.3246196,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb19db05ba1a45:0x918d0c910e0d1ee!8m2!3d27.6682072!4d85.3271945!16s%2Fg%2F1w3450mb?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Oku+Bahal+Rudra+Varna+Mahavihar/@27.6682072,85.3246196,17z/data=!4m8!3m7!1s0x39eb19db05ba1a45:0x918d0c910e0d1ee!8m2!3d27.6682072!4d85.3271945!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1w3450mb?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


















5.4.1 バクタプルのガイドなしウォーキング ツアー 

次の地図は、今日行くルートを示しています。バクタプルのダルバール広場のセルフガ

イド ウォーキング ツアー用の別の地図があります。 

 
1 = ZXQリンク 0ZXQウマ マヘシュワール寺院とアナンタリンゲシュワール寺院 

2 = ZXQリンク 0ZXQバクタプルのダルバール広場 

3 = ZXQリンク 0ZXQタウマディ広場 

4 = ZXQリンク 0ZXQニャタポラ寺院 

5 = ZXQリンク 0ZXQバイラブナス寺院 

6 = ZXQリンク 0ZXQインスタイルカフェ 

7 = ZXQリンク 0ZXQ陶器広場 

8 = ZXQリンク 0ZXQ裏通り 
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5.4.1.1 ウマ マヘシュワール寺院とアナンタリンゲシュワール寺院 

(ウマ・マヘシュワール寺院:地図、レビュー) 

(アナタリンゲスワール寺院:地図、レビュー) 

バクタプルのダルバール広場の数フィート西に位置し、2 つの神社が立っています。  2 

つの寺院のうち高い方の寺院がウマ マヘシュワール寺院、小さな寺院がアナンタリン

ゲシュワール寺院です。 

 

 
 
ウマ マヘシュワル寺院とは何ですか? 

神聖なカップルのウマ (パールヴァティ) とマヘシュワル (シヴァ) に捧げられたこの寺

院は、宇宙の男性力と女性力の間の時代を超越した調和を反映しており、スピリチュア

ルな探求者や文化愛好家にとっても意味のある立ち寄り場所となっています。 

 
ウマ・マヘシュワル寺院の名前の由来 

ウマ マヘシュワルという名前は、ヒンドゥー教の神話に由来しています。 

• ウマは、愛、献身、豊穣を司る慈悲深い女神パールヴァティーの別名です。 

• マヘシュワルは、変革と宇宙の力の神であるシヴァの多くの名前の 1 つです。 

ウーマとマヘシュワルは共に、エネルギーと意識の神聖な結合を表し、宇宙と人間の生

活のバランスを体現しています。 

 
建築と雰囲気 

バクタプールのウマ マヘシュワール寺院は、多層の塔の屋根、複雑な彫刻が施された

木製の支柱、周囲の広場よりも高い石の台座など、伝統的なネワール建築を特徴として

います。  神社内には夫婦神像が並んで座っているのが見られます。 

 
アナンタリンゲスワール寺院とは何ですか? 

アナンタリンゲスワール寺院は、ヒンドゥー教の主要神の 1 つであるシヴァ神を祀っ

ています。バクタプル中心部にそびえ立つ塔とは異なり、この寺院は規模は控えめで

すが、地元の人々に深く尊敬されています。その石造りのリンガ (シヴァ神の象徴) は

古代のものであると言われており、この場所は長い間、祈り、瞑想、儀式の捧げ物が

行われる場所でした。 
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https://www.google.com/maps/place/Uma+Maheshwar+Temple/@27.672453,85.4259709,19z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb1aa55d3747a5:0xa1e2b6e91820c31b!8m2!3d27.672453!4d85.4266146!16s%2Fg%2F11dxs1b0q9?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Uma+Maheshwar+Temple/@27.672453,85.4259709,19z/data=!4m8!3m7!1s0x39eb1aa55d3747a5:0xa1e2b6e91820c31b!8m2!3d27.672453!4d85.4266146!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11dxs1b0q9?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Anantalingeswar+Temple/@27.6724481,85.4263001,20.81z/data=!4m6!3m5!1s0x39eb1aa55d51fa9d:0xb50d3cfb563e256!8m2!3d27.6724439!4d85.4265545!16s%2Fg%2F11dxr0517_?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Anantalingeswar+Temple/@27.6724378,85.4265519,20z/data=!4m6!3m5!1s0x39eb1aa55d51fa9d:0xb50d3cfb563e256!8m2!3d27.6724439!4d85.4265545!16s%2Fg%2F11dxr0517_?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D






東側入口には精算所は見当たりませんでした。  東から入ると警備員が来て、支払いブ

ースに行って支払うように言われる可能性があります。 

 
2015 年の地震により、バクタプルのダルバール広場の多くの建物に重大な被害が発生

しました。  古い旅行ガイドに記載されている建物の一部はもう存在しませんが、その

他のかなりの数の建物は建設中で柵で囲まれています。 

また、傾いて倒壊してしまういくつかの壁を数本の木の棒で支えているのが見えます。 

このガイドには、執筆時点でアクセスできる構造のみが記載されています。 

 
バクタプルのダルバール広場は 24 時間年中無休で、入場料は通常午前 9 時から午後 6 

時まで徴収されます。 

 
次の地図は、バクタプルのダルバール広場の観光スポットを示しています。 

 
A =入場ゲート 

B =ウグラチャンディとバリブの彫像 

C = ZXQリンク 0ZXQジャガンナート

寺院とラメシュワール寺院 

D = ZXQリンク 0ZXQバドリナート寺

院 

E =ガルーダ像のあるゴピナート クリシ

ュナ寺院 

F = ZXQリンク 0ZXQケダラナータ寺

院 

G =国立美術館 

H =ブパティンドラ マーラ王の像 

I =タレジュ・ベル 

J =ゴールデンゲート 

K =55 の窓の宮殿 

L = ZXQリンク 0ZXQヤマ・ドワー・

チョーク 

M =ダトゥー・チョーク 

N =ルン・ヒティ / 黄金の泉 

O =タントゥ・ダルバールのバイラブ・

チョーク 

P =チャサリン・マンダップ・パビリオ

ンとラヤク・ヒティ 

Q =ヴァサラ ドゥルガー寺院 

R = ヤクシェシュワル マハデヴ寺院と

バクタプルのグヘシュワリ 

S =シッディ ラクシュミ寺院とシャンカ

ルナラヤン寺院 

T =ツイン・ストーン・ライオンズ 

U =ヤントラ ヴァツァラ寺院 
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歴史と職人技 

これらの彫像は、バクタプルの芸術と建築の有名な後援者であるブパティンドラ マー

ラ国王によって 1707 年に発注されました。  どちらの人物も 1 つの石のブロックから

彫られており、その驚くべきディテールとダイナミックな姿勢で知られています。 

• ウグラチャンディ (左側) は 18 本の腕で描かれており、それぞれが異なる武器を

保持しています。彼女は悪魔の上に立っており、悪に対する勝利を象徴してい

ます。 

• バイラブ（右）は恐ろしい表情で武器を持ち、落ち着いた人物を踏みつけ、混

沌の破壊者としての役割を体現しています。 

彫像は王の境内を守るために宮殿の入り口に置かれ、神の守護に対する古代ヒンズー教

の信仰を反映しています。  残念ながら、宮殿のこの部分は 1934 年の地震によって消

失し、残った部分は後に中学校に転用されました。 

 
ウグラチャンディ像とバリブ像の制作については、興味深い伝説もあります。私たちは

それを次のように呼んでいます。 

ウグラチャンディ像とバリブ像の伝説、そして王の完璧さへの執着 

物語は、バクタプルで最も先見の明のある統治者の一人であり、芸術の情熱的な後援者

であるブパティンドラ マーラ王の治世中の 1707 年に始まります。  王は巨匠の彫刻家

に、女神ドゥルガーの恐ろしい現れであるウグラチャンディの像の制作を依頼しまし

た。  その結果は息を呑むようなもので、それぞれが武器を持った 18 本の腕が、打ち

負かされた悪魔の上に立っていたため、王は、これほど神聖な傑作を所有する王国は他

にないのではないかと恐れました。 （背景：当時、カトマンズ（カンティプール）、パ

タン（ラリトプル）、バクタプル（バガオン）という三国のマーラ王の間には、激しい

芸術的競争があった。） 

民間伝承にふさわしい劇的な展開で、国王はこの像が他では決して複製できないよう

に、彫刻家の右手を切断するよう命じたと言われています。  しかし、この芸術家はひ

るむことなく、献身、あるいはおそらくは反抗に突き動かされて、同様に恐ろしいバイ

ラブ像、つまり現在ウグラチャンディの隣に立つシヴァの怒りに満ちた姿を作り続け

た。  この 2 番目の驚異を完成させると、伝説によれば、王は彫刻家のもう一方の手を

取り除くよう命じ、彼の運命は決まったが、彼の作品の独占性は保たれたとされていま

す。 

この物語を裏付ける文書の歴史的記録はありませんが、この口頭伝説はバクタプルの文

化構造に深く織り込まれています。  これは、ネワールの職人の卓越した技術だけでな

く、最も壮麗な寺院、宮殿、彫刻で都市を飾ることを競い合ったマッラ王たちの激しい

競争についても物語っています。 

興味深いことに、ネパールの古代の彫像の多くには作者の名前がありません。これは、

王が王国の芸術的栄光を自分たちの功績としていた時代の王室の誇りを反映している可

能性のある伝統です。 
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す。  シヴァリンガは、シヴァ寺院で見られる伝統的な特徴であるジャルハリ (水抜き

台座) の上に置かれています。 
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5.4.1.2.D バドリナート寺院 

(地図、レビュー) 

バドリナート寺院は、インドの 4 つのチャール ダム寺院の、地元のバクタプルのダル

バール広場バージョンである 4 つのチャール ダム寺院のグループの一部です。 

1. バドリナート寺院 

2. ジャガンナート寺院 

3. ラメシュワール寺院 

4. ゴピナート クリシュナ寺院 

 

  
 
チャールダムの歴史的および文化的重要性 

「チャール・ダム」という用語は、ヒンディー語とサンスクリット語で文字通り「4つ

の住居」または「4つの座席」を意味します。  この用語は、インドの 4 つの主要な巡

礼地を指します。  ただし、この概念はカトマンズ盆地を含む他の地域でも採用され、

ローカライズされています。 

バクタプルのダルバール広場にあるチャール ダム寺院は、広場の西端にある 4 つの小

さな寺院から構成されています。  これらの寺院は、インドの本来のチャールダム巡礼

地への困難な旅に参加できなかった人々に精神的なメリットを提供するという特別な目

的で、15 世紀にヤクシャ マッラ王によって建設されました。 

 
バドリナート寺院の名前の由来 

この寺院は、ヴィシュヌ神の最も尊敬される姿の 1 つであるバドリナートにちなんで

名付けられ、その主な神殿はインドのヒマラヤにあります。  ヒンドゥー教の伝統で

は、バドリナートは宇宙の神の守護者であり保存者です。  「バドリナート」という名

前自体は「バドリの主」を意味し、ヴィシュヌ神が瞑想したと言われる神話上のベリー

の森（バドリ）を指します。 

この神聖な姿にちなんで寺院に名前を付けることで、バクタプルの人々はヒマラヤの精

神的な風景の一部を自分たちの街に持ち込んだのです。  この地方版バドリナート寺院
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https://www.google.com/maps/place/Rameshwar+Temple/@27.6721008,85.4272488,97m/data=!3m1!1e3!4m14!1m7!3m6!1s0x39eb1aafec32df31:0xdda339e731af9bfd!2sBhaktapur+Durbar+Square!8m2!3d27.67207!4d85.4282951!16s%2Fm%2F0h1g9sk!3m5!1s0x39eb1aaf8a16a1ef:0x9b655169b0c372fa!8m2!3d27.672109!4d85.4275902!16s%2Fg%2F1tg4zv8c?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Rameshwar+Temple/@27.6721008,85.4272488,97m/data=!3m1!1e3!4m16!1m7!3m6!1s0x39eb1aafec32df31:0xdda339e731af9bfd!2sBhaktapur+Durbar+Square!8m2!3d27.67207!4d85.4282951!16s%2Fm%2F0h1g9sk!3m7!1s0x39eb1aaf8a16a1ef:0x9b655169b0c372fa!8m2!3d27.672109!4d85.4275902!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tg4zv8c?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


は、南アジア全域で相互に関連し合っている宗教的伝統を反映しており、文化的および

信仰の中心地としてのバクタプルの役割を強調しています。 

 
バドリナート寺院の建築 

バクタプルのダルバール広場にそびえ立つそびえ立つパゴダ様式の寺院とは異なり、バ

ドリナート寺院はシカラ様式、つまり山の頂上に似た建築形式で建てられています。  

北インドの寺院建築にインスピレーションを得たこのスタイルは、垂直性と精神的な上

昇を強調します。寺院のエレガントな石の尖塔、彫刻の細部、穏やかな雰囲気は、広場

のにぎやかな名所とは対照を成しており、静かに思索にふける場所となっています。 
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5.4.1.2.E ガルーダ像のあるゴピナート・クリシュナ寺院 

(地図、レビュー) 

ゴピナート クリシュナ寺院は、ラダクリシュナ寺院、ラダ クリシュナ寺院、またはド

ワリカナートと呼ばれることがよくあります。 

伝統的なネワール様式で建てられており、ドア、支柱、窓に沿ってカトマンズで見た中

で最も壮観な木彫りが施されています。 

 
ゴピナート クリシュナ寺院は、インドの 4 つのチャール ダム寺院の地元のバクタプル

のダルバール広場版である 4 つのチャール ダム寺院のグループの一部です。 

1. バドリナート寺院 

2. ジャガンナート寺院 

3. ラメシュワール寺院 

4. ゴピナート クリシュナ寺院 
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https://www.google.com/maps/place/Gopinath+Krishna+Temple/@27.672085,85.4276193,257m/data=!3m1!1e3!4m14!1m7!3m6!1s0x39eb1aaf8b95c065:0xea8ac127f478d237!2sGopinath+Krishna+Temple!8m2!3d27.6721359!4d85.4275977!16s%2Fg%2F1tgxrytv!3m5!1s0x39eb1aaf8b95c065:0xea8ac127f478d237!8m2!3d27.6721359!4d85.4275977!16s%2Fg%2F1tgxrytv?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Gopinath+Krishna+Temple/@27.672085,85.4276193,257m/data=!3m1!1e3!4m16!1m7!3m6!1s0x39eb1aaf8b95c065:0xea8ac127f478d237!2sGopinath+Krishna+Temple!8m2!3d27.6721359!4d85.4275977!16s%2Fg%2F1tgxrytv!3m7!1s0x39eb1aaf8b95c065:0xea8ac127f478d237!8m2!3d27.6721359!4d85.4275977!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tgxrytv?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
 
チャールダムの歴史的および文化的重要性 

「チャール・ダム」という用語は、ヒンディー語とサンスクリット語で文字通り「4つ

の住居」または「4つの座席」を意味します。  この用語は、インドの 4 つの主要な巡

礼地を指します。  ただし、この概念はカトマンズ盆地を含む他の地域でも採用され、

ローカライズされています。 

バクタプルのダルバール広場にあるチャール ダム寺院は、広場の西端にある 4 つの小

さな寺院から構成されています。  これらの寺院は、インドの本来のチャールダム巡礼

地への困難な旅に参加できなかった人々に精神的なメリットを提供するという特別な目

的で、15 世紀にヤクシャ マッラ王によって建設されました。 

 
名前の由来 

この寺院はゴピナスと名付けられました。これは「ゴピの主」を意味し、若い牧歌的な

姿のクリシュナ神に与えられた称号です。  ヒンドゥー教の神話では、クリシュナはブ

リンダーヴァンのゴピ（牛飼いの乙女）との遊び心と愛情あふれる関係で称賛されてい

ます。  ゴピナートとして、彼は神の愛の喜びと、魂と神との間の至福の相互作用を表

しています。 

この名前は、精神的な献身、美しさ、神聖なエクスタシーの象徴として信者によって崇

拝されている、フルートを演奏するクリシュナの魅力的な人格を強調しています。 

 
建築と宗教的意義 

伝統的なネワール塔スタイルで建てられたゴピナート クリシュナ寺院は、カトマンズ

で見た中で最も見事な彫刻が施された木製のドア、支柱、窓、そしてバクタプルの伝統

に典型的な階段状の屋根構造を特徴としています。 

この寺院には、ゴピナートの姿をしたクリシュナ神の像が安置されており、毎日の礼拝

と季節の祭り、特に神の誕生を記念するクリシュナ ジャンマシュタミの中心となって

います。 

 
寺院は訪問者には開放されていません。 

 
寺院の東側にはガルーダの像があります。  ガルーダは、寺院内の神に向かって永遠の

献身を表し、手を組んでひざまずいて（アンジャリ ムドラ）描かれています。 

ヴィシュヌ神やクリシュナなどの化身を祀った他の寺院と同様に、本殿の真正面の高い

柱の上にガルーダ (ヴィシュヌ神の鷲に似た山 (ヴァハナ)) の像が置かれることがあり

ます。  この建築上の配置は、ネパールの寺院、特にマラ時代のヴィシュヌまたはクリ

シュナに焦点を当てた寺院の設計において伝統的です。 
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5.4.1.2.F ケダラナータ寺院 

(地図、レビュー) 

Kedāranātha 寺院は 4 つのチャールダム寺院の近くにありますが、そのグループの一

部ではありません。 

 

 
 
ケダーラナータ寺院の名前の由来 

「ナタ」は「主」または「マスター」を意味し、「ケダラ」はシヴァ神に関連する名前

です。  したがって、ケダーラナータはシヴァをケダラの主と呼び、神の力、保護、精

神的解放の強力な象徴を呼び起こします。 

ケダーラナータという名前は、シヴァ神の 12 のジョーティルリンガの 1 つであり、イ

ンドのウッタラーカンド州にある著名な巡礼地である「ケダルナート」にも由来してい

ます。 

「ジョティルリンガ」という用語は、「光のリンガム」または「全能者の輝く兆候」を

意味するサンスクリット語の複合語です。  ヒンドゥー教、特にシャイヴィ派の伝統 

(シヴァ神に捧げられる) において、ジョティルリンガはシヴァ神の 12 の最も神聖な住

居であると信じられている非常に尊敬されている神社です。 

 
ケダラナータ寺院の建築と宗教的意義 

カトマンズ渓谷のあちこちで見られる一般的なパゴダ様式の寺院とは異なり、ケダーラ

ナータ寺院は近くのバドリナート寺院と同様にシカラ様式で建てられています。  バド

リナート寺院には東に面した入り口が 1 つありますが、ケダーラナート寺院にはすべ

ての基本方向に 4 つの入り口があります。  主にレンガとテラコッタで造られたこの寺

院は、中央の尖塔が 4 つの小さな尖塔に囲まれ、それぞれが枢軸方向を向いていると

いう、印象的な垂直デザインが特徴です。 

この寺院は、シヴァ神や神話のモチーフを芸術的に描いた石柱や美しく彫刻された細部

でも知られています。  その独特のフォルムは、バクタプルの建築景観の中でも際立っ

ています。 
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https://www.google.com/maps/place/Ked%C4%81ran%C4%81tha+Temple/@27.6721607,85.4275345,74m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb1aa55cfd0c97:0xdd9c27869cc3b22f!8m2!3d27.6720251!4d85.4278978!16s%2Fg%2F1tfclrqx?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Ked%C4%81ran%C4%81tha+Temple/@27.6721607,85.4275345,74m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb1aa55cfd0c97:0xdd9c27869cc3b22f!8m2!3d27.6720251!4d85.4278978!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tfclrqx?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
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5.4.1.2.H ブパティンドラ・マーラ王像 

(地図、レビュー) 

バクタプルのダルバール広場にある数々の驚異の建築物の中でも、その優雅さ、象徴

性、そして深い文化的重要性で際立っている記念碑が、ブパティンドラ マーラ王の像

です。  王宮内のタレジュ寺院に面したゴールデンゲートの前の高い石柱に目立つよう

に位置するこの象徴的な像は、バクタプルのマーラ王朝の最も有名な君主に敬意を表し

ています。 

 

  
 
ブパティンドラ・マーラ国王とは誰ですか? 

ブパティンドラ マーラ王は、17 世紀後半から 18 世紀初頭にかけてバクタプルを統治

し、芸術、建築、宗教の先見の明のある後援者として記憶されています。彼の治世は文

化的および芸術的成果の黄金時代をマークし、この間にバクタプルの最も重要な寺院や

宮殿の多くが建設または改修されました。 

この像は、マラ王の王の神であるタレジュ寺院に向かって、ナマステで手を合わせた敬

虔なポーズで彼を不滅にしています。このしぐさは彼の敬虔さと、マッラ時代の君主制

と宗教との深い精神的なつながりを反映しています。 

カンティプールの職人によって作られたこの金メッキの青銅像は、マーラ王の王の神で

あるタレジュ寺院に向かって、アンジャリ ムドラで手を組んで敬虔な姿勢で座ってい

るブパティンドラ マーラ王を描いています。この像は、蓮の玉座や柱に巻き付けられ

た金銅の蛇などの象徴的な要素で飾られた石の柱の上に座っており、蛇の頭には鳥が止

まっています。 
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https://www.google.com/maps/place/Statue+of+King+Bhupatindra+Malla/@27.6720238,85.4279689,128m/data=!3m1!1e3!4m14!1m7!3m6!1s0x39eb1aaf8b95c065:0xea8ac127f478d237!2sGopinath+Krishna+Temple!8m2!3d27.6721359!4d85.4275977!16s%2Fg%2F1tgxrytv!3m5!1s0x39eb1aaf942a4105:0x97aeccd1ad30dfcc!8m2!3d27.6720189!4d85.4283481!16s%2Fg%2F1tptp08d?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Statue+of+King+Bhupatindra+Malla/@27.6720238,85.4279689,128m/data=!3m1!1e3!4m16!1m7!3m6!1s0x39eb1aaf8b95c065:0xea8ac127f478d237!2sGopinath+Krishna+Temple!8m2!3d27.6721359!4d85.4275977!16s%2Fg%2F1tgxrytv!3m7!1s0x39eb1aaf942a4105:0x97aeccd1ad30dfcc!8m2!3d27.6720189!4d85.4283481!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tptp08d?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


ブパティンドラ・マーラ王像の芸術的および建築的意義 

この像は金メッキの青銅で作られ、インドやネパールの寺院建築に見られる王室の記念

柱のスタイルに似た、高い石柱の上に座っています。柱の基部には、純粋さと精神的な

啓発を象徴する蓮のデザインが施されています。この像の服装、王冠、装飾はマッラ王

族の典型的なものであり、信仰の彫刻であるだけでなく、歴史的な肖像画でもありま

す。 

美術史家は、この像の写実的なディテールと表情豊かな優雅さをよく賞賛します。これ

は 18 世紀のネワール金属工芸の例外的な例です。 

 
1696 年から 1722 年までバクタプルを統治したブパティンドラ マーラ王の金メッキの

銅像が、ゴールデンゲート近くの高い石柱の上に鎮座しています。  国王は、マーラ王

の王の神である王宮内のタレジュ寺院に向かって、アンジャリ ムドラ (尊敬のしぐさ) 

を両手に掲げ、ヴァジュラサナ (瞑想のポーズ) で座っている姿が描かれています。  こ

の敬虔な姿勢は彼の深い敬虔さを反映しており、カトマンズのプラタップ・マーラ王や

パタンのヨグ・ナレンドラ・マーラ王の同様の像を反映しています。 

興味深いことに、この像の脚には弾痕があります。これは、ネパール統一中にゴルカリ

軍が攻撃した 1769 年のバクタプルの戦いの歴史的な名残です。 

ブパティンドラ・マーラ王は、バクタプルのマーラ統治者の中で最も著名であるとみな

されることが多い。  彼は、特にネワール文化の伝統において、市の芸術的および建築

的遺産を形成する上で重要な役割を果たしました。  この像では、彼はターバン、剣、

盾を備えた伝統的なマラの宮廷衣装を着ており、王室の威厳を象徴する日傘（太陽から

日陰を提供するように設計された軽量の傘）で守られています。 

カトマンズとラリトプルの彫像をモデルとしていますが、バクタプルのダルバール広場

にあるこの彫像は、3 つの彫像の中で最もエレガントで芸術的に作られた彫像であると

広く考えられています。 
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5.4.1.2.I タレジュベル 

(地図、レビュー) 

バクタプルのダルバール広場のゴールデンゲートの前にある一段高い石の台の上に置か

れたタレジュの鐘は、単なる壮大な工芸品以上のものです。それは女神タレジュ・バワ

ニへの献身の生きた象徴です。 

 

 
 
タレジュ・ベルの名前の由来 

マラ王の神であるタレジュ・バワニにちなんで名付けられたこの鐘のタイトルは、信者

を礼拝に招くという神聖な目的を表しています。  「Tagoun Gān」は文字通り「大き

な鐘」または「大きな鐘」を意味し、その大きさと精神的な重みの両方を反映していま

す。 

 
タレジュの鐘の歴史的意義と使用 

タレジュの鐘は 1737 年 1 月 6 日にラナジット マーラ国王によって発注され、この鐘

はバクタプルの芸術と信仰の黄金時代の最高点を示しました。 

 
タレジュの鐘の建築的意義 

鋳造青銅で作られ、金色のアクセントで装飾されたこの鐘は、高さ約 3 フィート (1 m) 

で、彫刻が施された石の柱の上に設置された木製の梁 (石の台の上約 10 フィート (3 m) 

の高さ) から吊り下げられています。 
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https://www.google.com/maps/place/Big+Bell/@27.6720461,85.4282454,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb1aaf967694b3:0x684617eb98e8a519!8m2!3d27.6720153!4d85.428445!16s%2Fg%2F11b69_drdq?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Big+Bell/@27.6720461,85.4282454,49m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb1aaf967694b3:0x684617eb98e8a519!8m2!3d27.6720153!4d85.428445!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11b69_drdq?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




5.4.1.2.J ゴールデンゲート 

(地図、レビュー) 

ゴールデン ゲートは、ネパールで最も素晴らしい建築物の 1 つです。  精緻な職人技と

歴史的重要性で尊敬されるこの金色の玄関口には、ネパールの豊かな文化遺産を探索し

ようと世界中から旅行者が集まります。 

 

  
 

  
 
ゴールデンゲートとは何ですか？ 

ゴールデン ゲートは、マラ時代に王族と僧侶のために確保されていた非常に神聖な空

間であるタレジュ寺院がある後宮の中庭への主要な儀式用の入り口です。  この門は、

1769 年にプリトヴィ ナラヤン シャー率いるゴルカ征服によってバクタプルが陥落す

る前の最後の建築的貢献の 1 つとして、ランジット マーラ王 (在位 1729 年から 1769 

年) によって 1753 年頃に建設されました。 

これは、神々、神話上の生き物、花のモチーフなどの精巧な彫刻で飾られた、伝統的な

ネワール族の芸術と金属細工の素晴らしい例です。  その輝く表面は金メッキされた銅

でできており、この門の象徴的な名前が付けられています。 
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https://www.google.com/maps/place/Golden+Gate/@27.6721148,85.4282592,36m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb1aaf95b64785:0x609f229c02797571!8m2!3d27.6721136!4d85.4283739!16s%2Fg%2F1tffxxq7?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Golden+Gate/@27.6721148,85.4282592,49m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb1aaf95b64785:0x609f229c02797571!8m2!3d27.6721136!4d85.4283739!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tffxxq7?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
 
ゴールデンゲートの名前の由来 

ゴールデン ゲートは、地元では Luṁ Dhvākā、または Swarnadwar として知られてい

ます。 

Luṁ Dhvākā (Lān Dhwākā) はネワール語に由来します。 

• 「Luṁ」（または Lān）は金を意味します。 

• 「Dhvākā」（または Dhwākā）は門またはドアを意味します。 

「スワルナドワール」はサンスクリット語由来のネパール語で、「黄金の門」も意味し

ます。 

• 「スワルナ」とは金を意味します。 

• 「ドワー」とは門や扉を意味します。 

 
ゴールデンゲートの歴史的および宗教的使用 

ゴールデン ゲートのプロジェクトは 1646 年にジャガジョティ マーラ王によって最初

に発案され、王はラリトプルから 2 人の有名な金細工師 (グナシハデーヴァ ニヴァー

とマーナデーヴァ ニヴァー) を連れてきて設計させました。  職人たちは門の模型を作

成しましたが、作業を開始する前に二人とも亡くなってしまいました。  その後、おそ

らく金の不足のため、プロジェクトは延期されました。 

1 世紀以上後の 1751 年、ランジット マーラ王は計画を復活させ、必要な資金を提供し

ました。  最初の職人、スバーカラ、カルナーカラ、ラティカラの子孫がついに建設を

開始し、1754 年に門を完成させました。 

「ゴールデン ゲート」という名前は、金の薄い層を金属に接着する技術である、火で

金メッキされた銅を使用して作成された、輝く金色のファサードに由来しています。  

門の豪華さは、12 世紀から 18 世紀までバクタプルを統治したマーラ王の富と精神的

な献身を反映することを意図していました。 

今日、ゴールデン ゲートは、特にネワールの金属細工と宗教的象徴性の点で、ネパー

ル芸術の最高傑作の 1 つと考えられています。  その歴史的な深みと芸術的な輝きによ

り、バクタプルのダルバール広場のハイライトの 1 つとなっています。 

歴史的に、ゴールデン ゲートは王室の中庭への儀式用の入り口として機能し、王たち

はそこで重要な国家儀式や宗教儀式を執り行いました。  門の後ろには中庭があり、タ

レジュ寺院が併設されています。  タレジュ寺院は王族と司祭専用に予約されていまし

た。 

 
王宮は、バクタプルのダルバール広場への入場料を支払えば無料で入場できます。  王

宮内の見どころをご紹介します。ヤマ・ドワー・チョークから始まる王宮を探索する前

に、バクタプルのダルバール広場の主要なハイライトの 1 つである 55 の窓の宮殿を見

ることをお勧めします。 
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5.4.1.2.L ヤマドワーチョーク 

(地図) 

バクタプル王宮のゴールデンゲートを通過すると、最初の中庭、ヤマ・ドワー・チョー

クに着きます。  現在訪問者に公開されている宮殿の他の部分への案内標識がありま

す。  2015年の地震による被害を修復するために、現在多くの復旧工事が進行中であ

ることをご了承ください。 

 
ご参考までに、バクタプル王宮のレイアウトを以下に示します。 

 
#3 ZXQリンク 0ZXQタントゥ・ダルバールのバイラブ・チョーク 

#12 ZXQリンク 0ZXQルン・ヒティ / 黄金の泉 

#14 ZXQリンク 0ZXQダトゥー・チョーク 

#15 ZXQリンク 0ZXQヤマ・ドワー・チョーク 

 
ヤマドワーチョークの名前の由来 

ヤマ ドワールという名前は、次の 2 つのサンスクリット語から来ています。 

• ヤマはヒンドゥー教の死と正義の神であり、死者の守護者であり死後の世界の

支配者です。 

• Dvāra は「門」または「入り口」を意味します。 

まとめると、ヤマ ドワーは文字通り「ヤマの門」を意味し、生と死の間の宇宙的な通

路を思い出させます。 

 

251

https://www.google.com/maps/@27.672154,85.4282256,49m/data=!3m1!1e3?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D














5.4.1.2.O バイラフ・チョーク、タントゥ・ダルバール 

(地図) 

Bhairav Chowk は、美しいネワール建築に囲まれた誰もいない中庭です。 

 
ご参考までに、バクタプル王宮のレイアウトを以下に示します。 

 
#3 ZXQリンク 0ZXQタントゥ・ダルバールのバイラブ・チョーク 

#12 ZXQリンク 0ZXQルン・ヒティ / 黄金の泉 

#14 ZXQリンク 0ZXQダトゥー・チョーク 

#15 ZXQリンク 0ZXQヤマ・ドワー・チョーク 

 
バイラフ・チョークの名前の由来 

バイラフ チョークは、シヴァ神の猛烈な現れであるバイラフにちなんで名付けられま

した。  チョーク (中庭) の名前は、その東端に建つバイラフ寺院に由来していますが、

立ち入ることはできません。 

バイラヴナス寺院としても知られるバイラブ寺院は、もともと 17 世紀にジャガット ジ

ョティ マーラ王によって建設されました。  この寺院は 18 世紀初頭、ブパティンドラ 

マーラ王のもとで大規模な改修工事が行われ、構造を三重塔風の寺院に拡張し、7 つの

黄金の尖塔で飾られた金色の屋根が追加されました。  寺院にはバイラフの黄金の胸像

が安置されており、地元の宗教的実践におけるこの神の重要性を反映しています。 
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https://www.google.com/maps/place/27%C2%B040'20.6%22N+85%C2%B025'42.3%22E/@27.6723889,85.427773,194m/data=!3m2!1e3!4b1!4m4!3m3!8m2!3d27.6723889!4d85.4284167?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
 
タントゥ・ダルバールとは 

バクタプル王宮の東側は「タントゥ ラヤク」としてよく知られています。  ジタミトラ 

マーラ王は 1678 年にこの宮殿を建設しましたが、歴史の流れの中で消滅しました。  

彼はまた、シッディ チョウクとスンダラ チョウクとともに北に庭園を建設しました。  

しかし、建設から 3 年以内に 1681 年の大地震により破壊されました。  その後、ジタ

ミトラ マッラ王とその息子ブパティンドラ マッラが共同で荒廃した資産を修復し、再

建しました。   同時に、ブパティンドラ・マーラはタントゥ王宮の南側に 55 ウィンド

ウパレスを建設しました。 

マーラ王国の崩壊後、タントゥ宮殿はかつての栄光を取り戻すことができず、その大部

分が失われてしまいました。  ある時点で、宮殿の生き残った棟にはバクタプル市の事

務所が置かれていました。  2015 年の大地震では、宮殿のその部分も完全に被害を受

けました。 
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5.4.1.2.P チャサリン・マンダップ・パビリオンとラヤク・ヒティ 

(地図、レビュー) 

この時点で緊張してしまっても、短い休憩が取れるので心配しないでください。  チャ

サリン マンダップ パビリオンは寺院ではなく、ラヤク ヒティも寺院ではありません。 
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https://www.google.com/maps/place/27%C2%B040'19.3%22N+85%C2%B025'42.7%22E/@27.672025,85.4278883,194m/data=!3m2!1e3!4b1!4m4!3m3!8m2!3d27.672025!4d85.428532?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Chyasilin+Mandap+(%E0%A4%9A%E0%A5%8D%E0%A4%AF%E0%A4%BE%E0%A4%B8%E0%A4%BF%E0%A4%B2%E0%A4%BF%E0%A4%82+%E0%A4%AE%E0%A4%A3%E0%A5%8D%E0%A4%A1%E0%A4%AA)/@27.6720444,85.4285447,56m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb1aafbded31bd:0xbd83a5f846a74273!8m2!3d27.6720729!4d85.4285962!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11hcfs7plm?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


 
チャサリン・マンダプの名前の由来 

チャサリン・マンダプという名前は、ネワール語の「Chya」（8）と「Salin」（角のあ

る、または側面のある）に由来する「8角のパビリオン」を大まかに意味します。  八

角形の屋根は、より一般的な正方形または長方形のネワール建築とは一線を画し、広場

のレイアウトに幾何学的なバランスを加えています。 

 
チャサリン・マンダップの歴史的背景 

チャサリン マンダプは 17 世紀に建てられ、おそらくバクタプルのブパティンドラ マ

ーラ王 (在位 1696 年から 1722 年) の治世中に建てられました。  パタンのスリニヴァ

ーサ・マーラ王が友情の象徴としてその建設を始めた可能性があることを示唆する地

元の伝説もありますが、建築様式、碑文、歴史的記録は、このパビリオンをバクタプ

ルの芸術と建築の偉大な後援者であったブパティンドラ・マーラ王と最も強く結びつ

けています。 

パシュパティナート寺院と 55 窓の宮殿の間にあるこのパビリオンのユニークな場所に

は、伝説が詰まっています。 

ヒンドゥー教の伝統で長年信じられてきたことによると、強力な神の前で生きるのは不

吉だという。  パシュパティナート寺院にはそのような神聖な存在があったため、チャ

サリン マンダプは寺院の直接的なエネルギーから王宮を守る精神的な障壁として機能

するように戦略的に建設されました。 

何世紀にもわたって、このエレガントなパビリオンは単なる象徴以上のものになりまし

た。  ここは詩コンテストの場として機能し、その中にはブパティンドラ マーラ国王と

その妃が主催したことで有名なコンテストも含まれていました。  また、王室の賓客を

迎えたり、祭りを観察したり、バクタプルのダルバール広場の夕日を眺めたりするため

にも使用されました。 

元のパビリオンは 1934 年の地震で破壊されました。  しかし、1989 年から 1992 年に

かけてドイツの建築家チームによって、鉄骨補強と元の構造から回収された材料の両方

を使用して再建されました。  この修復のおかげで、チャサリン マンダプは 2015 年の

地震にも損傷なく耐え、今日ではバクタプルの建築遺産の誇り高く回復力のある部分と

して立っています。 

 
チャサリン・マンダップの建築的特徴 

チャサリン マンダプは高くなった台の上に立っており、美しく彫刻された木の柱で支

えられています。  このパビリオンは、2 層のパゴダ風の屋根と複雑な細部の支柱とコ

ーニスを備えており、すべてがマッラ時代の芸術的伝統を反映しています。上の屋根は

正方形、下の屋根は八角形で、建物自体も正方形です。 

 
宮殿の注ぎ口としても知られるラヤク ヒティは、バクタプルのダルバール広場のチャ

サリン マンダップ パビリオンに隣接する伝統的な石造りの水路です。 

 
ラヤク・ヒティの名前の由来 
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「ラヤク」という用語はネワール語で「宮殿」を意味し、王宮との歴史的なつながりを

示しています。  このヒティは、宮殿の中庭にある神聖なタレジュ寺院など、近隣の寺

院の礼拝に水を供給するために建設されました。 

 
 
ラヤク・ヒチの建築的特徴 

建築的には、ラヤク ヒティは複雑な石の彫刻で有名です。  注ぎ口の上には、5 つの顔

を持つシヴァ神の顕現である、獰猛で強力な神バイラヴァを表現したパンチャムキ バ

イラヴァが描かれています。  「パンチャムキ」という言葉は文字通りサンスクリット

語で「五つの顔」を意味します。 

導管の口は、ワニが背中に立っているマカラ（ワニ象の合成物）です。  注ぎ口には水

に関連するさまざまな神話上の生き物が飾られており、マッラ時代の豊かな芸術遺産を

反映しています。- 

 
ラヤク ヒチはもはや活水源としての機能はありませんが、重要な文化的および歴史的

ランドマークとして残っています。 
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人もいます。これに対処するために、チャサリン マンダプは王宮とヤクシェシュワル 

マハデヴ寺院の間に物理的および精神的な障壁として建設されました。  これにより、

次のことが保証されました。 

 
• 距離を確保することで寺院の神聖性が尊重された。  あまりにも近くに住むと、神殿

の神聖性を冒涜したり、失礼だとみなされる可能性があります。 

• 神（寺院）と王室（宮殿）の間の移行空間が作成されました。  マラの王たちは神の

支配者とみなされていたにもかかわらず、神の領域と彼ら自身の王権との間に明確な

境界があることを依然として認識していました。  彼らは神殿の隣に住んでいないこ

とで、その区別を尊重し、自分たちを神と同等ではなく、謙虚な帰依者として位置づ

けました。 

 
この寺院は主に宗教的な礼拝、特にシヴァ神の信者によって使用されます。  マハ・シ

ヴァラートリのような主要なヒンズー教の祭りでは、群衆が祈りをささげたり儀式に参

加したりするために集まり、重要な意味を持ちます。 

 
ヤクシェシュワル・マハデヴ寺院の建築的特徴 

この寺院は、ネワール建築の典型的な、細かく彫刻された木製の支柱 (すべての支柱に

は異なるイメージがあります) と複雑なデザインの屋根で有名です。  残念ながら、こ

の記事を書いている時点では屋根の下部が欠落しています。  しかし、寺院の華麗な構

造と、詳細なエロティックな木彫りを含む美しい木彫りには、今でも驚かされることが

できます。 

 
ヤクシェシュワル マハデヴ寺院のすぐ南には、バクタプルのグヘシュワリとも呼ばれ

る女神アンナプルナを祀る小さな神社があります。 

 
アンナプルナの名前の由来 

アンナプルナは食物、栄養、豊かさの女神です。その名前はサンスクリット語に由来

しており、アンナ = 食べ物、プルナ = 満腹という意味で「食べ物で満たされた」とい

う意味です。 

 
バクタプルのグヘシュワリの名前の由来 

「グヘシュワリ」という用語は、カトマンズのグヘシュワリ寺院を指します。神聖なシ

ャクティ ピース（神の女性の力である女神シャクティの崇拝に焦点を当てたヒンドゥ

ー教の主要宗派であるシャクティ教で非常に尊敬されている巡礼地）であり、激しく秘

密（グヒヤ）の姿をした女神サティ/パールヴァティに捧げられた重要な寺院です。 

女神サティと女神パールヴァティは密接な関係にあり、パールヴァティはサティの生

まれ変わりです。 

 
バクタプルのグヘシュワリの精神的な意味 

バクタプールのグヘシュワリはタントラの伝統と深く結びついており、パシュパティ

ナート寺院の女性的なものと考えられています。 
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• ベースには、子供を抱いた人間の姿とその傍らに犬が描かれており、多くの場合、家

庭生活、多産、忠誠の象徴として解釈されています。 

• その上: スピード、エネルギー、動きを表す一対の馬。 

• 次に、サイ – 強さと持久力の象徴であり、寺院建築では珍しいものです。 

• 続いて: 人間の顔をした生き物 – 神話の守護者またはタントラの存在として解釈され

ることもあります。 

• そして最後に一番上にあるのは、一対のラクダです。グループの中で最も珍しいもの

で、おそらくエキゾチックな力、外国の影響、またはタントラの象徴を示していま

す。ラクダはネパール原産ではないため、その存在は謎に包まれています。 

これらの守護者は、強さ、保護、宇宙のバランスを象徴しています。  ネパール美術で

はラクダの存在はまれであり、おそらく遠くの文化的影響を参照して、謎の層を加えて

います。 

 
シッディ ラクシュミ寺院のすぐ西、55 の窓の宮殿の真正面にあるのが、シャンカルナ

ラヤン寺院です。 

 

 
 
シャンハルナラヤン寺院の名前の由来 

シャンハルナラヤンという名前は、次の要素を組み合わせたものです。 

• 「シャンカ」 – 法螺貝、ヴィシュヌ神に関連する神聖な紋章 

• 「ナーラーヤナ」 – ヒンズー教の守護神ヴィシュヌ神の別名 

したがって、シャンハルナラヤンは、法螺貝を持った姿のヴィシュヌ神を指し、多くの

場合、シャンカ (法螺貝)、チャクラ (円盤)、ガーダ (メイス)、パドマ (蓮華) を持った

姿で描かれています。  この特別な形は、宇宙を守り、環境を浄化すると信じられてい

る彼の宇宙的な存在と神聖な音を強調しています。 

 
歴史的および建築的重要性 

この神社は 17 世紀のマッラ時代に建てられたと考えられていますが、建設の正確な日

付は明確に記録されていません。 

ドーム型の屋根と詳細な彫刻が施された伝統的なネワール石造りの建築で建てられてい

ます。 
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5.4.1.2.T ツインストーン ライオンズ 

(地図) 

シッディ ラクシュミ寺院の東にある大きな広場の真ん中に立つ双子の石のライオン

は、ニムハ シンハ、ランパデガルとも呼ばれます。  いつもこれらの像と一緒に写真を

撮る人がいるそうです。 

 

  
 
ニムハ・シンハの名前の由来 

• 「ニムハ シンハ」（ニムハ シンハとも綴られます）は、特に石のライオン像を指しま

す。 

• 「シンハ」または「シンハ」はサンスクリット語でライオンを意味します。 

• 「ニムハ」は、地元の文脈や方言に応じて、より低いものまたは新しいものとして解

釈できますが、多くの場合、バクタプルの特定のライオンのペアを指すために使用さ

れます。 

• これらは、特にバクタプルのダルバール広場のような場所で、寺院や歴史的建造物の

前で見られる物理的なライオンの彫刻です。 

 
ランパデガルの名前の由来 

• 「ランパデガル」は地元の愛称または地名で、ネワール語に由来し、「道路を妨げる

寺院」を意味します。 

• ランパデガルとはもともと、かつて石のライオンのすぐ後ろに立っていたハリハル寺

院を指しました。  この場所は今でもランパデガルと呼ばれており、残っている石の

ライオンはしばしばその名前に関連付けられています。 

 
ハリハル寺院とは何でしたか？ 

ハリハル寺院はバクタプルのダルバール広場の東入口に位置し、視認性の高い三重塔風

の建造物でした。  木彫りや華麗な窓で豪華に装飾されていました。 

残念ながら、ハリハル寺院は 1934 年の地震で破壊され、再建されることはありません

でした。 
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https://www.google.com/maps/place/Nimha+Singha/@27.672043,85.4284763,97m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb1b00391071bb:0x89d1b02a8acae716!8m2!3d27.6720845!4d85.4289522!16s%2Fg%2F11wp1fl79w?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


ハリハル寺院の名前の由来 

ハリハルは、ヒンドゥー教のパンテオンの 2 つの主要な神を統合した複合神です。 

• ハリ = ヴィシュヌ、守護者 

• ハー (またはハラ) = シヴァ、破壊者 

ヴィシュヌ神とシヴァ神が一つの神として融合することは、創造と破壊、保存と変容の

統一を象徴しており、これは神の力が対立するものではなく、補完し合うものであるこ

とを示す深い精神的な概念です。 
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5.4.1.2.U ヤントラ ヴァツァラ寺院 

(地図) 

シッディ ラクシュミ寺院のすぐ後ろに建つ長方形の赤レンガの建物は、バクタプルの

ダルバール広場にある他の建物とは異なって見えます。 

 

 
 
ヤントラ・ヴァツァラ寺院の名前の由来 

「ヤントラ ヴァツァラ」という名前は、次の 2 つのサンスクリット語から来ていま

す。 

• ヤントラとは、神秘的な図や仕組みを意味し、タントラの儀式でよく使用されます。 

• Vatsala は、母親の愛と力を象徴するヒンズー教の女神ドゥルガーに関連した名前で

す。 

この寺院は歴史的にヤントラを伴う儀式に使用されていた可能性があり、おそらくネワ

ール タントラの実践に関連していると考えられます。このため、それは単なる公の礼

拝の場ではなく、目に見えないところで隠された難解な精神的な仕事の一つとなってい

ます。 

 
ヤントラ・ヴァツァラ寺院の建築的意義 

• 寺院は小高い台の上に建っており、シンプルでコンパクトな構造となっています。 

• 石とレンガの構造に、木製の支柱とミニマルでありながら詳細な彫刻が施されていま

す。 

• 主要な寺院の背後に静かに置かれたその向きと位置は、おそらく内部の儀式や個人的

な信仰のための、脇役の神社としての役割を示唆しています。 
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https://www.google.com/maps/place/%E0%A4%AC%E0%A4%9F%E0%A5%81%E0%A4%95+%E0%A4%AD%E0%A5%88%E0%A4%B0%E0%A4%B5/@27.6719543,85.4284354,74m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb1b00362217b9:0xa9dd0e28d17809c!8m2!3d27.672191!4d85.4287874!16s%2Fg%2F11w93r_2y4?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.4.1.2.V シル・マハデヴ寺院 

(地図、レビュー) 

シル マハデヴ寺院は、パシ デガとしても知られています。  バクタプルのダルバール

広場で最も高い寺院の一つで、寺院の麓まで登ると美しい景色が広がります。 
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https://www.google.com/maps/place/Shilu+Mahadev+-+Phasi+Dega/@27.6722152,85.4285313,97m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb1aafbf4e3c3f:0xad199164f64dbb1!8m2!3d27.6723271!4d85.4289579!16s%2Fg%2F1tjdprhg?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Shilu+Mahadev+-+Phasi+Dega/@27.6722152,85.4285313,97m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb1aafbf4e3c3f:0xad199164f64dbb1!8m2!3d27.6723271!4d85.4289579!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1tjdprhg?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQxNC4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D










5.4.1.4 ニャタポラ寺院 

(地図、レビュー) 

ニャタポラ寺院は、市内で最も高く、最も象徴的な寺院です。  タウマディ広場の中心

部に位置するこの五層塔は、レンガ敷きの広場から 30 メートル (98 フィート) の高さ

でそびえ立っており、ネパールで他にはない建築と精神の両方を体験できます。 

 

    
 
ニャタポラ寺院の名前の由来 

ニャタポラという名前は、「5 階建て」を意味するネワール語に由来しており、それぞ

れが下の 1 つよりも小さい 5 つの異なる階層を誇る寺院にふさわしい名前です。この

塔のデザインは神聖な階層を象徴し、目と魂を上へと導きます。 

 
ニャタポラ寺院の歴史的および文化的意義 

ニャタポラ寺院は、マーラ王朝の最も影響力のある統治者の一人であるブパティンドラ 

マーラ王によって 1702 年に建てられました。  女神ドゥルガーの激しく強力な現れで

あるシッディ ラクシュミに捧げられています。  彼女は計り知れない力を持っていると

信じられており、それが寺院が非常に頑丈に建てられている理由であり、祭司以外は内

部の神の像を見ることができない理由ですが、最下層までは無料で歩くことができま

す。 

階段の両側には、力士、象、ライオン、グリフィン、女神などの巨大な石の守護者がい

ます。それぞれのペアは、その下のペアよりも 10 倍強力であると言われています。こ

れらの劇的な人物は、寺院が表す保護エネルギーを視覚的に証明しています。 

積み重なった 5 層の屋根は精神的な上昇を象徴し、パンチャマハブータ (ヒンズー教の

哲学によれば、宇宙とすべての生き物を構成する 5 つの基本要素)、つまり地球 (プリ

スヴィ)、水 (アパス)、火 (アグニ)、空気 (ヴァーユ)、エーテル/宇宙 (アーカーシャ) を

反映しています。 
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https://www.google.com/maps/place/Nyatapola+Temple/@27.6713593,85.4267536,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb1aafaf52a8d9:0x8552bfb072200f12!8m2!3d27.6713593!4d85.4293285!16s%2Fm%2F07kj101?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g424934-d447431-Reviews-Nyatapola_Temple-Bhaktapur_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html


建築のハイライト 

この寺院は、高さ 30 メートル (98 フィート) の 5 層の塔です。  細かく積まれた赤レン

ガの層で建てられた 5 段の階段状の台座の上に立っています。 

ニャタポラ寺院はネワール建築の傑作であるだけでなく、エンジニアリングの驚異でも

あります。見事なデザインとマッラ時代の頑丈なレンガ造りのおかげで、2015 年の壊

滅的な地震を含むすべての大地震を最小限の被害で生き延びました。 

ニャタポラ寺院は、カトマンズに 2 つある五層塔のうちの 1 つだけです。  もう一つは

パタンのクンベシュワール寺院です。 

 
 
 

281



5.4.1.5 バイラブナート寺院 

(地図、レビュー) 

バイラブナス寺院は、シヴァ神の威圧的な現れであるバイラブを祀っています。 

 

  
 

 
 
バイラブナート寺院の名前の由来 

「バイラブナス」という名前は、シヴァ神の激しく強力な現れである「バイラブ」と、

「主」または「マスター」を意味する「ナス」の組み合わせに由来しています。  バイ

ラブは、破壊と再生を象徴する怒りに満ちた神として描かれることがよくあります。  

ネパールのヒンドゥー教では、バイラブは悪を追い払い、彼を崇拝する人々の繁栄を保

証する守護者とみなされています。  バイラブナート寺院は、15 世紀頃の中世マーラ時

代に建設されたと考えられており、その印象的な建築は、当時の職人技と宗教的献身へ

の情熱を反映しています。 
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https://www.google.com/maps/place/Bhairavnath+Temple/@27.6710634,85.4288907,106m/data=!3m1!1e3!4m15!1m8!3m7!1s0x39eb1aaf07ea281b:0x481849d52af8337a!2sTaumadhi+Square,+Bhaktapur+44800,+Nepal!3b1!8m2!3d27.6709068!4d85.4290942!16s%2Fg%2F11b8tdk2w4!3m5!1s0x39eb1aafaa1c34e5:0x730075fdd3a3e7c2!8m2!3d27.6710168!4d85.4294856!16s%2Fg%2F1q5bl9x2s?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Bhairavnath+Temple/@27.6710634,85.4288907,106m/data=!3m1!1e3!4m17!1m8!3m7!1s0x39eb1aaf07ea281b:0x481849d52af8337a!2sTaumadhi+Square,+Bhaktapur+44800,+Nepal!3b1!8m2!3d27.6709068!4d85.4290942!16s%2Fg%2F11b8tdk2w4!3m7!1s0x39eb1aafaa1c34e5:0x730075fdd3a3e7c2!8m2!3d27.6710168!4d85.4294856!9m1!1b1!16s%2Fg%2F1q5bl9x2s?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




5.4.1.6 スタイル カフェ内 

(地図、レビュー) 

私たちと同じように、疲れていてコーヒーとケーキを飲みながらリラックスする時間が

必要な場合、特に静かなスペースを探したい場合には、In Style Café が最適です。 

タウマディ広場からわずか数フィートの場所にあり、大きな木々が茂るパティオの後ろ

に部分的に隠れています。  そこにあることを知らなかった場合（Google マップを信

頼してください）、うっかり通り過ぎて見逃してしまう可能性があります。 

店内はモダンでスタイリッシュな雰囲気。  私たちは食事とコーヒー、そしてその静か

さがとても気に入りました。 

 

  
 

 
 
 

284

https://www.google.com/maps/place/Coffee+in+Style/@27.6713083,85.4299292,49m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x39eb1aae546dc523:0x88bc4d793d101406!8m2!3d27.6713463!4d85.4300451!16s%2Fg%2F11bxf55gm5?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Coffee+in+Style/@27.6713083,85.4299292,49m/data=!3m1!1e3!4m8!3m7!1s0x39eb1aae546dc523:0x88bc4d793d101406!8m2!3d27.6713463!4d85.4300451!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11bxf55gm5?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQwOS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.4.1.7 陶器広場 

(地図、レビュー) 

バクタプルの陶器広場：伝統が粘土で形づくられる場所 

ポタリー スクエアは、バクタプルの住宅街「タラコ トール」にあります。  タラコ・

トールはネパール語で「下界」を意味します。  この地域は「クマル・トール」として

も知られています。  クマル族はネパールの独特の民族グループまたはカーストであ

り、主に陶器作りの伝統的な職業で知られています。 
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https://www.google.com/maps/place/Pottery+Square+(Talako+Tole)+-+%E0%A4%95%E0%A5%81%E0%A4%AE%E0%A5%8D%E0%A4%B9%E0%A4%83+%E0%A4%A4%E0%A5%8D%E0%A4%B5/@27.669785,85.4251838,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb1b146e278beb:0x752e51a568b15ac7!8m2!3d27.669785!4d85.4277587!16s%2Fg%2F11j3rqnd2q?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxMS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g424934-d2256621-Reviews-Pottery_Square-Bhaktapur_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html


 

 
 
名前の由来と作り方 

バクタプルの陶器の伝統は 1,000 年以上前に遡り、リチャヴィ時代 (西暦約 400 ～ 750 

年)、あるいはそれ以前に始まりました。  カトマンズ渓谷の先住民であるネワール族の

コミュニティは、この伝統を何世代にもわたって継承してきました。日用品からヒンズ

ー教や仏教の儀式で使用される祭器に至るまで、粘土製品はネパールの生活に欠かせな

いものです。 

 
魔法が起こる場所: 陶器広場 

この不朽の工芸品の中心にあるのが陶器広場です。  ここでは、訪問者は伝統的な陶器

作りの全工程をリアルタイムで見ることができます。  職人たちは糸車の横に座った

り、濡れた粘土の板の上にしゃがんだりして、驚くべきスピードと精度で複雑な形状を

成形します。 

広場には、乾燥用の土鍋、ボウル、貯金箱、ランプなどが並べられ、それぞれが注意深

く太陽の下に置かれています。  一部の製品はその後、開放レンガ窯で焼成されます

が、その他の製品は独特の黒い色合いを実現するために伝統的な燻煙焼成方法を使用し

て仕上げられます。 

 
陶器のプロセス: 粘土から工芸品まで 

バクタプルの陶器製造プロセスは、地元で調達された粘土から始まり、粘土を洗浄し、

練って、一貫性を確保するために準備します。  アイテムの成形には伝統的なろくろが

使用されており、その一部は今も手作業で回されていますが、この技術を習得するには

何年もかかります。  成形後、数日間自然乾燥させた後、窯で焼成します。 

最も一般的に生産される陶器の種類は次のとおりです。 

• マトカ（ウォーターポット） 

• Diyo (ティハールなどの祭りで使用される粘土のランプ) 

• ハンディ（鍋） 

• 装飾品やお土産 

それぞれのアイテムは機能的かつ芸術的であり、バクタプルの陶芸家の伝統と技術を示

しています。 
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5.5 5 日目: ナラヤンヒティ宮殿博物館、夢の庭園、チャンドラ ギリ ヒル

ズ 
今日はカトマンズでの丸一日最後の日です。  今日は少しゆっくりして、カトマンズの

過去 3 日間に見逃したかもしれない観光スポットや観光スポットを訪れる時間を与え

ます。 

今日の定期ツアーは、暗殺されるまで王室が住んでいたナラヤンヒティ宮殿博物館から

始まり、夢の庭園でリラックスした後、チャンドラ ギリ ヒルズでエベレストとヒマラ

ヤ山脈を鑑賞します。 
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血なまぐさい内戦や広範な民主的抗議活動など、10年にわたる政変を経て、ネパール

は 2008年に君主制を廃止し、正式に連邦民主共和国となった。 

• ギャネンドラ国王は 2008年 6月に宮殿から追い出された。 

• 2009 年 2 月 26 日、宮殿はナラヤンヒティ宮殿博物館として一般公開されました。 

• 多くの部屋が王室が居住していた当時のまま保存されており、訪問者は王室のライ

フスタイルを直接見ることができます。 

• 王室虐殺の現場は現在標識が付けられ、訪問者に公開されており、悲劇の厳粛な様

子を知ることができる。 

 
ナラヤンヒティ宮殿博物館の訪問 

執筆時点では: 

• 外国人の入場料：1名あたり Rs1000 

• 訪問時間：午前 10時 30分～午後 3時 30分（木曜～月曜）、午前 10時 30分～

午後 1時 30分（火曜） 

• チケットはオンラインで購入する必要があります (訪問の 7 日前ま

で):http://eticketing.narayanhitipalacemuseum.gov.np/ 

• 入場するにはチケットを印刷し、パスポートを持っている必要があります。 

• 宮殿内は一切撮影禁止です。  カメラと携帯電話は入り口に保管してください 

 
ナラヤンヒティ宮殿博物館では、訪問者は 50 を超える豪華な部屋を散策することがで

き、その多くは王室家族が住んでいた当時のままに保存されています。 

• 玉座の間 (ゴルカ バイタク) – 国の儀式が行われた豪華なホールで、巨大なクリ

スタルのシャンデリアと精巧な壁画が備わっています。 

• 私室 - 国王、女王、皇太子の生活空間は、当時の家具や装飾がそのまま残ってい

ます。 

• 王室の遺物 – 展示品には、王室を人間らしく表現する正装、写真、世界の指導

者からの贈り物、私物などが含まれます。 

この博物館には、王室虐殺の正確な場所も銘板や図で示されており、ネパールの歴史の

極めて重要な瞬間についての冷静な視点を提供しています。 
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http://eticketing.narayanhitipalacemuseum.gov.np/






5.5.3 チャンドラ ギリ ヒルズ 

(マップベース、マップトップ、レビュー、Webサイト) 

チャンドラギリ丘陵：カトマンズの息を呑むような景色と精神的な静けさ 

カトマンズ渓谷の南西端にそびえるチャンドラギリ丘陵は、ネパールで最も風光明媚で

アクセスしやすい丘の上の目的地の 1 つです。  ヒマラヤ山脈とその下の渓谷全体を一

望できるこの人気のスポットは、自然の美しさ、文化的重要性、そして家族向けのアト

ラクションを兼ね備えています。 

はい、晴れた日にはチャンドラギリ丘陵からエベレスト山を見ることができますが、非

常に遠いため、それは多くの山のうちの 1 つにすぎず、最も高い山としては見えませ

ん。  エベレスト山を識別するのに役立つように、ビューポイントの 1 つに、見える山

頂の名前を示す写真があります。 

 
重要: チャンドラ ギリ ヒルズに行く前に、天気が良いことを確認してください。  低い
位置に雲が垂れ込めている場合、または天気予報で降水確率が「非常に低い」よりも
高い (10 または 15% を超えるなど) と示されている場合は、ケーブルカーの上部の場
所が雲に覆われており、霧だけが見える可能性があります。 
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https://www.google.com/maps/place/Chandragiri+Cable+Car+Top+Station/@27.6672261,85.2032688,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x39eb234610bf8957:0x5413033ac2682a6!8m2!3d27.6672261!4d85.2058437!16s%2Fg%2F11csqwytqr?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkwOC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g293890-d10794471-Reviews-Chandragiri_Hills-Kathmandu_Kathmandu_Valley_Bagmati_Zone_Central_Region.html
https://www.chandragirihills.com/






名前の由来 

「チャンドラギリ」という名前はサンスクリット語に由来しており、「チャンドラ」は

月、「ギリ」は丘または山を意味します。  その名前は、その場所の詩的な美しさと、

その静かで高貴な環境の両方を呼び起こします。  歴史的にも、チャンドラギリ丘陵は

精神的、戦略的に重要な場所です。ネパールの統一者であるプリトヴィ ナラヤン シャ

ー王は、この丘の上に立ち、眼下に広がる景色に魅了されながら、カトマンズ渓谷を征

服する計画を初めて思い描いたと言われています。 

 
チャンドラギリ ヒルズの主な観光スポット 

1. チャンドラギリ ケーブル カー頂上に到達する最も人気のある方法は、チャンドラギ

リ ケーブル カーを利用する方法です。全長約 1.5 マイル (2.5 km) のモダンで安全な

乗り物です。  所要時間は約 9 分で、空からは鬱蒼とした森林、なだらかな丘陵、眼

下に広がる伝統的な村々の素晴らしい景色を眺めることができます。地元の観光客

だけでなく海外からの観光客にとってもハイライトです。この記事の執筆時点で、

ケーブル カーの往復チケットの料金は 1 人あたり 25 米ドルです。 

 
 

2. バレシュワル マハデヴ寺院丘の頂上には、シヴァ神を祀るバレシュワル マハデヴ寺

院があります。この寺院はヒンズー教の巡礼者にとって神聖な場所であり、訪問に

精神的な側面を加えます。  特に祭りや旧暦の縁起の良い日には、ここに礼拝に訪れ

る地元の人々もいます。 

 
3. 山のパノラマビュー頂上からは、ガネーシュ ヒマール、ランタン、ガウリシャンカ

ールなどの峰々を含むヒマラヤ山脈のパノラマビューが楽しめ、晴れた日にはエベ

レストも垣間見ることができます。その美しい景色は、写真家や自然愛好家に人気

の場所です。 

 
4. 家族向けのアメニティとエンターテイメントチャンドラギリ ヒルズには、美しい公

園、レストラン、子供の遊び場、ジップ バイクもあり、家族全員にとって最適な目

的地となっています。 

 
 
ケーブルカーで丘を登るのにかかる時間は約 9 分です。  上の駅から展望台やエンター

テイメント施設に行くには、まだかなりの上り坂を歩く必要があります。 

上部のケーブルカー駅ではかなり気温が低いことに注意してください。基地局と比べて

約 10 °F (6 ℃) 低いと予想してください。 

 
この記事の執筆時点では、ケーブル カーは次のとおりです。 

• 入場料は外国人 1 人あたり 23 ドルですが、子供、学生、高齢者にはいくつかの割

引があります 

• 営業時間は次のとおりです。日曜～木曜: 午前 8 時～午後 6 時休憩時間: 正午～午後 

1 時金曜～土曜: 午前 8 時～午後 9 時注: 土曜と祝日には休憩はありません。ケーブ
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5.6.1 ゴルカ博物館 

(地図、レビュー) 

ゴルカ バザールの中心部にひっそりと佇むゴルカ博物館は、ゴルカでゴルカ・ダルバ

ールに次いで 2 番目に訪問者の多い観光スポットです。 

この質素だが歴史的に豊かな博物館では、分裂した王国を現代のネパールに統一した先

見の明のあるプリトヴィ ナラヤン シャー王の生涯とその時代について知ることができ

ます。 
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https://www.google.com/maps/place/Gorkha+Museum/@27.9987261,84.6218301,775m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x399522b65559e779:0x88c571dd36753f47!8m2!3d27.9987261!4d84.624405!16s%2Fg%2F11c5m99zpn?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDQzMC4xIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g424938-d16754512-Reviews-Gorkha_Museum-Gorkha_Gandaki_Zone_Western_Region.html


  
 

  
 
博物館の名前は、18 世紀にネパール統一の出発点となった古代ゴルカ王国に由来して

います。  「ゴルカ」という名前は、後にこの地域に起源をもつ精鋭兵士グルカ兵の勇

敢さによって世界的に有名になりました。  ゴルカ博物館は、王室と軍の両方の遺産へ

の敬意を表して建てられています。 

 
執筆時点では: 

• 入場料は外国人 1名につき 100ルピーです。 

• 開館時間は次のとおりです。 11 月から 1 月：午前 10 時 30 分～午後 3 時 30 分 2 

月から 10 月：午前 10 時 30 分～午後 4 時 30 分 月曜日：午前 10 時 30 分～午後 2 

時 30 分 博物館は祝日も開館していると主張しています。  私たちがティハール期

間中に訪れたときは閉まっていたので注意してください。 
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5.7 7 日目: ポカラの探索 
今日はポカラを観光します。 

アンナプルナ山脈の麓に位置するポカラは、ネパールで最も美しい目的地の 1 つであ

り、ネパールの冒険の首都でもあります。  それは、多くのトレッキング ルートがポカ

ラから始まるためですが、トレッカーでない人にとっても見どころやアクティビティが

たくさんあるからです。  ポカラには、風光明媚なハイキング コースや風光明媚な湖が

数多くありますが、このネパール パープル トラベル ガイドはカジュアルな訪問者を対

象としているため、それらについても探索しません。 

 
ポカラの名前の由来 

「ポカラ」という名前は、ネパール語で池や湖を意味する「ポカリ」に由来していま

す。  その名のとおり、この都市には美しい湖がいくつかありますが、最も有名なのは

マチャプチャレ (フィッシュテール マウンテン) の象徴的な反射を提供するペワ湖で

す。 

 
ポカラの正しい発音 

ポカラという言葉の発音は、ネパール人以外にとっては簡単ではありません。  ポカラ

は、最初の音節 Po にアクセントを付けて Po-kuh-rah と発音されます。  kuh は 2 番目

の co のように発音されることに注意してください。 

 
ポカラで過ごす 1 日のために、ポカラのガイドなしツアーをご用意しました。 

今日サランコット ビュー タワーからアンナプルナ山脈を見ることができなくても、明

日の朝いつでも日の出を見ることができます。  実際、サランコット ビュー タワーか

らの日の出鑑賞は非常に人気のアクティビティであり、さまざまな旅行ガイドでサラン

コット ビュー タワーに行くのに最適な時期としてよく推奨されています。  登りには

時間がかかり、丘の上の細い道は多くの人で渋滞するため、早めに到着する必要がある

ことに注意してください。 
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ペワ湖の名前の由来 

湖の名前であるペワ・タールは、次のことに由来すると考えられています。 

• 「タール」とはネパール語で「湖」を意味します 

• 「ペワ」の正確な言語的起源については議論されていますが、単にネパール語で湖

の名前を示しているだけで無意味である可能性もあれば、「池」または「湖」を意味

する「ポカリ」という言葉の地方または地域的なバリエーションである可能性もあ

ります。 

 
ボートで岸から少し離れたペワ湖の真ん中にある小さな島に、タル バラヒ寺院があり

ます。 

この二階建てのパゴダ様式のヒンズー教寺院は、宗教的な重要性だけでなく、ボートで

湖を渡る訪問者に忘れられない文化体験を提供します。 

タル バラヒ寺院がある島に行きたい場合は、入場料を支払う必要があることに注意し

てください。 

 
タル・バラヒの名前の由来 

「タル バラヒ」という名前は、2 つのネパール語を組み合わせたものです。 

• タル、「湖」を意味する 

314





5.7.2 世界平和塔 / シャンティ ストゥーパ 

(地図、レビュー) 

ペワ湖の穏やかな水域を見下ろすアナドゥの丘の高いところにある世界平和パゴダ (シ

ャンティ ストゥーパとも呼ばれます) は、ネパールのポカラで最も象徴的なランドマー

クの 1 つです。  仏塔からはポカラ渓谷、晴れた日にはアンナプルナ山脈のパノラマの

景色を眺めることができます。 
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https://www.google.com/maps/place/World+Peace+Pagoda/@28.2008495,83.9422145,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x399595252b723643:0xbfc3eea9f630497b!8m2!3d28.2008495!4d83.9447894!16s%2Fg%2F1v3dqjh8?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxNS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g293891-d447149-Reviews-Peace_Temple-Pokhara_Gandaki_Zone_Western_Region.html






えられます。 

 

• スピリチュアルな旅と巡礼丘の上にあるこの場所は、肉体的な上昇を通じてより高

いスピリチュアルな真実を求める伝統を反映し、一種の巡礼を奨励します。  歩い

たり車で上ったりすることは、精神的な明晰さに向かって世俗的な気を散らすもの

を乗り越えることの象徴となります。 

 

• 瞑想と祈りのスペースヒマラヤ山脈と神聖な湖の景色を望む静かな環境は、瞑想、

瞑想、祈りに最適な環境を提供し、訪問者が自然と神と同時につながるのを助けま

す。 

 

• カイラス山とのつながりプラットフォームの形状は、シヴァ神の神話上の住居と信

じられているカイラス山に似ています。このデザインは、ヒンドゥー教の宇宙論に

おける精神的な軸または世界の中心（ムンディ軸）としてのこの場所の象徴性を深

めます。 

 
 
入場は無料です。 

 
シヴァ像は 2021 年に完成し、標高 1500 m (4,900 フィート) の場所にあります。 

東の丘を見下ろすと、世界平和塔が見えます。 

 
世界平和塔と同様に、寺院への最後の階段を上がるには靴を脱ぐ必要があります。 
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タシリンの名前の由来 

タシリンという名前はチベット語に由来しており、「タシ」は「縁起の良い」を意味

し、「リン」は「場所」または「土地」を意味します。  この名前は、祖国から遠く離

れているにもかかわらず、伝統が繁栄できる「縁起の良い場所」として、亡命先で豊か

で調和のとれた生活を築きたいという入植者の希望を反映しています。 

 
現在、大石嶺は単なる住宅地ではなく、生きた文化の中心地となっています。  この集

落を訪れる訪問者は、伝統的なチベット仏教の僧院を探索し、地域社会の日常生活を観

察し、住民が作った色鮮やかな絨毯、宝石、土産物などの数多くの手作り工芸品を閲覧

することができます。  この集落には、伝統的なチベットの技術を保存しながら地元経

済を支援する小さな博物館やコミュニティ運営のショップもあります。 

 
小さな博物館を訪れることを強くお勧めします。  入場は無料で、すべてが 1 つの部屋

に収められています。  この博物館では、チベット併合とこの入植地の人々に関する多

くの背景情報を提供しています。  この博物館にはチベット難民の意見が反映されてい

ますが、ポスターはすべて英語で書かれているので、訪れて読む価値は絶対にありま

す。 

 
タシリン チベット人居住区への入場はありません。 

訪問時間は 20 ～ 45 分の間で計画してください。美しい絨毯を購入して美術館を訪れ

たい場合は、それ以上の時間を計画してください。 
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5.7.5 グプテシュヴォル マフデブ洞窟 

(地図、レビュー) 

グプテシュウォル マハデブ洞窟は、精神的な重要性と地質学的驚異が融合しており、

ヒンズー教の巡礼者と好奇心旺盛な旅行者の両方を、その暗く反響する部屋に引き込

みます。 
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https://www.google.com/maps/place/Gupteshwor+Mahadev+Cave/@28.1892306,83.9551719,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x3995956b4e3d5343:0x6af54a3cbe5b89fa!8m2!3d28.1892306!4d83.9577468!16s%2Fg%2F11clsztb01?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxNS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g293891-d447098-Reviews-Gupteswar_Gupha-Pokhara_Gandaki_Zone_Western_Region.html
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5.7.6 デビズ フォールズ 

(地図、レビュー) 

デビの滝は、地元では「冥界の滝」を意味するパタレ チャンゴとして知られていま

す。 

現場では、轟音を立ててパルディ コーラ川がグプテショール マフデブ洞窟から始まる

地下トンネルに突入します。 

パルディ コーラ川が流れ込むこの滝は、モンスーンの季節には特に迫力が増して、大

地に消えていく魅惑的な光景を作り出します。 

 

  
 

  
 
デビズフォールズの名前の由来 

最も広く受け入れられている説は、1961年にデービス夫人という名前のスイス人女性

（現地の発音によりデヴィまたはダヴィと記録されることもある）が夫とともにペワ湖

で泳いでいたところ、予期せずダムが開いたというものである。  突然の水の増水で彼

女は滝の頂上の陥没穴に押し込まれ、悲劇的に溺死したが、3日後に彼女の遺体は下流

のフースレ川で回収された。 
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https://www.google.com/maps/place/Davis+Fall+Pokhara./@28.1895642,83.9560888,774m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x399595134e82378f:0xb581716c3b162f6b!8m2!3d28.1895642!4d83.9586637!16s%2Fm%2F0gywxny?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxNS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.tripadvisor.com/Attraction_Review-g293891-d447099-Reviews-Devi_s_Fall-Pokhara_Gandaki_Zone_Western_Region.html
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ポカラの田植えシーズンに関する詳細情報は次のとおりです。 

• 田植えの季節: 田植えの季節は、通常、モンスーンの雨の到来とともに 6 月中旬頃

に始まり、7 月まで数か月続くことがあります。  この期間の重要な日は、「国家水

田の日」または「ロパン ディワス」として知られるアサール 15 日 (通常は 6 月下

旬または 7 月上旬) です。この日は正式な田植えシーズンの始まりを示し、農家に

よって熱狂的に祝われます。 

• 成長期間: 稲作は田植え後、7 月と 8 月の雨の多いモンスーン期間中成長します。  

この時期の豊富な降水量は、水田の健全な発達にとって非常に重要です。 

• 収穫時期: 米の収穫期は通常 10 月上旬に始まり、11 月末までに終わります。  この

時期までにモンスーンの雨は止み、天候は概して晴れており、成熟した稲作の収穫

に最適です。 
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オールド ポカラ バザールの名前の由来 

「オールド ポカラ バザール」という名前は、かつて街の中心商業地域として機能して

いた歴史的な市場を指します。  ポカラは重要な交易路であり、歴史的にはグルン族、

マガール族、ネワール族などのさまざまな民族の本拠地であり、そのすべてが都市の多

様な文化構造に貢献しました。  バザール自体の歴史は数世紀に遡り、その名前は、特

にポカラとネパールの他の地域を結ぶ主要な商業ルートであった時代の、貿易と社会的

交流の中心地としての長年の役割を反映しています。 

 
オールド ポカラ バザールの見どころ 

狭く曲がりくねった通りには、伝統的な家屋、小さな家族経営の店 (多くの場合、何世

代にもわたって同じ家族が経営している)、地元の飲食店が並んでいます。  このバザー

ルは、ポカラの他のエリア（湖畔など）に比べて観光客中心ではないため、本物のネパ

ールの生活を体験したい人には最適なスポットです。ここでは、複雑なデザインのジュ

エリーやカラフルなテキスタイルからスパイスや地元の農産物まで、さまざまな手作り

の品物を見つけることができます。 

文化的、歴史的ランドマークであるオールド ポカラ バザールは、伝統的でカラフルな

建物、活気のある街並み、周囲の山々の素晴らしい景色があり、写真撮影に最適な場所

でもあります。 
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サランコットの名前の由来 

「サランコット」という名前は、ネパール語の 2 つの単語に由来しています。サラン

は空に関連する神話または象徴的な鳥の一種を指し、コットは要塞または高点を意味し

ます。 

ネパールの民間伝承や詩では、サラン鳥は次のように描かれています。 

• 自由、ビジョン、憧れを象徴する、空を飛ぶ神秘的な鳥。 

• 精神的な探求やロマンチックな憧れの比喩。 

• 自然と結びついており、神話上の鳥チャタクのように、山を越えて舞い上がった

り、雨を呼び求めたりする姿がよく想像されます。 

サラン鳥はまた、精神的な旅人として解釈されており、人間の魂、あるいはより高いも

のを求めて世俗を超えた探求者を表しており、これはネパールの山岳地形と精神的遺産

の理想的な比喩です。 

 
サランコット展望台の歴史 

歴史的に、サランコットはその高台にあるため、戦略的な展望台として使用されてきま

した。時が経つにつれて、ポカラが観光の中心地として発展するにつれ、サランコット

は軍事前哨基地から、特にヒマラヤの景色を求める旅行者に人気の美しい景勝地へと変

わりました。 
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5.8.2 バンディプールのガイドなしウォーキング ツアー 

バンディプールは小さな町です。  ドゥムレ・バンディプール通りの一部である歴史あ

るダウンタウンエリアの主要道路は、歩行者のみ通行可能です。 

すべてではありませんが、町のこの地域でほとんどの探索を行います。 

 

 
1 = ZXQリンク 0ZXQ入口歩行者天国 

2 = ZXQリンク 0ZXQバンディプール パドマ図書館 

3 = ZXQリンク 0ZXQカドガ・デヴィ寺院 

4 = ZXQリンク 0ZXQパンチャ・ブリチャ 

5 = ZXQリンク 0ZXQトゥンディケル 
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https://www.google.com/maps/dir/27%C2%B056'14.3%22N+84%C2%B024'17.5%22E/Bandipur+Padma+Library,+Dumre-Bandipur+Road,+Bandipur,+Nepal/Khadga+devi,+WCQ5%2BF3F,+Dumre-Bandipur+Rd,+Bandipur+33904,+Nepal/Pancha+Brichya/Tundikhel,+Bandipur,+Dumre-Bandipur+Road,+Bandipur,+Nepal/@27.9402832,84.402288,1024m/data=!3m1!1e3!4m30!4m29!1m3!2m2!1d84.4048611!2d27.9373056!1m5!1m1!1s0x399504efd5ca10c5:0x4f963e60e6d1f1c9!2m2!1d84.4069727!2d27.9376655!1m5!1m1!1s0x399504efc38c25a3:0xded43195b6f28e7c!2m2!1d84.4076779!2d27.9386876!1m5!1m1!1s0x399505f4529381b9:0x36acbd73c775da68!2m2!1d84.4048322!2d27.9423483!1m5!1m1!1s0x399504fbaaf9b65f:0x32559d4060b2148e!2m2!1d84.4040054!2d27.9433746!3e2?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDUwNS4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D






 
パドマ ライブラリの特徴は何ですか? 

パドマ図書館は学習の場であるだけでなく、建築的かつ文化的な宝石でもあります。 

• 2 階建ての建物は、ネワリ様式の窓、瓦屋根、複雑な木の彫刻が特徴です。 

• バンディプールの歩行者専用バザールの中心部に位置し、町の歴史遺産トレイルの

中心となっています。 

• 内部では、訪問者はヴィンテージの本、古新聞、歴史的文書を見つけることがで

き、中には数十年前のものもあります。 

ささやかな規模ではありますが、この図書館は郷愁を呼び起こし、近世におけるネパー

ルの文学的発展をユニークに垣間見ることができます。 

正面玄関は来た方向の反対側にあります。 

図書館は要求に応じて開館しているようで、到着したときには閉まっている可能性があ

ります。  私たちは試しませんでしたが、地元の商店主に頼んで、図書館に入館させて

くれる人を探してもらうことができるそうです。  入場は無料ですが、寄付は歓迎され

ます。 
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5.8.2.4 パンチャ ブリチャ 

(地図、レビュー) 

レンガのアーチまで戻って、階段の一番下で右に鋭角に曲がり、狭い通りに沿って丘を

下ります。  バンディプールの歩行者専用エリアを出て通りに沿って進み、トゥンディ

ケルという公園に到達するまで歩き続けます。  トゥディケルを探索する前に、目に見

える大きな木を詳しく見てみましょう。それらは次の目的地であり、パンチャ ブリク

シャと呼ばれています。 

カドガ・デヴィ寺院からここまでの徒歩時間は約 15 ～ 20 分で、途中で周囲の丘や

山、丘の上に建つカラフルな家々の美しい景色を眺めることができます。  道路上で鶏

を見かけることもあるかもしれません。 

 

  
 
パンチャ・ブリクシャの名前の由来 

「パンチャ ブリクシャ」という用語は、サンスクリット語由来の 2 つのネパール語を

組み合わせたものです。 

• 「パンチャ」は 5を意味します 

• 「ブリクシャ」（またはヴリクシャ）は木を意味します 

この名前は、自然と神性の調和の象徴として植えられた 5 本の木からなる神聖な群落

を指します。  ヒンズー教の文化では、木は神の現れであると考えられており、神聖な

木のグループは伝統的に瞑想、礼拝、社交の集まりに使用されています。 

 
文化的および精神的な重要性 

公園の入り口には大きなパンチャ ブリクシャの木があり、そのうちの 1 つは子供たち

がブランコで遊べるように大きな枝にロープが結ばれています。 
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https://www.google.com/maps/place/Pancha+Brichya/@27.9423483,84.4022573,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x399505f4529381b9:0x36acbd73c775da68!8m2!3d27.9423483!4d84.4048322!16s%2Fg%2F11fk46kvs2?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxNi4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D
https://www.google.com/maps/place/Pancha+Brichya/@27.9423483,84.4022573,17z/data=!4m8!3m7!1s0x399505f4529381b9:0x36acbd73c775da68!8m2!3d27.9423483!4d84.4048322!9m1!1b1!16s%2Fg%2F11fk46kvs2?entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MDkxNi4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D




  
 
トゥンディケルの名前の由来 

「トゥンディケル」という言葉は、ネパール語とサンスクリット語の組み合わせから来

ています。 

• 「Tundi」は平らな、または開けた野原を指します。 

• 「ケル」とは遊び場や集まる場所を意味します 

歴史的に、トゥンディケルはネパール中の町や都市によく見られるもので、軍事訓練、

公開集会、祭り、さらには牛の放牧にも使用されていました。バンディプールのトゥン

ディケルはこの伝統に従っていますが、その見事な標高と遮るもののない山の景色が特

にユニークなものにしています。 

 
他にはない視点 

バンディプールのトゥディケルからは、アンナプルナ、ダウラギリ、マナスル、ランタ

ン山脈の息をのむような 180 度の景色を眺めることができます。  公園の一番奥に展望

台があります。  晴れた日には、雪を頂いた山々が日の出や日没時に鮮やかに輝き、こ

の場所は写真家や自然愛好家に人気のスポットです。 

この広場はピクニックやレクリエーションの場としても人気があり、そこでは子供たち

が遊ぶ姿が見られ、地元の人々がお祭りやピクニックに集まり、旅行者が立ち止まって

景色に浸る様子が見られます。  ベンチや遊歩道があり、のんびり散歩したり、静かに

物思いにふけるのに最適な場所です。 

トゥンディケルは、年間を通じて地域のイベント、宗教的なお祝い、社交的な集まりに

使用されます。  ダサイン祭りの期間中は、凧揚げ、伝統的なゲーム、野外宴会などの

活気に満ちたシーンとなります。地元の人たちがヨガをしたり、サッカーをしたり、た

だリラックスしたりするのに最適な場所でもあります。 

 
 
これでバンディプールのセルフガイド ウォーキング ツアーは終了です。 
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6. 閉会の挨拶 
 
バックパックとシュノーケルのルディについて 

 
私はドイツで生まれ、2003 年に米国に移住しました。妻と私は真の多国籍カップルで

す。私はドイツの背景を持ち、彼女は中国の血統を持っています。  私たちは二人とも

アメリカに住んでいます。 

 
悲しいことに、米国で働くということは、例えば米国など他の国に比べて休暇の日数が

はるかに少ないことを意味します。ドイツなので頻繁に旅行することはできません。 

 
私たちは試行錯誤を重ね、理想的な旅行・休暇のスタイルを見つけました。  重要な目

的地に焦点を当てて思い出に残る瞬間を作ること、地元の人々と会うための時間を計画

すること、そしてもちろんリラクゼーションのための時間を計画することが私たちの優

先事項です。 

 
また、私たちは地元の食べ物を大切にすることを学び、できるだけ多くの地元の料理を

食べるように努めています。  楽しみのために、私たちは訪問する国ごとに 1 軒の中華

レストランで食事をするようにしています。  地球上で中華料理がどれほど異なってい

るかには本当に驚かされます。 
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https://backpackandsnorkel.com/


 
 
思い出に残る瞬間を作る 

休暇中に 10,000 枚の写真を撮り、次のアトラクションから急いで移動するかもしれま

せんが、心に残るのは、思い出に残る瞬間をどのように作ったかということです。 

 
私にとって、それは例えば Canyon de Chelly の Spider Rock (この米国国立公園につい

て聞いたことがありますか?)  初めてこのオベリスクを見たとき、この雄大な自然のオ

ベリスクと、その中にある美しい渓谷に衝撃を受けました。もう 2 回訪れましたが、

今でも同じ気持ちです。 

 
あるいは、メキシコのカンクン郊外にある小さな島、イスラ ムヘーレスを思い浮かべ

てください。  表面的には、プラヤ ノルテはメキシコで最も美しいビーチと言われてい

ますが、常に混雑しており、そこに停泊しているボートからは大音量の音楽が流れてい

ます。 

表面下では、ムヘーレス島はとてもリラックスしていて、とても歩きやすく、フレンド

リーな地元の人々、おいしい本格的なメキシコ料理、おいしい多国籍料理があり、多く

の場合非常に手頃な価格です。 

 
イスラ ムヘーレスは私たちの個人的な楽園です。 
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バックパックとシュノーケルを詰めて出かけましょう 

 
私たちの旅行スタイルは長年にわたって進化してきました。  最近、旅行の際は荷物を

軽くしており、通常は 1 人あたり小さなバックパックのみが必要です。旅する光ガイ

ドをご覧ください。 

 
このガイドでは、あなたに価値を提供し、思い出に残る瞬間を作るという目標を持って

リラックスした休暇を計画するお手伝いをしたいと思っています。 

 
ご質問やご意見がございましたら、ご連絡ください。 
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https://backpackandsnorkel.com/Traveling-Light/
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